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情報のお索 

。メモ：一 部の機能やメディアはオプションであり、同«されていないコンピュータもあります。 
一部の機能やメディアは、国によってはご利用になれな L ^場合があります。 

。メモ： 追加情報がコンピュータに同«されている場合があります。 


何をお探しですか？ 


こちらをご覽ください 


-コンピュータの診断プ□グラ厶 
-コンピュータのドライバ 
• デバイスのマニュアル 
• デスクトップシステ厶ソフトウェア （ DSS ) 


-な証に関する情報 
• 契約条項〔米国巧のみ） 

• 安を I こお使いいただ<た曲に 
-認巧機関の情報 
• 快適な使い方 

• エンドユーヴーライセンス契約 


『Drivers and Utilities CDJ (『ResourceCDJj ) 

マニュアルおよびドライバは、コンピュータ I こプリインス 
I —ルされています 。 『Drivers and Utilities CDil 
は、ドライバの再インス!-ール（「ドライバの再インス 
I -ール」 （75 ページ）を参照）、マニュアルの利用、 

Dell Diagnostics (該断）プ□ブラ厶の実巧 


(「Dell Diagnostics (該断） 
を参照）じ使用で差ます。 



アルのアップデー 
覧ください。 


プ□グラ厶」 （71 ページ) 


CD じ収録されている 
Readme ファイルじは、マ 
ニュアルの作成後にシステ 
ムじ追加された蜜更や、巧 
術畜および専門知識をお持 
ちのユーヴーを巧象とする 
テクニカルリファレンスな 
どが記載されています。 


メモ： ドライバと マニユ 
よ、 support . jp . dell.com をし 


Dell ™ 『製品情報ガイド J ! 












何をお探しですか？ 


こちらをご覧ください 


• コンピュータのセットアップ方法 七ットアップ説明図 



^ il ipI JpI 


1ご> 国^ぶ g な 


• サービスタグとエクスプレスサービスコード 
• Microsoft ® Windows ® プ□ダクトキー 
のラベル 


サービスタグと Microsoft Windows プロダクトキー 

ラベルはお使いのコンピュータ じ貼られています。 

• サービスタグは、 
support, ip.dell.cotn 

のデルサポートサイト 
を利用する際ゆサポー 
卜へのお問い合わせの 
際に、お使いのコン 
ピュータを識別するた 
めじ使います。 

• サポートじ連絡したとさにエクスプレスサービスコー 
ドを入力すると、通話び接続されます。 




1 1 

T AS _ 一 

I i 

II 

Il AAAAA ■■■■■ tfl tl 

1’ 1111111111111111 Ullllll 
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何をお採しですか？ こちらをご覽ください 


-技術情報 一 Q & A 検索、トラスレ解消プピ、 
Diagnostics (診断）プ□グラ厶、インス!— 

ルガイド、お問い合わせのをい質問 
-アップグレードーメモ IJ 、 八ードドライブ、 

またはオペレーティンヴシステ厶などのコンポ 
-ネントに関するアップヴレード情報 
-各種サービスのご案のーサービスプラン、登録の 
容変更申込、 I 」サイクル•買取サービス、引さ取り 
修理が況お認など 

-サービスおよびサポートーサービスコールのがミ兄 
とサービス履歴、サービス契約 
-参照資料ーマニュアル、コンピュータの設定に関 
する詳細情報、製品仕様、ホワイトぺーバーなど 
• ダウン□-ドー認定ドライバ、バッチ、ソフト 
ウェアのアップデート 

• デスクトップシステ厶ソフトウェア （ DSS ) — 
コンピュータじオペレーティンヴシステ厶を再 
インス!'―ルする揚合、 DSS ユーティ IJ ティち 
再インス!'―ルする必要びあります。 DSS はお使 
いのコンピュータとオペレーティングシステ厶を 
白動的に検出して、オペレーティングシステ厶の 
重要なアップデート、 Dell ™ 3.日インチ USB フ 
□ッピードライブ、 Intel ® Pentium ® M プ□セッ 
サ、オプティカルドライブ、 USB デバイスじ巧す 
るサポートなど、構成に適したアップデートをイ 
ンス I '―ルします。 DSS は、 Dell コンピュータび 
正しく動作するためじ必要です。 

• Windows XP の使い方 
• プ□グラ厶とファイルの使い方 
• 白分だけのデスクトップの作0方 


デルサポートサイトー S 叩 port . jp . dell.com 

メモ： お住まいのお域または事業区分を選択し、お近 
くのサポートサイトを表示します。 


デスクトップシステ厶ソフトウてアをダウン□-ドす 
るには、なの手順を実ちします。 

1 support.jp.deM.com じアクセスし、事業区分を選巧 
し、サービスタグまたは製品モデル名を入力します。 

2 各種ドライバ•ファー厶ウェアダウンロードを 選択し 

ます。 

3オペレーティングシステ厶と言語を選択し、キーワー 
ドデスクトップシステ厶ソフトウェアを検索します。 
メモ： support . jp . dell.com のユーザーインタフェースは、 
ユーザーの還択によって異なる場合があります。 

Windows ヘルプとサポート七ンター 

1スタート ー ヘルプとサポート をク IJ ックします。 

2問題を説おする単語ゆ語旬を入力して、ち印のア 
イコンをク IJ ックします。 

3問題に関連するトピックをク IJ ックします。 

4画面の指示に従って< ださい。 
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何をお採しですか？ 


こちらをご覽ください 


• オペレーテイングシステ厶の再インスト 
—ル方る 


『再インス I ル巧 CDJI 

オペレーティングシステ厶は、コンピュータじプ IJ インス 
I '―ルされています。オペレーティングシステ厶を再イン 
ス I '―ルするには、 r 再インス!'―ル用 cDj を使用 
します （「 Microsoft ® Windows ⑥ XP の再インス!— 

ル」 (79 ページ）を参照）。 

オペレーティングシステ厶 

のちインス I -ルを完了し 

にり、阳 rivers and 
Utilities CDJ を使用して、 
コンピュータじけ属してし、 
るデバイス用のドライバを 
再インス!'―ルします。 

オペレーティングシステ厶 
のプ□ダクトキーラベル 
は、コンピュータじおけさ 
れています。 

メモ： 『巧インストール用 CDJ 1 の色は、ご;主文になつ 
たオペレーテイングシステムによって異なります。 



12 I 








1 


コンピュータの七ットアップと使い方 

コンピュータの正面および背面 

正面 



コンピュータのセットアップと使い方 I 口 





























1 

前面|のコネクタ 

USB およびその他のデバイスのプラヴを巧丽するコネクタじ差し込みます 
( 「前面 I / O コネクタ」 （15 ぺージ）を参照）。 

2 

3.5 インチドライブベイ 

(2) 

オプシヨンのメディアカード IJ -ダーまたはフ□ッピードライブを取りがけ 
ることびでさます。 

3-6 

5.25 インチドライブ 
ベイ （4) 

5.2 己インチドライブベイキャ IJ アじ、 CD / DVD ドライブ、または SATA ノ\- 
ドドライブを取りはけることびできます。 

メモ： ハードドライブキャリアは 5.25 インチドライブベイ専用です。 
フロッピードライブ/メディアカードリーダーは、ハードドライブキャ 
リアと互換性がありません。 

7 

前面バネル LED (4) 

多色ライトびコンピュータの前面を照らします。 

メモ： 前面パネル LED の色はセットアップューティリティで調節できます 
(「セットアップューティリティ」 （142 ぺージ）を参照)。 

8 

CD / DVD ドライブトレ 
イ取り出しボタン （4) 

CD / DVD ドライブのドライブトレイを取り出すためじ使用します。 

メモ： CD / DVD ドライブトレイ取り出しボタンは、ハンドルではあり 
ません。取り出しボタンを巧し、ドライブトレイが取り出されると、 

ドアが自動的に開きます。 

9 

前面パネル LED (4) 

多色ライトびコンピュータの前面を照らします。 

メモ： 前面パネル LED の色はセットアップューティリティで調節できます 
(「セットアップューティリティ」 （142 ぺージ）を参照)。 

10 

電源ボタン 

このボタンを巧して、コンピュータじ電源を入れます。 

C ま意： データの損失を防ぐため、電源ボタンを使用して コン ピュータ 
の電源を切らないでください。電源ボタンを巧さずに、オペレーティ 
ングシステムのシャットダウンを実行してください。 

メモ： 電源ボタンを押して、システムを省電力状態からウェイクアップし 
たり、省電力状態にすることもできます（「電力の管理」 （43 ぺージ） 

を参照)。 

11 

電源ライト 

電源ライトは、点滅と点なとで異なる状態を示します。 

• 点なしないーコンピュータの電源は切れています。 

-緑色の点なーコンピュータは通常の動作状態です。 

-緑色の点滅ーコンピュータは省電力が態です。 

-黄色の点な一取りがけられているデノ\'イスに問題び発をしている可能性 
びあります（「問題の解ミ央」 （49 ページ）を参照)。 

-黄色の点滅ーコンピュータ巧部で電源の問題び舞をしている可能性びあ 
ります（「電源の問題」 （59 ページ）を参照)。 

12 

コンピュータスタンド 

システ厶を安定させるためじ、コンピュータスタンドを取りがけます。 

/ f \ 警告：できるだけ安定化をよくするため、必ずコンピュータスタンド 
を取り付けてください。スタンドを取り付けないと、コンピュータが 
拓倒し、ケガやコンピュータのが障の原因となることがあります。 
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前面 I / O コネクタ 



1 マイクコネクタ 

マイクコネクタじパーソナルコンピュータ用マイクを接続し、音声ゆ音楽を 
サウンドまたはテレフオニープ□グラ厶じ入力します。 

2 ヘッドフオンコネクタ 

へッドフオンコネクタを使用してへッドフオンを接続します。 

3 誇断ライト （4) 

該断ライトの組み含わせを用いて、コンピュータのトラブルシューティング 

1こお立ててください〔「該断ライト」 （67 ページ）を参照）。 

4 ノ\ー ドドライブ動作 

ライト 

八ードドライブライトは、コンピュータび八ードドライブからデータを読み 
書さしている際に点なします。このライトは、 CD プレーヤーなどのデバイス 
び動作しているとさじち点なすることびあります。 

5 ネットワ ー クリンク 

ライト 

ネットワークとコンピュータが正しく接続されている揚含は、ネットワーク 
リンクライトが点灯します。 

6 USB 2.0 コネクタ （2) 

フラッシュメモ IJ キー、カメラ、または起動可能な USB デバイスなど、時々 
接続するデバイスじは、前面 USB コネクタを使用します。起動可能な USB デ 
バイスの詳細じついては 、 「Boot Sequence (起動順度）」 （149 ぺージ）を 
参照してくださし、。 

プ IJ ンタゆキーボードなど通常接続したままのデバイスじは、背面の USB コ 
ネクタを使用することをお勧めします。 

7 IEEE 1394コネクタ 

IEEE 1394コネクタは、デジタルビデオカメラゆ外部ストレージデバイスなど 
の高まデータデバイスじ使用します。 
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コンピュータの背面 


1 



1 電源コネクタ 

電源ケーブルを差し込みます。このコネクタの外観は図と異なる揚合び 
あ0ます。 

2 背面バネル LED (2) 

を色ライトびコンピュータ背面の I / O バネルを照らします。 

メモ：背面パネル LED の色はセットアップューティリティで調節でき 
ます（「セットアップューティリティ」 （142 ぺージ）を参照)。 

3 背面1/0コネクタ 

シ IJ アル、 USB 、 およびその化のデバイスのプラグを巧丽するコネクタ 
じ差し込みます （ 「背面 I / O コネクタ」 （17 ページ）を参照）。 

4 力ードス□ット 

装着する PCI または PCI Express 力ードのコネクタを差し込みます。 

メモ：一部のコネクタスロットは、フルレングスカードをサポートし 
ています。 
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1 IJ ンク保をライト 


2 ネットワークアダ 

プタコネクタ 


3 ネットワーク動作 
ライト 


• 緑色一10 Mbps のネットワークとコンピュータび正しく接続されているこ 
とを示します。 

• 搭色一100 Mbps のネットワークとコンピュータび正しく接続されている 
ことを示しま弓。 

• 黄色一1000 Mbps (1 Gbps ) のネットワークとコンピュータび正しく接続 
されていることを示します。 

-消なーネットワークとの物理的な接続び検巧されていません。 

〇ミち意：ネットワークアダプタコネクタじモデムケーブルを接続しない 
でくださし、。 

ネットワークアダプタコネクタは、コンピュータをネットワークまたはブ 
□-ドバンドデバイスじ接続するためじ使用してください。ネットワーク 
ケーブルの一端をネットワークジャック、ネットワークデバイス、ブ□-ド 
バンドデバイスのいずれかじ接続し、もラー端をコンピュータのネットワー 
クアダプタコネクタじ接続します。 カチッとい〇音びすれば、ネットワーク 
ケーブルはしっかり接続されています。 

追加のネットワークコネクタカードび搭載されたコンピュータで、イントラ 
ネットとエクストラネットを別々じするなど、複数のネットワーク接続を設 
定する場合は、力ードのコネクタとコンピュータ背面のコネクタを使用 
します。 

メモ：ネットワークには、カテゴリ5の配線とコネクタを使用することを 
お勤めします。カテゴリ3の配線を使用する必要がある場合、信頼性のある 
オペレーシヨンを保証するために、ネットワークま度を 10 Mbps に設定して 
ください。_ 

黄色のライトは、コンピュータびネットワークデータを送信、または受信し 
ている際に点滅します。ネットワークトラフィックびをい揚合、このライト 
び「点な」のが態に見えることびあります。 
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4 

キーボードコネクタ 

標準型の PS /2 キーボードをお使いの揚含は、紫色のキーボードコネクタじ差 
し込みます。コンピュータおよび取りはけられているすべてのデバイスの電 
源を切ってから、キーボードをコンピュータ 1 こ接続します。 USB キーボード 
をお使いの揚含は、 USB コネクタじ差し込みます。 

5 

マウスコネクタ 

標準型の PS /2 マウスをお使いの揚合は、緑色のマウスコネクタじ差し込み 
ます。コンピュータおよび取りはけられているすべてのデバイスの電源を 
切ってから、マウスをコンピュータじ接続します。 USB マウスをお使いの揚 
合は、 USB コネクタじ差し込みます。 

6 

サイドサラウンド 
サウンドコネクタ 

銀色のサイドサラウンドコネクタを使用して、追加のスピーカーを取りはけ 
ます。 

7 

センタ—サブウー 
八一/ LFE コネクタ 

憧色のサブウー八ーコネクタを使用して、シンヴルサブウー八一を取 0 はけ 
ます。 

メモ ：デジタルサラウンドサウンドオーディオ方式で使用される LFE (ほ周 
波数効ま）オーディオチヤンネルは、如 Hz LU 下のほ周波数情報のみを搬送 
します。 LFE チヤネルでは、超低音を引き伸ばすサブウーハーが使用されま 
す。サブウーハーを使用しないシステムでは、 LFE 情報をサラウンドサウン 
ド設定のメインスピーカーに分流できます。 


8 

サラウンドサウン 
ドコネクタ 

黒いサラウンドサウンドコネクタを使用して、マルチチャネル巧丽スピー 
力一を接続します。 

9 

ライン入カコネクタ 

青色のライン入カコネクタじカセットプレーヤー、 CD プレーヤー、または 
VCR (ビデオカセットレコーダー)などの録音/再をデバイスを接続します。 



サウンドカードび搭載されたコンピュータの揚合は、力ードのコネクタを使 
用します。 

10 

ライン出カヘッド 
フオンコネクタ 

緑色のライン出カコネクタを使用して、へッドフオンおよびアンプの蔵型ス 
ピーカーを接続します。 



サウンドカードび搭載されたコンピュータの揚合は、力ードのコネクタを使 
用します。 

11 

マイクコネクタ 

桃色のマイクコネクタじバーソブルコンピュータ用マイクを接続し、音声ゆ 
音楽をサウンドまたはテレフ 3 二ープ□ブラ厶じ入力します。 

12 

S / PDIF コネクタ 

S / PDIF コネクタは、アブ□グスーディス蜜換処理を巧わずにデジタルスー 
ディオを伝送する揚含に使用します。 

13 

シリアルコネクタ 

八ンドへルドデバイスなどのシ IJ アルデノ \'イスをシ1」アルポートじ接続しま 
す。必要に丽じて、このポートのアドレスはセットアップユーティ IJ ティで 
変更できます （ 「セットアップユーティ IJ ティ」（142ぺージ）を参照）。 

14 

USB 2.0 コネクタ （6) 

プ IJ ンタゆキーボードなど、通常接続したままのデバイスじは背面 USB コネ 
クタを使用します。 

メモ： フラッシュメモリキー、カメラ、または起動可能な USB デバイスな 
ど、時々接続するデバイスじは、前面 USB コネクタを使用することをお封 
めします。 

1已 

IEEE 1394コネクタ 

IEEE 1394コネクタは、デジタルビデオカメラゆ外部ストレージデバイスなど 
の高まデータデノ イスに使用します。 
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コンピュータスタンドの取り付け 

A 警告：『製品情報ガイド J の「ま全にお使いいただくために J のま意事項に従い、本項の手順を開始 
してください。 

A 警告：コンピュータは重いため、取り扱いにはま意を要します。持ち上げ、移動、傾けなどの際には 
ほかの人に手伝ってもらうようにしてください。ケガを防ぐため、正しい方法で持ち上げてください。 
また、持ち上げているときに前かがみになることは避けてください。 

A 警告：できるだけ安定性をよくするため、必ずコンピュータスタンドを取り付けてください。スタンド 
を取り付けないと、コンピュータがを倒し、ケガやコンピュータの巧障の原因となることがあります。 

1「作業を開始する前に」 （83 ページ）の手順に従ってください。 

2コンピュータの底面に取りはけられている蝶ネジを取り外します。 

& メモ： 蝶ネジがスタンドに取り付けられていない場合は、別に捆包されています。 

3 6 つの位置合わせタブをコンピュータ底面の巧麻するス□ットに挿入し、 6 つのタブびすべて 
ス□ットにはまるまで、スタンドを前方へスライドさせます。 

4 スタンドのネジ巧びコンピュータ底面のネジ巧と揃っていることを確認します。 

5 巧まネジをネジ巧に差し込んで締め、スタンドをコンピュータの底面に固定します。 


コン ピュータのセットアップと使い方 I 19 
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1 拘束ネジ 2 スタビライザ（閉じ位置） 3 コンピュータスタンド 

4 ス□ット（已） 

6ほかの人に手伝ってちらいながら慎重に、コンピュータを縦置きにします。 

7コンピュータの樓部をゆっくりと持ち上げ、スタビライヴをスライドさせて外側へ開きます。 
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モニターの接続 

A 警告：『製品情報ガイド j の「ま全にお使いいただくために」のま意事項に従い、本項の手順を開始 
してください。 

A 警告：発义、感電、けがを防止するため、電源コンセント、電源タップ、アウトレットに過重電流を 
流さないでください。電源コンセント、電源タップ、その化のソケットに接続した全製品のアンペア 
の総定格が、分化回お定巧の抓％を超えないようにしてください。 

。メモ： コンピュータ購入時の選択により、ビデオカードには DVI ポートが2つある場合と DVI ポート 
と VGA ポートが1つずつある場合があります。 



1 DVI コネクタ （白） 2 TV 出カ コネクタ 3 VGA コネクタ （青） 

モニターの 接続（アダプタを使用しない） 

A 警告：『製品情報ガイド j の「ま全にお使いいただくために」のま意事項に従い、本項の手順を開始 
してください。 

に メモ： モニターに VGA コネクタがあり、コンピュータには VGA ポートがない場合は、 

「モニターの接続（アダプタを使用）」 （22 ぺージ）の手順に従ってください。 

1巧の手順で、コンピュータおよび接続されているすべてのデバイスの電源を切ります。 

a スタートをクリックし、終了オプションをクリックします。 

b コンピュータの電源を切るウィンドウで、電源を切るをクリックします。 

オペレーティングシステムのシャットダウン処理び完了すると、コンピュータの電源び切 
れます。 

^ メモ： コンピュータの電源が切れていて、省電カモードになっていないことを確認してくださ 
し、。オペレーテイングシステムを使ってコンピュータをシャツトダウンできない場合は、 

電源ボタンを4砂間押し続けてください。 
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2 コンピュータ、および取り付けられているすべてのデバイスの電源コードを、コンセントから 
巧言ます。 

3 モニターの DVI または VGA コネクタをコンピュータ背面の該当するコネクタに接続します。 

DVI コネクタのあるモニターを接続するには、コンピュータの DVI ポート（白）を使用 
します。 

VGA コネクタのあるモニターを接続するには、コンピュータの VGA ポート（青）を使用 
します。 

モニターの 接続（アダプタを使用） 

A 警告：『製品情報ガイド J の「ま全にお使いいただくために J のま意事項に従い、本項の手順を開始 
してください。 

。 メモ： VGA コネクタのあるモニターをコンピュータ背面の DVI ポートに接続するには、 DVI-VGA アダ 
プタが必要です。 

1次の手順で、コンピュータおよび接続されているすべてのデバイスの電源を切ります。 
a スタートをクリックし、終了オプションをクリックします。 
b コン ピュータの電源を切る ウィンドウで、 電源を切 るをクリックします。 

オペレーティングシステ厶のシャットダウン処理び完了すると、コンピュータの電源び切 
れます。 

。 メモ： コンピュータの電源が切れていて、省電カモードになっていないことを確認してくださ 
い。オペレーティングシステムを使ってコンピュータをシャットダウンできない場合は、電源ボ 
タンを4秒間押し続けてください。 

2コンピュータ、および取りはけられているすべてのデバイスの電源コードを、コンセントから 
巧さます。 


22 I コンピュータのセットアップと使い方 



3 DVI - VGA アダプタをモニターの VGA コネクタに接続し、そのアダプタのもう一方の端をコン 
ピュータ背面の DVI ポート（白）に接続します。 



DVI - VGA アダプタ（オプショソ 


DVI コネクタ（白） 


TV 化カコネクタ 


デュアルグラフィックカード構成でモニターを接続する方法 

A 警告：『製品情報ガイド j の「ま全にお使いいただくために J のま意事項に従い、本項の手順を開始 
してください。 

マルチ GPU テクノ □ジびち効なデュアルグラフィックカード構成では、シングルモニターのみびサ 
ポートされます。モニターび機能するには、プライマリグラフィックカードに接続する必要びあり 
ます。 

。メモ：お使いのプライマリグラフィックカードに DVI ポートが2つ装備されており、使用するモニ 
夕一に VGA コネクタがある場合は、モニターの接続に DVI - VGA アダプタが化要です（「モニターの接 
続（アダプタを使用）」 （22 ページ）を参照）。 
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广 




'プライマリビデオカード 


1次の手順で、コンピュータおよび接続されているすべてのデバイスの電源を切ります。 
a スタートをクリックし、終了オプションをクリックします。 
b コン ピュータの電源を切る ウィンドウで、 電源を切 るをクリックします。 

オペレーティングシステ厶のシャットダウン赃理び完了すると、コンピュータの電源び切 
れます。 

& メモ：コンピュータの電源が切れていて、省電カモードになっていないことを確認してくださ 
い。オペレーティングシステムを使ってコンピュータをシャットダウンできない場合は、電源ボ 
タンを 4 秒間押し続けてください。 

2コンピュータ、および取りはけられているすべてのデバイスの電源コードを、コンセントから 
巧さます。 


3モニターの DVI または VGA コネクタをコンピュータのプライマリグラフィックカードの該当 
するコネクタに接続します。 

DVI コネクタのあるモニターを接続するには、プライマリグラフィックカードの DVI ポート 
(白）を使用します。 

VGA コネクタのあるモニターを接続するには、プライマリグラフィックカードの VGA ポート 
(青）を使用します。 
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2 台 lU 上のモニターの 接続 

A 警告：『製品情報ガイド j の「ま全にお使いいただくために J のま意事項に従い、本項の手順を開始 
してください。 

。 メモ： デュアルグラフィックカード構成で2台な上のモニターを接続して使巧するには、マルチ GPU 
テクノロジを無効にする必要があります。マルチ GPU を無効にする方法については、口台上のモ 
二夕一をサポートするようにディスプレイ設定を変更する方法」 （26 ぺージ）を参照してください。 

。メモ： コン ピュータ購入時の選択により、ビデオカードには DVI ポートが2つある場合と DVI ポート 
と VGA ポートが1つずつある場合があります。 

1次の手順で、コンピュータおよび接続されているすべてのデバイスの電源を切ります。 
a スター トをクリックし、 終了 オプションをクリックします。 
b コンピュータの電源を切る ウィンドウで、 電源を切 るをクリックします。 

オペレーティングシステムのシャットダウン処理び完了すると、コンピュータの電源び切 
れます。 

。メモ： コンピュータの電源が切れていて、省電カモードになっていないことを確認してく 
ださい。オペレーティングシステムを使ってコンピュータをシャットダウンできない場合は、 
電源ボタンを4秒間押し続けてください。 

2コンピュータ、および取りはけられているすべてのデバイスの電源コードを、コンセントから 
巧さます。 


3 2台じ(上のモニターをコンピュータ背面の該当する DVI ポートまたは VGA ポートに接続 
します。 

。メモ： VGA コネクタのあるモニターを〕ンピュータ背面の DVI ポートに接続するには、 DVI-VGA 
アダプタが必要です。 

コンピュータの DVI ポートまたは VGA ポートに2台じ(上のモニターを直接接続する方法につ 
いては、「モニターの接続（アダプタを使用しない)」 （21 ページ）を参照してください。 

1台または複数のモニターの VGA コネクタをコンピュータの DVI ポートに接続する方ミ去につ 
いては、「モニターの接続（アダプタを使用)」 （22 ページ）を参照してください。 

4複数のモニターをサポートするよラにディスプレイ設定を変更します（「2台じ(上のモニターを 
サポートするよラにディスプレイ設定を変更する方法」 （26 ページ）を参照)。 
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TV の接続 

A 警告：『製品情報ガイド j の「ま全にお使いいただくために J のま意事項に従い、本項の手順を開始 
してください。 

。 メモ： コン ピュータに TV を接続する場合は、その TV の化に モニター (VGA または DVI) を 1 台だけ 
接続できます。 

。 メモ ： TV に付属するマニュアルを参照して、 TV の設定と接続が正しくできていることを確認してく 
ださい。 

TV をコンピュータに接続するには、 S ビデオクーブルび必要です。 S ビデオクーブルびない揚合は、 
別途ご購入<ださい。ほとんどの電気店でおホめいただけます。 S ビデオクーブルはコンピュータ 
にはは属していません。 

1次の手順で、コンピュータおよび接続されているすべてのデバイスの電源を切ります。 
a スター トをクリックし、 終了 オプションをクリックします。 
b コンピコータの電源を切る ウィンドウで、 電源を切 るをクリックします。 

オペレーティングシステムのシャツトダウン処理び完了すると、コンピュータの電源び切 
れます。 


。メモ： コンピュータの電源が切れていて、省電カモードになっていないことを確認してくださ 
い。オペレーティングシステムを使ってコンピュータをシャットダウンできない場合は、電源ボ 
タンを4秒間押し続けてください。 

2コンピュータ、および取りはけられているすべてのデバイスの電源コードを、コンセントから 
巧さます。 


3 S ビデオクーブルの一方の端を、コンピュータの背面にある TV 出カコネクタに接続します。 

4 S ビデオクーブルのちラー方の端を、 TV の S ビデオ入カコネクタに接続します。 

5必要に麻じて、「モニターの接続」 （21 ページ）の説日月に従って、 DVI または VGA コネクタの 
ある1台のモニターを接続します。 

2台 U 上のモニターをサポートするようにディスプレイ設定を変更する方法 

。メモ： マルチ GPU テクノロジが有効なデュアルグラフィックカード構成では、シングルモニターのみ 
がサポートされます。マルチ GPU テクノロジを備えたデュアルグラフィックカード構成で2台];(上の 
モニターを接続して使用するには、マルチ GPU テクノロジを無効にする必要があります。 

1モニターを接続し、電源を入れたが態で、コンピュータの電源を入れます。 

Microsoft ® Windows ® のデスクトップびプライマリモニターに表示されます。 

2ディスプレイ設定でマルチ GPU テクノ□ジを無効にします（マルチ GPU テクノ□ジびち効に 
設定されたデュアルグラフィックカードの構成のみに適用されます)。 

マルチ GPU テクノ □ジを無巧にする手順の詳細については、グラフィックカードじは属の 
マニュアルを参照してください。 
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3 ディスプレイ設定でク□ーンモードまたは拡張デスクトップモードを有効にします。 

• ク□ーンモードでは、すべてのモニターび同じ画像を表示します。 

• 拡張デスクトップモードでは、オブジェクトを1つの画面から別の画面にドラッグするこ 
とびでき、表示可能なワークスペースの面積び増えます。 

お使いのグラフィックスカードに合わせた画面設定の変更については、ヘルプとサポートセンター 
でデバイスのユーヴーブガイドを参照してください（スタート、ヘルプとサポート、ユープーブガ 
イドおよびシステ厶ガイド、デバイスガイドの順にク I 」ックし、グラフィックスカードのガイドを 
クリックします)。 


RAID 構成について 

〇ミち意：データを保持したままで RAID 構成を変換する移行オプションを使用するには、ハードドライ 
ブにオペレーティングシステムを口ードする前に、そのドライブが最初にシングルドライブの RAID 0 
アレイとしてセットアップされている必要があリます （「Nvidia MediaShield ROM ューティリティの使 
い方」 （30 ぺージ）の説明を参照）。 

本項では、コンピュータの購入時に選ばれた可能性のある RAID 構成の概要を説日月します。コ 
ンピュータ業巧では、用途のタイプに麻じていくつなの RAID 構成び巧用できます。お使いの 
DelIXPS コンピュータは、 RAID レベル0および RAID レベル1をサポートしています。 

RAID レベル0構成は高いパフスーマンスび要ホされるプ□グラムに、 RAID レベル1は高水準 
のデータ保を性を希望されるユーヴーにお勧めします。 

。メモ： RAID レベルは階層を表すものではありません。 RAID レベル1構成は、 RAID レベル0構成より 
本質のに優れても劣ってもいません。 

容量びスきいドライブにホ割り当ての（使用できない）領域びできないよラに、 RAID 構成巧のド 
ライブを同じ容量にする必要びあります。 

RAID レベル0構成 

〇ミち意： RAID レベル0構成ではデータの冗長性がないため、いずれかのドライブに障害が発生すると、 
すべてのデータが失われます。 RAID レベル0構成の使巧中にデータを保護するには、定期的にバック 
了 ップを巧ってください。 

RAID レベル0では、データストライピングと呼ばれるストレージ巧術を使用して、データアクセ 
ス速度を高速化します。データストライピングは、連続するデータセグメント（ストライプ）を複 
数の物理ドライブに順次書さ込を'ことで、乂容量の仮想ドライブとしてあラ方まです。データスト 
ライピングにより、1台のドライブでデータを読み込を'間に、別のドライブで次のブ□ックの検索 
と読み込みびでさます。 
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RAID レベル 0 で構 
ホしたシリアル 
ATARAID 



セグメント1 


セグメント2 

セグメント3 


セグメント4 

セグメント已 


セグメント6 


ハードドライブ1 ハードドライブ2 


RAID レベル0構成のちラ1つの巧点は、各ドライブのまストレージ容量を使用できることです。 
たとえば、120 GB の八ードドライブ2台を使用すれば、データの保存に合計240 GB の八ードドラ 
イブスペースび使えます。 

。メモ： RAID レベル0構成では、最も小さいドライブの容量に、その構成に含まれるドライブの台数を 
乗じた値が、その構成全体の容量です。 

RAID レベル1構成 

RAID レベル1では、データの冗長性を持たせた$ラーリングと呼ばれるストレージ巧術を使用し 
て、データ保ま性を高めます。プライマリドライブにデータび書き込まれると、そのデータは同時 
に、構成巧の2台目のドライブ上に複製ラーリング）されます。 RAID レベル1ではデータの 
冗長性の利点を重視しているため、高速データアクセスの方び懂牲になります。 



セグメント1 


複製されたセグメント1 

セグメント2 


複製されたセグメント2 

セグメント3 


複製されたセグメント3 

セグメント4 


複製されたセグメント4 

セグメント已 


複製されたセグメント已 

セグメント6 


複製されたセグメント6 


ハードドライブ1 ハードドライブ2 
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いずれかのドライブに障害び発生した揚合、それじ(降の読み書き操作は、正甫に動作しているドラ 
イブに巧して行われます。その正甫なドライブのデータを使用して、交換用ドライブを再構築でさ 
ます。 

& メモ： RAID レベル1構成では、構成内で最も小さいドライブの容量が、その構成全体の容量となります。 


八ードドライブを RAID に設定する方法 


購入時に RAID 構成を選択しなかった揚合でち、お使いのコンピュータを RAID 構成にすることび 
できます。 RAID のレベルとその要件の説日月については、 「 RAID 構成について」 （27 ページ）を参 
照してください。八ードドライブの取り巧け手順については、「八ードドライブの取りはけ」 

(111ページ）を参照してください。 

RAID /\ー ドドライブボリュームを構成するには2つの方まびあります。1つは Nvidia 
MediaShield ROM ユーティリティを使用する方まで、ハードドライブにオペレーティングシステ 
厶をインストールする前に実行します。2つ目は Nvidia MediaShield を使用する方をで、オペレー 
ティングシステムと Nvidia RAID ドライバをインストールしたをで実行します。 

どちらの方まを使〇揚合ち、最初にお使いのコンピュータを RAID 有効モードに設定してお<必要 
びあります。 


コンピュータを RAID 有効モードに設定する方ま 

1セットアップユーティリティを起動します（「セットアップユーティリティの起動」 
(143ぺージ）を参照)。 


2 上下矢 E 日キーを巧してドライブをハイライト表示し、 <Enter> を巧します。 

3 上下矢 E 日キーを巧して適切な SATA ドライブを八イライト表示し、 <Enter> を巧します。 

4 左ち矢 E 日キーを巧して RAID スンを八イライト表示し、 >Enter< を巧します。各 SATA 八ード 
ドライブに巧して、必要に麻じてこの手順を繰りおします。 

。メモ： RAID オプションの詳細については、「セットアップユーティリティのオプション」 

(144ぺージ）を参照してください。 


5 <Esc> を巧し、左ち矢 E 日キーを巧して保存/終了をハイライト表示し、 <Enter> を巧してセツ 
トアップユーティリティを終了し、起動プ□セスを再開します。 
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Nvidia MediaShield ROM ユーティリティの使い方 

〇ミち意：次の手順を実行すると、ハードドライブ上のすべてのデータが失われます。続行する前に、 

化要なデータをすベてパックアップしてください。 

& メモ：既存の RAID 構成を移行する場合には、次の手順は使わないでください （「 RAID 構成の変換」 
(33 ぺージ）を参照）。 

RAID 構成の構築には、どんな容量の八ードディスクでち使用でさます。ただし、割り当て不能の 
(使用できない）スペースび生じないよラに、ドライブの容量を統一するのび理想的です。 RAID の 
レベルとその要件の説日月については、 「 RAID 構成について」 （27 ページ）を参照してください。 

八ードドライブの取りはけ手順については、「八ードドライブの取り巧け」（111ページ）を参照し 
て < ださい。 

1お使いのコンピュータ上の該当する各ハードドライブで、 RAID をち効にします 
(「コンピュータを RAID 有効モードに設定する方法」 （29 ページ）を参照)。 

2コンピュータを再起動します。 

3 RAID BIOS の起動をホめるプ□ンプトび表示されたら、 < Ctrl >< N > を巧します。 

^ メモ：オペレーティングシステムのロゴが表示された場合は 、 Microsoft Windows のデスクトップ 
が表示されるのを待って、コンピュータをシャットダウンして、再度試みます。 

新しいアレイの定義ウィンドウび表示されます。 

4 < Tab > を巧して RAID モードフイールドに移動します。 


RAID 0構成を作成するには、矢印キーを使用してストライピングを選択します。 


RAID 1構成を作成するには、矢 E 日キーを使用して$ラーリングを選択します。 

5 < Tab > を巧して空きディスクフィールドに移動します。 

6上下の矢印キーを使用して、 RAID アレイに含めるハードドライブを選択し、次にち矢 E 日キー 
を使用して、選択したドライブを空きディスクフィールドからアレイディスクフィールドに 
移動します。 RAID アレイに含める各ディスクについて、この手順を繰り返します。 

。メモ：お使いのコンピュータでは、 RAID 1アレイあたり最大2台、 RAIDO アレイあたり最大4台 
のドライブをサポートしています。 

7ハードドライブをアレイに割り当てたら、 < F 9> を巧します。 

Clear disk data (ディスクデータの消去）プ□ンプトび表示されます。 

〇を意：次の手順で、選択したドライブ上のデータがすべてミ肖去されます。 

8選択したドライブからすべてのデータを消去するには、 < Y > を巧します。 

アレイの一覧ウィンドウび表示されます。 
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9 セットアップしたアレイの詳細を確認するには、矢印キーを使用してアレイの託細ウィンド 
ウ巧のアレイを八イライト表示し、 < Enter > を巧します。 

アレイの詳細ウィンドウび表示されます。 

。メモ：アレイを削除するには、矢印キーを使用してアレイを選択し、 < D > を押します。 

10 < Enter > を巧すと、前の画面に戻ります。 

11 RAID BIOS を終了するには、 < Ctrl >< X > を巧します。 


Nvidia MediaShield の使 I 、方 

Nvidia MediaShield を使用して、 RAID 構成を作成、表示、管理することびできます。 

^ メモ：1台または複数のハードドライブを既存の（非 RAID ) シングルドライブコンピュータに追加し 
て、新しいドライブを RAID アレイ内に構成する場合にのみ 、 Nvidia MediaShield を使用して RAID 構成 
を作成してください。 

Nvidia MediaShield を使用する RAID 構成の構築には、どんな容量の八ードディスクでち使用でき 
ます。ただし、割り当て不能の（使用できない）スペースび生じないよラに、ドライブの容量を統 
-するのび理想的です。 RAID のレベルとその要件の説日月については、 「 RAID 構成について」 

(27 ページ）を参照してください。 

RAID アレイの作成 

〇ミち意： 次の手順を実行すると、ハードドライブ上のすべてのデータが失われます。続行する前に、 

化要なデータをすベてパックアップしてください。 

& メモ：既存の RAID 構成を移行する場合には、次の手順は使わないでください （「 RAID 構成の変換」 
(33 ぺージ）を参照）。 

1八ードドライブの RAID をち効にします（「コンピュータを RAID 有効モードに設定する方ミ去」 
(29 ページ）を参照)。 

2コンピュータを再起動したをで 、 Nvidia MediaShield を起動します。 

3システ厶のタスクで作成をクリックします。 

NVIDIA アレイ作成ウィヴードび表示され、構成に巧用できるディスクを一覧表示します。 

4次へをクリックします。 

5カスタムをクリックし、巧へをクリックします。 

6ド□ップダウンボックスから 、 RAID 0の揚合はストライピング、 RAID 1の揚合はミラーリン 

グを選択します。 

7巧へをクリックします。 

空きディスクの選択ウィンドウび表示されます。 

。メモ： RAID が有効なハードドライブのみが空きディスクとして表示されます。 
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8 RAID を構成するドライブをクリックして選択し、次へをクリックし、 ちう一度巧へをク 
リックします。 

^ メモ：お使いのコンピュータでは、 RAID 1アレイあたり最大2台、 RAIDO アレイあたり最大4台 
のドライブをサポートしています。 

システムデータの消去ウィンドウび表示されます。 

〇ミち意： システムデータの;'肖去オプションを実巧すると、選択したドライブ上のすべてのデータが削 
除されます。 

9巧へをクリックします。 

10完了をクリックすると、 RAID 構成び作成されます。 

MediaShield RAID 管理ユーティリティのウィンドウび表示され、取りはけられている他の 
八ードドライブととちにアレイを一覧表示します。 

RAID アレイの削除 

& メモ：この手順を実行すると、 RAID 1ボリュームが削除されると同時に、その RAID 1 ボリュームは 
パーティションを持つ2つの非 RAID ハードドライブに分割され、既存のデータファイルがある場合は 
それらのファイルは元の状態のまま保持されます。しかし、 RAID 0 ボリュームを削除する場合は、 

そのボリューム上のすべてのデータが消去されます。 

。メモ：コンピュータが現在 RAID から起動している場合は、 RAID ボリュームを削除すると起動できな 
くなります。 

1 Nvidia MediaShield を起動します。 

2削除するアレイをクリックして選択します。 

3システ厶タスクペインでアレイの削除をクリックします。 

NVIDIA アレイ削除ウィヴードび表示されます。 

4夕へをクリックします。 

削除のマークをはけたアレイの名前とサイブを示す確認画面び表示されます。 

5完了をクリックすると、 RAID 構成び削除されます。 

MediaShield RAID 管理ユーティリティのウィンドウび表示され、取りはけられているその他 
のハードドライブととちに残りのアレイを一覧表示します。 
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RAID 構成の変換 

〇ミち意： データを保持したままで RAID 構成を変換する移行オプションを使用するには、ハードドライ 
ブにオペレーティングシステムを口ードする前に、そのドライブが最初にシングルドライブの RAID 0 
アレイとしてセットアップされている必要があります （「Nvidia MediaShield ROM ユーティリティの使 
い方」 （30 ぺージ）の説明を参照）。 

Nvidia MediaShield では、「移行」と呼ばれるシングルステップの手順で、データを失ラことなく、 
ディスクまたはアレイの現だのが態を変更できます。必要に麻じて、シングルドライブの RAID 0 
構成を含めて、既存のアレイに八ードドライブを追加して、ドライブ 2 台の RAID 0 構成に変換す 
ることびできます。ただし、出来上びるアレイの容量は、5の構成に等しいか、またはそれを上回 
る必要びあります。 

移行プ□セスを使用する揚合は、 RAID 1 から RAID 1 への変換はできません。 

〇ミち意： 移行によってできるアレイで使用する追加のハードドライブは、現在の構成で使巧しているど 
のドライブよりも容量が大きいか、または等しいものを使用してください。 

。メモ： RAID 構成で使用するすべてのドライブが RAID 使用可能モードになっていることを確認します 
( 「コンピュータを RAID 有効モードに設定する方法」 （29 ぺージ）を参照）。 

1 Nvidia MediaShield を起動します。 

2変換するアレイをクリックして選択します。 

3システ厶タスクペインでアレイの変換をクリックします。 

NVIDIA アレイ変換ウィヴードび表示されます。 

4夕へをクリックします。 

5 RAID モードの選択で、ド□ップダウンメニユーからミラーリングまたはストライピング 

を選択します。 

6次へをクリックします。 

〇ミち意： 次の手順で、選択したドライブ上のデータがすべてミ肖去されます。 

7空きディスクの選巧で、横のチェックボックスをクリックして、移行によって作成するアレイ 
に含める八ードドライブを選択します。 

8終了をクリックします。 

MediaShield RAID 管理ユーティリティのウィンドウび表示され、取りはけられている他の 
八ードドライブととちに、アップグレード/移行プ□セスのが態を表示します。 

& メモ：アレイが変換されるまでの所要時間は、 CPU の速度、使用するハードドライブの種類とサ 
イズ、オペレーティングシステムなど、いくつかの要因によって左右されます。 
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RAID 構成の再構築 

RAID アレイ巧の八ードドライブの1台に障害び発生した揚合は、交換用ドライブにデータを復5 
することで、アレイを再構築できます。 

& メモ： アレイの再構築は、 RAID 1構成でのみ実行できます。 

1 Nvidia MediaShield を起動します。 

2管理ユーティリティウィンドウで、お使いの RAID 構成ラーリング）をクリックして選択 
します。 

3システ厶タスクペインで、アレイの再構築を選択します。 

NVIDIA アレイ再構築ウィヴードび表示されます。 

4次へをクリックします。 

5横のチェックボックスをクリックして、再構築する八ードドライブを選択します。 

6次へをクリックします。 

7終了をクリックします。 

MediaShield RAID 管理ユーティリティウィンドウび表示され、再構築プ□セスのが態を表示 
します。 

& メモ： コンピュータはアレイの再構築中も使用できます。 

& メモ： アレイの再構築には、利用可能な （ RAID 使用可能モードの）空きディスクをどれでも使用 
できます。 

CD および DVD の再生 

CD または DVD の巧生 

〇ミち意： CD や DVD のトレイを開けたり閉めたりする際にトレイを押し下げないでください。 

ドライブを使用していな L ^場合は、トレイを閉めたままにしてください。 

〇ミち意： CD や DVD の再生中は、コンピュータを移動したり傾けたりしないでください。 

1コンピュータの正面にある取出しボタンを巧して（「正面」 （13 ページ）を参照）ドライブト 
レイを開さます。 

2ラベル面を上にしてディスクをドライブトレイの中央に置きます。 
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停止 

現をのチャプターを再スタート 

再生 

早送り 

一時停止 

早戻し 


再生 

現巧のトラック巧で卷青戻し 
一時停止 

現巧のトラック巧で早送り 
停止 

前のトラックへ移動 
取り出し 

次のトラックへ移動 


DVD プレーヤーじはじ(下の基本的なボタンびあります。 



3おり出しボタンを押すか、トレイを軽 < 押し込んで閉じます。 

データを保存するた故に CD をフスーマットしたり、音楽 CD を作成したり、 CD をコピーしたりす 
るには、コンピュータに巧属の CD ソフトウェアを参照してください。 

。メモ： CD や DVD を作成する場合は化ず、すべての著作権まに従ってください。 

CD プレーヤーにはじ(下の基本的なボタンびあります。 


□因□田田田 
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一時停止モードで 1 フレー厶進める 
次のタイトルまたはチャプターへ移動 
現だのタイトルまたはチャプターを連続再を 
前のタイトルまたはチャプターへ移動 
取り出し 


CD や DVD の再生の詳細については、 CD や DVD プレーヤーのヘルプをクリックします 
(ヘルプびある場合)。 

音量の調節 

。メモ： スピーカーの音を消'している場合は、 CD や DVD を再生しても何も聞こえません。 

1スタートクリックし、 すべての プ □グラ厶ーアクセサリー エンターテイメントの順にポイン 

卜してから、ポリュー厶コント□-ルをクリックします。 

2マスタボリュー厶コント□-ルウィンドウで、マスタボリューム列のバーをクリックしてド 
ラッグし、上下に移動して音量を調節します。 

ボリュームコント□-ルのオプションの詳細については、ポリュー厶コント□-ルウィンドウの 
ヘルプをクリックしてください。 

画面の調整 

エラーメッセージび表示され、現だの解像度や色の深度により多くのメモリび使用され DVD の再 
生を阻止していると通知された場合には、画面のプ□パティを調節します。 

1スタートをクリックし、コント□ールパネルをクリックします。 

2作業する分野を選びますで、デスクトップの表示とテーマをクリックします。 

3作業を選びますで、画面解像度ををまするをクリックします。 

4画面のプ□パティウィンドウで、画面の解像度のバーをクリックしてドラッグし、設定を 

800 X 600 ピクセル に変更します。 

5画面の色で、ド□ップダウンメニューをクリックし、中 （16 ビット）をクリックします。 

6 OK をクリックします。 


SEl 因の己 
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CD および DVD のコピー 

に^ メモ： CD や DVD を作成する場合は、必ずすベての著作権まに従ってください。 

本項は CD-RW、DVD+/-RW、 または CD-RW/DVD コンボドライブを持つコンピュータにのみ適用 
されます。 

& メモ： デルが提供する CD ドライブまたは DVD ドライブの種類は、国によって異なる場合があります。 

じ(下の説日月では、 Roxio Creator Plus- Dell Edition を使用して CD や DVD の完まなコピーを作成す 
る方巧をおしています。コンピュータに格納されたオーディオファイルなら音楽 CD を作成したり、 
重要なデータをバックアップしたりなど、別の目的で Roxio Creator Plus を使用することちできま 
す。ご不日月な点びあれば、 Roxio Creator Plus を開き、ウィンドウのち上角にある疑問符 （?） アイ 
コンをクリックします。 

CD または DVD のコピー方法 

。 メモ： CD-RW/DVD コンボドライブでは DVD メディアへの書き込みができません。 CD-RW/DVD コンボ 
ドライブを使用していて、書き込みの際に問題が発生した場合は、 www.roxio.jp/suppo がの Roxio サ 
ポートウ； L ブサイトで利用可能なソフトウ； L アパッチを確認してください。 

Dell コンピュータの DVD 書き込み巧能ドライブでは、 DVD+/-R、DVD+/-RW および DVD+R DL 
(二層）メディアへの書き込みと読み取りび巧能ですび、 DVD-RAM または DVD-RDL メディアへの 
書き込みはできず、読み取りちできない揚合びあります。 

。 メモ： 多くの巿版の DVD は著作権で保護されているため、 Roxio Creator Plus を使用して〕ピーするこ 
とはできません。 

1 スター トをクリックし、 すべてのプ□グラ厶一 Roxio 一 Creator Projects の順にポイントし 
てから 、 Record Now Copy をクリックします。 

2 コピー タブで、 ディスク コピーを クリックします。 

3 CD または DVD をコピーするには、次の手順を実行します。 

• CD/DVD ドライブび1台の揚合は、設定び正しいことを確認して、 ディスクコピ ーをク 
リックします。ソースの CD や DVD び読み取られ、データびコンピュータの八ードドライ 
ブにある一時フォルダにコピーされます。 

プ□ンプトび表示されたら、ドライブに空の CD または DVD ディスクを拝入して、 

OK をクリックします。 

• CD または DVD ドライブび2台ある場合は、ソースの CD や DVD を挿入したドライブを 
選択して、ディスクコピーをクリックします。ソースの CD や DVD のデータび空の CD や 
DVD にコピーされます。 

ソースの CD や DVD のコピーび終了したら、作成した CD ゆ DVD び自動的に取り出さ 
れます。 
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空の CD および DVD の使い方 

CD - RW ドライブでは CD 記録メディア（高速 CD-RW メディアを含を')にしか書き込みびできませ 
んび、 DVD 書き込み可能ドライブでは CD と DVD の両方の記録メディアに書き込みびでさます。 

音楽を録音したり、データファイルを永ス保存する揚合は、空の CD - R を使用します。 CD - R の最乂 
ストレージ容量に達すると、その CD - R には再度書き込を'ことびできません（詳細については、 
Sonic のマニュアルを参照して < ださい)。その CD の情報ををで消去したり、書き換えたり、アツ 
プデートしたりする揚合は、空の CD - RW を使用してください。 

空の DVD +/- R を使用すると、ス量のデータを永ス保存することびできます。ディスク作成プ□セス 
の最終段階でディスクを「ファイブライブ」または「ク□-ブ」した揚合は、作成した DVD+/-R 
ディスクに再度書き込を'ことびできません。そのディスクの情報ををで消去したり、書き換えたり、 
アップデートしたりする揚合は、空の DVD +/- RW を使用してください。 

CD 書き込み可能ドライブ 


メディアの種類 

読み取り 

書き込み 

書き換え可能 

CD-R 

o 

〇 

X 

CD-RW 

o 

〇 

〇 

DVD 書き込み可能ドライブ 

メディアの種類 

読み取り 

書き込み 

書き換え可能 

CD-R 

o 

〇 

X 

CD-RW 

o 

〇 

〇 

DVD+R 

o 

〇 

X 

DVD-R 

o 

〇 

X 

DVD+RW 

o 

〇 

〇 

DVD-RW 

o 

〇 

〇 

DVD+R DL 

o 

〇 

X 

DVD-R DL 

揚含しよる 

X 

X 

DVD-RAM 

揚含しよる 

X 

X 
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巧に立つヒント 

• Microsoft ® Windows ® エクスプ □- ラでファイルを CD - R や CD - RW にドラッグアンドド□ッ 
プする揚合は、まず Roxio Creator Plus を起動して Creator プ□ジェクトを開いてください。 

• 通甫のステレスで再生する音楽 CD を作成するには、 CD - R を使用してください。 CD - RW は、 
多くの家庭用ステレオやカーステレスで再生できない揚合びあります。 

• Roxio Creator Plus では、才ーディス DVD を作成することはできません。 

• 音楽 MP 3 ファイルは、 MP 3 プレーヤー、または MP 3 ソフトウェアびインストールされたコ 
ンピュータでのみ再生することびできます。 

• 巧一厶シアターシステム用の市販の DVD プレーヤーでは、巧用可能なすべての DVD フスー 
マットびサポートされていない可能性びあります。お使いの DVD プレーヤーでサポートされ 
ているフスーマットの一覧については、 DVD プレーヤーには属のマニュアルを参照するか、 
または製造5にお問い合わせ < ださい。 

• 空の CD - R や CD - RW を最乂容量まで焼かないでください。たとえば、650 MB のファイルを容 
量び650 MB の空の CD にコピーしないでください。 CD - RW ドライブは、録音を完了させる 
ために1〜2 MB のブランクスペースを必要とします。 

• CD の書き込み方ミ去に慣れるまで、空の CD - RW を使用して CD への書き込みを練習してくださ 
し、間違えた揚合は、 CD - RW のデータを消去してやり直すことびできます。また、音楽ファ 
イルプ□ジェクトを空の CD - R に永ス保をする揚合には、空の CD - RW を使用してプ□ジェク 
卜をテストでさます。 

• 追加情報については、 www . roxio . jp / の Roxio ウェブサイトを参照してください。 

メディアカードリーダーの使用（オプション） 

A 警告：『製品情報ガイド J の「安全にお使いいただくために J のま意事項に従い、本項の手順を開始 
してください。 

メディアカードリーダーを使用してコンピュータに直接データを転をします。 

メディアカードリーダーはじ(下の種類のメモリに巧麻しています。 

• xD ピクチャーカード 

• SmartMedia 力ード （ SMC ) 

. コンパクトフラッシュカード.タイプ I/II ( CFI / II ) 

• マイク□ドライブカード 

• SD メモリーカード （ SD ) 

• ミニ SD 力ード 

• マルチメディアカード （ MMC ) 

• RS-MMC (ル型マルチメディアカード） 

• メモリーステイツク （ MS/MS Pro/MS Duo/MS Pro Duo ) 
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メディアカードリーダーの取り巧けについては、「メディアカードリーダーの取りはけ」 
(121 ページ）を参照してください。 



1 xD ピクチャーカードおよびス 2 メモリースティック （ MS/MS 3 SD メモリーカード （ SD / ミニ 

マートメディアカード 6 MC ) Pro/MS Duo/MS Pro Duo ) SD )/ マルチメディアカード 

( MMC / RS - MMC ) 

4 コンパクトフラッシュカード" 

タイプ I/ll (CF I / ll ) およびマイク 
□ ドライブカード 

1メディアカードを点検して、正しい挿入方向を確認します。 

2 メディアカードをメディアカードリーダーの正しいス□ットに差し込んで、コネクタに完をに 
固定します。 

スムーブに差し込を'ことびできない場合は、 力ー ドを取り出して正しい挿入方向を確認し、 
やり直して< ださい。 
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ネットワーク七ットアップウィザード 

Microsoft ® Windows ® XP オペレーティングシステムには、家庭またはル企業のコンピユータ間で、 
ファイル、プリンタ、またはインターネット接続を巧ちするための手順を案のするネットワーク 
セットアップウィヴードびあります。 

1スタートをクリックし、すべてのプ□グラムーアクセサリー通信の順にポイントしてから、 
ネットワークセットアップウィプードをクリックします。 

2ネットワークセットアップウィヴードの開始画面で、次へをクリックします。 

3ネットワーク作成のチェックリストをクリックします。 

。メモ：インターネットに直接接続しているという接続方法を選択すると 、 Windows XPSP 1 の内蔵 
ファイアウォールを使用することができます。 

4チェックリストのすべての項目に入力し、必要な準備を完了します。 

ネットワークセツトアップウイヴードに戻り、画面の指示に従います。 


新しいコンピュータへの情報の転送 

Microsoft ® Windows ® XP オペレーティングシステムには、データを5のコンピュータから新しい 
コンピュータに転をするファイルと設定の転をウィヴードびあります。じ(下のデータび転をで 
さます。 

• E - メ ール 
• ツー ルバ ーの 設定 
• ウィンドウのサイブ 
• インターネットのブックマーク 

ネットワークまたはシリアル接続を / r してデータを移行するか、書き込み可能 CD / DVD またはフ 
□ッピーディスクなどのリムーバブルメディアに保存します。 

新しいコンピュータでファイルの転をの準備をするには、次の手順を実行します。 

1スタートをクリックし、すべてのプ□グラムーアクセサリーシステ厶ツールの順にポイント 
してから、ファイルと設定の転送ウィヴードをクリックします。 

ファイルと設定の転をウィヴードの開始画面び表示されます。 

2次へをクリックします。 

3これはどちらのコンピュータですか？画面で、転送先の新しいコンピュータをクリックして、 
次へをクリックします。 

4 Windows XP CD びありますか？画面で、 Windows XP CD か6ウィヴードを使いますをク 

リックして、次へをクリックします。 
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己今、古いコンピュータじ行ってください。画面び表示されたら、転をするデータび入っている 
ソース（古い）コンピュータの前に行きます。 このとさに、 次へをクリックしないでく 
ださい。 

ソース コンピュータからデータをコピーするには、次の手順を実行します。 

1ソースコンピュータで 、 Windows XP のオペレーテイングシステム CDJ をセットします。 

2 Microsoft Windows XP 画面で、追加のタスクを実巧するをクリックします。 

3実行する操作の選巧画面で、ファイルと設定を転送するをクリックします。 

4ファイルと設定の転をウイヴードの開始画面で、巧へをクリックします。 

5これはどちらのコンピュータですか？画面で、転送兄の古いコンピュータをクリックして、 
巧へをクリックします。 

6転送方法を選択して<ださい。画面で、希望の転を方法をクリックします。 

7何を転をしますか？画面で、転をするアイテムをクリックして、巧へをクリックします。 

情報びコピーされたを、ファイルと設定の収集フェーブを地理しています...画面び表示され 
ます。 

8終了をクリックします。 

新しいコンピュータにデータを転をするには、次の手順を実行します。 

1新しいコンピュータの今、古いコンピュータじ行ってください。画面で、次へをクリック 
します。 

2ファイルと設定はどこじありますか？画面で、設定とファイルを転をする方巧を選んで、 

次へをクリックします。 

ウイヴードは収集されたファイルと設定を読み取り、それらを新しいコンピュータに適用 
します。 

設定とファイルびすべて適用されると、ファイルと設定の転をウイザードのち了画面び表示さ 
れます。 

3完了をクリックして、コンピュータを再起動します。 
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電力の管埋 


概要 

Microsoft ® Windows ® XP の電源管理機能では、コンピュータに電源び入っていてその〕ンピュー 
夕を使用していない揚合に、 コンピュータの消費電力を減らすことびできます。モニターゆ八ード 
ドライブのみの電力を減らしたり、スタンバイモードゆ休止が態モードを使用してコンピュータを 
体の電力を減らすことびできます。省電カモードから復帰すると、コンピュータはそのモードに入 
る前の動作が態に戻ります。 

に^| メモ： Windows XP Professional には 、 Windows XP Home E 出 tion には備わっていないセキュリティおよ 
びネットワーク機能が提供されています 。 WindowsXP Professional コンピュータがネットワークに接続 
している場合は、セキュリティやネットワークに関する異なるオプションが特定のウィンドウに表示 
されます。 

。メモ：スタンバイモードおよび休止モードを有効にする手順は、オペレーティングシステムによって 
異なる場合があります。 

スタンバイモード 

スタンバイモードでは、あらかじめ設定した一定の時間（タイムアウト）び経過すると、節電のた 
めにディスプレイと八ードドライブの電源び切れます。スタンバイモードから復帰すると、 
コンピュータはそのモードに入る前の動作が態に戻ります。 

〇ミち意： コンピュータがスタンパイモードに入っている間に電源を停止すると、データが失われるおそ 
れがあります。 

非アクティブなが態び一定時間経過すると自動的にスタンバイモードに入るよラに設定するには、 
次の手順を実行します。 

1スタートをクリックし、コント□-ルパネルをクリックします。 

2作業する分野を選びますで、パフスーマンスとメンテナンスをクリックします。 

3コント□-ルパネルを選んで実行しますで、電源オプションをクリックします。 

非アクティブな状態び一定時間経過するのを待たずに、ただちにスタンバイモードを有効にするに 
は、スタートをクリックし、終了オプションをクリックして、スタンバイをクリックします。 

スタンバイモードから復帰するには、キーボードのキーを巧すか、マウスを動かします。 
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化止が態モード 

休止が態モードでは、八ードドライブ上の確保された領域にシステムデータびコピーされ、コン 
ピュータの電源び完をに切れることで、節電び実行されます。コンピュータび休止が態モードから 
復帰すると、デスクトップはそのモードに入る前のが態に戻ります。 

休止が態モードを有効にするには、次の手順を実行します。 

1スタートをクリックし、コント□-ルパネルをクリックします。 

2作業する分野を選びますで、バフスーマンスとメンテナンスをクリックします。 

3コント□ールパネルを選んで実巧しますで、電源オプションをクリックします。 

4電源設定タブ、話細設定タブ、および休止が態タブで休止が態の設定を指定します。 

休止が態モードから復帰するには、電源ボタンを巧します。コンピュータび休止が態モードから復 
帰するのにかし時間びかかる揚合びあります。休止が態モードではキーボードゆマウスは機能しな 
いため、キーボードのキーを巧したりマウスを動かしたりしてち、コンピュータは休止が態モード 
から復帰しません。 

休止が態モードでは、コンピュータメモリの中身を保存するのに+分な容量のある八ードドライブ 
上に特別なファイルを必要とします。このため、デルでは、コンピュータを出筒する前に、適切な 
サイブの休止が態モードファイルを作成しています。コンピュータの八ードドライブび破損し 
た揚合 、 Windows XP は休止モードファイルを自動的に再作成します。 

電源オプションのプ□パティ 

電源オプションのプ□パティウィンドウで、スタンバイモード設定、休止が態モード設定、および 
他の電源設定を指定します。電源オプションのプ□パティウィンドウにアクセスするには、次の手 
順を実行します。 

1スタートをクリックし、コント□-ルパネルをクリックします。 

2作業する分野を選びますで、パフォーマンスとメンテブンスをクリックします。 

3コント□-ルパネルを選んで実斤しますで、電源オプションをクリックします。 

4電源設定タブ、詳細設定タブ、および化止が態タブで電源設定を指定します。 

電源設定タブ 

標準の電源設定はそれぞれスキームと呼ばれます。コンピュータにインストールされた標準の 
Windows スキームのいずれかを選択する揚合は、電源設定ド□ップダウンメニューからスキーム 
を選択します。各スキー厶の設定びスキーム名の下のフィールドに表示されます。各スキームには、 
スタンバイモードや休止状態モードを開始したり、モニターや八ードドライブの電源を切るための 
異なる設定びあります。 

〇を意： ハードドライブがモニターより先にタイムアウトするように設定すると 、コンピュータがフ 
リーズしたような状態になります。回復するには、キーボードの任意のキーを巧すか、マウスをク 
リックします。この問題を避けるために、ハードドライブの前にモニターがタイムアウトするように 
設定してください。 
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電源設定ド□ップダウンメニューにはじ(下のスキームび表示されます。 

• 常にオン （デフスルト）一省電力設定を無効にしてコンピュータを使用する揚合。 

• 自をまたはをなのデスクー自をまたはち社のコンピュータをほとんど節電せずに使用す 
る揚合。 

• ポータフル/ラップトップー移動中に使用するポータブルコンピュータの揚合。 

• プレゼンテーションー中断せずに（節電機能を使わずに）コンピュータを使用する揚合。 

• 最ルの電源管理一節電機能を最ル限しか使わずにコンピュータを使用する揚合。 

• バッテリの最大お用ーポータブルコンピュータを使用しており、バッテリーでの使用時間を 
延ばしたい揚合。 

スキー厶のデフスルト設定を変更する揚合は、モニタの電源を切る、八ードディスクの電源を切る、 
システ厶スタンパイ、またはシステム休止状態フィールドのド□ップダウンメニューをクリックし 
て、表おされる一覧からタイムアウトを選択します。スキームフィールドのタイムアウトを変更す 
ると、名前をはけて保存をクリックして変更したスキームの新しい名前を入力しない限り、 

そのスキー厶のデフスルト設定び変更されます。 

詳細設定タブ 

詳細設定タブでは(下を実行することびでさます。 

• すばやくアクセスできるよラに、電源オプションアイコン‘ こ^を Windows のタスクバーに 
表おする。 

• コンピュータびスタンバイモードまたは休止が態モードから復帰する前に、 Windows のパス 
ワードの入力を求めるよラに設定する。 

• スタンバイモードや休止が態モードを有効にしたり、コンピュータの電源を切るよラに、 

電源ボタンを設定する。 

これらの機能を有効にするには、巧麻するド□ップダウンメニューでオプションをクリックし、 

OK をクリックします。 

休止状態タブ 

休止状態タブでは、休止が態モードを有効にすることびできます。電源設定タブで指定した休止が 
態設定を使用する揚合は、休止が態タブの休止げ態を有効じするチェックボックスをオンに 
します。 

電力管理オプションの詳細については、じ(下を参照してください。 

1スタートをクリックして、ヘルプとサポートをクリックします。 

2ヘルプとヴポートウ ィン ドウでパフスーマンスと保奇をクリックします。 

3パフスーマンスと保すウィンドウで、コンピュータの電力を節約するをクリックします。 
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パフォーマンスの最適化 


ハイパースレツディングについて 

ハイパースレッディングは、 Intel ® のテクノ □ジで、1つの物理プ□セッサを2つの論理プロ 
セッサとして機能させることでを体的なパフスーマンスの向上を図り、複数のタスクを同時に 
処理することを可能にします 。 Windows XP オペレーティングシステムは、ハイパースレッ 
ディングテクノ □ジを利用するために最適化されているので、 Microsoft ® Windows ® XP 
Service Pack 1( SP 1) じ(降のオペレーティングシステムを使用することをお勧めします。多く 
のプ□グラムは、ハイパースレッディングの恩恵を受けることになりますび、ハイパースレッ 
ディング用に最適化されていないプ□グラムちあります。それらのプ□グラ厶は、ソフトウェ 
アの製造5によるアップデートび必要な揚合ちあります。ソフトウェアの製造5に、アップ 
デー トやハイパースレッディングでソフトウェアを使用する方法についてお問い合わせく 
ださい。 

お使いのコンピュータびハイパースレッディングテクノ □ ジを使用しているかどラかを確認す 
るには、次の手順を実行します。 

1スター トをクリックし、マイコンピュータをちクリックして、プ□パティをクリックし 
ます。 


2八ードウエアをクリックして、デバイスマネージャをクリックします。 

3デバイスマネージャウィンドウで、プ□セッサの横の （+) サインをクリックします。 
ハイパースレッディングびち効な揚合、プ□セッサは2つ表示されています。 

セットアップユーティリティを使用して、ハイパースレッディングのち効/無効を切り鲁える 
ことびできます。セットアップユーティリティの使用の詳細については、「セットアップユー 
ティリティ」 （142 ぺージ）を参照してください。 

PCI Express 力ードについて 

PCI Express は、グラフィックカードと PCI 力ードの次巧けテクノ □ジです。従来の AGP グラ 
フィックカードス□ットのけわりに PCI Express x 1 6ス□ットび使用されています 。 PCI Express 
カードス□ットのすまは PCI カードス□ットと異なっており、これらのカード間に豆換性はあ 
りません （PCI Express 力ードス□ットに PCI 力ードは取りはけられず、 PCI 力ードス□ットに 
PCI Express 力ードは取りはけられません)。 
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PCI Express テクノ □ジの巧点としてじ(下び筆けられます。 

• 使用可能な帯域幅の増加 一 PCI バスの帯域幅は一度に片方向133 MB / S であるのに巧し、 

PCI Express バスの帯域幅は、各レーンびそれぞれ同時に片方向250 MB / s です。 

• サービスの優巧順位巧け一1台のコンピュータに複数の PCI カードび取り巧けられている揚 
合、すべての PCI カードび1つのな通バスを巧ちしますび 、 PCI Express 力ー ドはそれぞれ専 
用のチャネルを使用します。テレビ会議やウェブカメラ機能などのアクティビティは、デバイ 
スソフトウエアを通じて自動的に優用 I 頃位び仰ブられ、待ち時間を減らすことびできます。 


デュアルグラフィックテクノロジについて 

オプションの2枚目の PCI Express グラフィックカードび、デュアルグラフィックテクノ □ジによ 
り、コンピュータのグラフィックパフスーマンスを乂幅に高めます。このテクノ□ジの利点は、 
ヴー厶やデヴインのアプリクーションに使われる3 D グラフィックの巧写び向上することです。 

各グラフィックカードには、かなくとち1つの GPU (グラフィックプ□セッシングユニット）び備 
わっています。デュアルグラフィックカードの構成では、複数の GPU び負筒を動的に分担すること 
で、可能な限り最高のパフスーマンスび得られます。このソフトウェアは、所定のアプリクーショ 
ンに巧して最適なレンダリング（処理）モードを選択します。 

詳細については、グラフィックカードには属のマニュアルを参照してください。 

CPU のクロックアップについて 

〇を意：デルでは、製造元の設計仕様を上回る周波数で CPU を動作させることをお勤めしません。この 
方まで CPU を使用すると、予期しないシステムのシャットダウンを巧き、データが失われたり、プロ 
セッサの稼動寿命が短くなる可能性があります。システムが予期せずにシャットダウンしたり不安定 
になる場合は、び U の動作周波数をほく設定してください。 

お使いの Dell コンピュータでは、プ□セッサの動作周波数（ク□ック速度）を限定された範囲で調 
節する機能び使用できます。 

CPU の動作周波数を変更すると（一般に、ク□ックアップと呼ばれています)、プ□セッサの速度 
を製造5の設計仕様を上回る周波数にして、システムを体のパフスーマンスを高めることびで 
さます。 

デルでは、お使いのコンピュータび動作周波数を上けたが態で動作する、または安定することを保 
証致しません。コンピュータびそ期せずにシャットダウンしたり不安定になる揚合は、 CPU の動作 
周波数を低 < 設定してください。 

CPU の動作周波数を限定された範囲で調節する機能は、セットアップユーティ I 」ティで実行でさま 
す。セットアップユーティリティの使用の詳細については、「セットアップユーティリティ」 

(142 ページ）を参照してください。 
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問題の解決 


トラブルシューティングのヒント 

次のヒントに従ってコンピュータのトラブルシューティングを行ってください。 

• 問題び発生し始める前に部品の取り巧け/取り外しを行った揚合は、その手順を再度確認 
して、取り巧け/取り外しび正しく行われたか確認します。 

• 周辺機器び機能しない場合は、その機器び適切に接続されているか確認します。 

• エラーメッセージび画面に表示される揚合は、そのメッセージを正確に書き留めておきま 
す。このメッセージは、サポート担当をび問題を分析および解ミ夫するのにをなつ場合びあ 
ります。 

エラーメッセージびプ□グラム上で発生する揚合は、プ□グラムのマニュアルを参照してくだ 
さし、。 


バッテリーの問題 

A 警告：バッテリーは、正しく装着しないと破裂するおそれがあります。バッテリーは、必ず同一 
または同等の、製造元が巧奨するタイプのものと交あしてください。使用巧みのバッテリーは、 
製造元の指示に従って廃棄してください。 

A 警告：『製品情おガイド j の「ま全にお使いいただくために」のを意事風こ従い、 

本項の手順を開始してください。 


バツテリーを交換します。 コンピユータの電源を入れた後、時刻と曰はの情報を繰り返し I 」セツ 
卜する必要びある揚合、または起動時に間違った時刻ゆ曰はび表示される揚合は、バツテ IJ 一を交 
換します （ 「バツテ1」一の交換」（133ページ）を参照）。それでちバツテ1」一び正常に機能しな 
い揚合は、デルにお問い合わせください （ 「デルへのお問い合わせ」 （157 ぺージ）を参照）。 
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ドライブの問題 

A 警告：『製品情報ガイド J の「安全におほいいただくために」のま意事項に従い、本項の手 
順を開始してください。 


Microsoft ® Windows ® がドライブを認識していることを確認します。スター トをク U ックし 
て、 マイコンピュー タをク IJ ックします。お使いのフ□ッピードライブ、 CD ドライブ、または 
DVD ドライブび一覧に表示されない揚合は、アンチウイルスソフトウてアでウイルスチてックを 
行い、ウイルスの検出と駆除を行います。ウイルスび原因で Windows びドライブを認識できない 
ことびあります。 


ドライブのテストを行います。 

•別のフ□ッピーディスク、 CD 、 または DVD を拝入して、元のドライブじ問題びないことを確 
捕1します。 

•起動ディスクを挿入して、コンピュータを再起動します。 

ドライブまたはディスクをクりーニングします。 「コンピュータのク1」ーニング」 

(153 ぺージ）を参照してください。 


ケーブルのを続を確認します。 


ハードウエアに関するトラブルシューティングを実行します。 「ソフトウエアと八ードウエア 

の非互換性の解;央」 （78 ページ）を参照して<ださし、。 


Dell Diagnostics (診断）プログラムを実行します。 「Dell Diagnostics (診断）プ□ヴラ厶」 
(71 ページ）を参照してください。 


CD および DVD ドライブの問題 

。メモ： 高ま CD または DVD ドライブの振動は正常です。この振動によってノイズが生じるこ 
とがありますが、ドライブの欠帕や CD または DVD の欠陥を示すものではありません。 

。メモ： 国や地域によってディスクフォーマットが異なるため、すべての DVD がお使いの 
DVD ドライブで再生できるわけではありません。 


Windows の音量を調整します。 

• 画面ち下じあるスピーカーのアイコンをク IJ ックします。 

-スライドバーをク IJ ックし、上にドラッヴして、音量び上びることを確認します。 

• サウンドび5ュートに設定されていないか確認し、設定されている揚合はチてックマークのは 
いたボックスをク I 」ックします。 

スピーカーおよびサブウーハーを確認します。 「サウンドとスピーカーの問題」 （63 ぺージ） 
を参照してください。 
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CD/DVD-RW ドライブに書き込みができない場合 


化のプログラムを巧じます。 CD/DVD-RW ドライブは、データの書き込み中に一定したデータの 
流れを必要とします。データの流れび中断されるとエラーび発をします。 CD/DVD-RW ディスクへ 
の書さ込みを開始する前に、すべてのプ□ヴラ厶を終了してみます。 


CD/DVD-RW ディスクへの書き込みを開始する前に、 Windows のスタンバイモードを無効にします。 

省電カモードじついては、「スタンバイモード」 （43 ページ）を参照するか、 Windows のへル 
プとサポートセンター(スタートをク IJ ックし、ヘルプとサポートをク IJ ックします）でスタン 
バイといラキーワードで検索して該当するトピックを参照してください。 


八ードドライブの問題 


チェックディスクューティリティを実行します。 

1スタートをク IJ ックして、マイコンピュータをク IJ ックします。 
2□-カルディスク（じ）をちク U ックします。 

3プ□パティをク IJ ックします。 

4ツール タブをクリッ クします。 

5エラーチェックの項目で、チェックするをク IJ ックします。 

6不良セクタをスキャンし、回復するをク IJ ックします。 

7開始をクI」ックします。 


電子メール、モデム、およびインターネットの問題 

A 警告：『製品情報ガイド J の「ま全にお使いいただくために」のま意事項に従い、本項の手 
順を開始してください。 

。メモ： モデムはアナログ電話ジャックにのみ接続してください。デジタル電話網に接続し 
ていると、モデムは動作しません。 

。メモ： ネットワークアダプタコネクタにモデムケーブルを接続しないでください 
( 「背面 I/O コネクタ」 （17 ぺージ）を参照）。 


Microsoft Outlook ® Express の七キュリティ設定を確認します。 電モメールの添はファイルを開く 
ことびでさなし U 易合は、巧の操作を行つてください。 

1 Outlook Express で、ツールをク U ックし、オプションをク U ックします。次に、 

セキュリティをク IJ ックします。 

2必要に丽じて、添巧ファイル音許可しないをク IJ ックしてチェックマークを外します。 
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電話回線ケーブルのを続を確認します。 

電話プラグを確認します。 

モデムを壁の電話ジャックに直接を続します。 

別の電話回線ケーブルをほ用します。 

-電話回線ケーブルびモデ厶のジャックじ接続されていることを確認します（ジャックじは緑色 
のラベルびがいているか、または隣にコネクタ形のアイコンびはいています）。 

-モデ厶じ電話回線ケーブルコネクタを挿入したとさにカチッといラ音びすることを確認 
します。 

-モデ厶から電話回線ケーブルを外し、それを電話に接続して、電話の発信音を聴さます。 

• 留守番電話、ファックス、サージプ□テクタ、スプ IJ ッタなどの、電話回線を巧有する化の電 
話機器びある揚合は、それらの機器を経由せずに、モデ厶を壁の電話ジャックじ直接接続しま 
す。3 メートルしソ巧の電話線を使用します。 


Modem Helper 診断プログラムを実行します。スター トをク U ックし、 すべてのプログラ 厶をポ 

イントして、 Modem Helper をク IJ ックします。画面の指示に従って、モデ厶の問題を特定して 
解ミ央します Modem Helper 診断プ□ブラムは一部のコンピュータでは使用でさません。 


モデムが Windows と通信しているか確認します。 

1スタートをク IJ ックし、コント□ールバネルをク IJ ックします。 

2プリンタとその他の八ードウェアをク IJ ックします。 

3電話とモデムのスプシヨンをク IJ ックします。 

4モデ厶 タブをク IJ ックします。 

5 モデ厶の COM ポートをク IJ ックします。 

6プ□バティをク IJ ックし、診断タブをク IJ ックし、モデ厶の照会をク IJ ックして、モデ厶び 
Windows と通信しているか確認します。 

すべてコマンドに巧して丽答びあった揚合、モデ厶は正常に動作しています。 

インターネットに接続しているか確認します。 インターネットサービスプ□バイダと契約してい 
ることを確認します 。 Outlook Express 電モメールプ□グラ厶を開さ、ファイルをク U ック 
します。オフライン作業の隣にチェックマークびがいている揚合は、そのチェックマークをク 
IJ ックして外してから、インターネットじ接続します。詳細じついては、ご利用のインターネット 
サービスプ□バイダにお問い合わせください。 


52 I 問題の解決 




エラー メッ 七ー ジ 

A 警告：『製品情報ガイド J の「安全におほいいただくために」のま意事項に従い、本項の手 
順を開始してください。 

A FILENAME CANNOT CONTAIN ANY OF THE FOLLOWING CHARACTERS 、/ :*? " <> |<, 

これらの記号をファイル名に使用しないでください。 

A REQUIRED .DLL FILE WAS NOT FOUND 。 実行しようとしているプ□ブラ厶じ必要なファイルびありませ 
ん。巧の操作を行い、プ□グラムを削除して再インス!ルします。 

1スタートをク IJ ックし、コントロールパネルをク IJ ックします。巧に、 

プ□グラ厶の追加と削除をク IJ ックします。 

2現をインス!'ールされているプログラ么で、削除するプ□ブラ厶を選がします。 

3変更または削おをク IJ ックします。 

4インス! ' - ル手順じついては、プ□ブラ厶のマニュアルを参照してく ださし、。 

drive / がゎ/ •へ IS NOT ACCESSIBLE . The device is not ready 。 ドライブびディスクを読めません。 

ディスクをドライブじ挿入して、再度試してみます。 


Insert bootable media 。 起動ディスクまたは起動 CD を挿入します。 


Non-system DISK ERROR 。 フ□ッピーディスクをドライブから取り出!し、コンピュータを再起動 
します。 


Not enough memory or resources , close some programs and try again 。 すべてのウインドウを閉じ、 
使用するプ□ブラ厶のみを開さます。揚合じよっては、コンピュータを再起動してコンピュータ IJ 
ソースを復元する必要びあります。その揚合、最初に使用したいプ□グラムを実行します。 


Operating system not founDo デルじお問い合わせください （105 ぺージを参照）。 


。メモ： エラーメッセージが一覧にない場合は、オペレーティングシステム、またはメッ 
セージが表示された際に実行していたプログラムのマニュアルを参照してください。 
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IEEE 1394 デバイスの問題 

A 警告：『製品情報ガイド j の「安全におほいいただくために」のま意事項に従い、本項の手 
順を開始してください。 


デバイスおよびコンピュータのコネクタに IEEE 1394 デバイスのケーブルが適切に巧入されてい 
ることを確認します。 

七ットアップユーティリティで IEEE 1394デバイスが有効になっていることを確認します。 

「セットアップユーティ IJ ティのオプション」 （144 ぺージ）を参照してください。 

IEEE 1394デバイスが Windows によって認識されているか確認します。 

1スタートをク IJ ックし、コント□-ルバネルをク IJ ックします。 

2プリンタとその他のハードウェアをク IJ ックします。 

お使いの IEEE 1394デバイスび一覧に表示されている揚合は、 Windows びそのデバイスを認識 
します。 

Dell IEEE 1394デバイスに問題が発生している場合。デルにお問い合わせください 
(「デルへのお問い合わせ」 （157 ページ）を参照)。 

デル製ではない IEEE 1394 デバイスに問題が発生している場合。 IEEE 1394デバイスの製造元にお 
問い合わせください。 


キーボードの問題 

A 警告：『製品情報ガイド J の「安全にお使いいただくために」のま意事項に従い、本項の手 
順を開始してください。 


キーボードケーブルを確認します。 

• キーボードケーブルびコンピュータじしっかりと接続されているか確認します。 

• コンピュータをシャットダウンし （ 「コンピュータ巧部の作業をする準備」 （83 ぺージ）を参 
照してください）、コンピュータじけ属のセットアップ図のとおりじマウスケーブルを接続し 
なおしてから、コンピュータを再起動します。 

• ケーブルじ損傷びないか、擦り切れていないか、ケーブルコネクタのピンび巧びったり壊れて 
いたりしないかを5を認します。のびったピンびあればまっすぐじします。 

-キーボード延長ケーブルびあればそれを外し、キーボードを直接コンピュータじ接続します。 


キーボードをテストします。正常に機能している別のキーボードをコンピュータじ接続して、 
使用してみます。 
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ハードウェアに関するトラブルシューティングを実行します。 「ソフトウェアと八ードウェア 
の非互換性の解決」 （78 ページ）を参照して<ださし、。 

コンピュータのロックアップおよびソフトウェアの問題 

A 警告：『製品情報ガイド J の「安全にお使いいただくために」のま意事項に従い、本項の手 
順を開始してください。 

コンピュータが起動しない場合 

診がライトを確認します。 「診断ライト」 （67 ぺージ）を参照してください。 

電源ケープルがコンピュータとコンセントにしっかりとを続されているか確認します。 

コンピュータの反応が停止した場合 

〇ミち意： オペレーティングシステムのシャットダウンが実行できない場合、データが失われる 
おそれがあります。 

コンピュータの電源を切ります。 キーボードのキーを巧したり、マウスを動かしてもコンピュー 
夕び丽答しない揚合は、 コンピュータの電源び切れるまで、電源ボタンを8〜10秒 U ■(上巧し続け 
ます。電源び切れたら、コンピュータを再起動します。 

プログラムが応答しなくなった場合 

プログラムを終了します。 

1 < Ctrl >< Shift >< Esc > を同時に巧して Windows タスクマネージャを開きます。 

2 アプリケーション タブをク IJ ックします。 

3丽答しな<なったプ□ブラ厶をク IJ ックして選択します。 

4タスクの終了 をク IJ ックします。 

プログラムが繰り返しクラッシュする場合 

。メモ： ほとんどの場合、ソフトウェアのインストール手順は、そのマニュアルま 
たはフロッピーディスクか CD に収録されています。 


ソフトウェアのマニュアルを確認します。 必要に丽じて、プ□グラムをアンインス!'―ルしてか 
ら再インス!'―ルします。 
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プ□グラムがな前のパージョンの Windows オペレーティングシステム用に設計されて 
いる場合 


プログラム互換性ウイザードを実行します。 

プ□グラ厶互換性ウイヴードは、 Windows XP U ■(外のオペレーテイングシステ厶の環境に似た環境 
で動作するよラにプ□ヴラ厶を設定します。 

1スタートをク IJ ックし、すべてのプ□グラ厶ーアクセサリの順にポイントしてから、 

プ□グラ厶互換性ウイヴードをク I 」ックします。 

2プ□グラ厶互換性ウイヴードの開始画面で、 、灰へ をク I 」ックします。 

3画面の指示じ化し\ます。 


画面が青色（ブルースクリーン）になった場合 


コンピュータの電源を切ります。キーボードのキーを巧したり、マウスを動かしてもコンピュー 
夕び丽答しない揚合は、 コンピュータの電源び切れるまで、電源ボタンを8〜10砂 U ■(上巧し続け 
ます。電源び切れたら、コンピュータを再起動します。 


その他のソフトウエアの問題 


トラブルシューティングについては、ソフトウェアのマニュアルを確認するか、ソフトウェア 
の製造元に問い合わせます。 

• プ□ブラ厶びお使いのコンピュータじインス!'―ルされているオペレーティングシステ厶じ巧 
丽していることを5を認します。 

• お使いのコンピュータびソフトウェアの実行に必要な最小八ードウェア要件を満たしているこ 
とを確認します。詳細じついては、ソフトウェアのマニュアルを参照してください。 

-プ□ブラ厶び正しくインス I '―ルおよび設定されていることを確認します。 

• デバイスドライバびプ□ヴラ厶と競合していないことを確認します。 

• 必要に丽じて、プ□グラ厶をアンインス!'―ルしてから再インス!'―ルします。 

ファイルを直ちにバックアップします。 


アンチウイルスプログラムを使って、ハードドライブ、フロッピーディスク、または CD 
を調べます。 


開いているファイルをすべて保存してから閉じ、実行中のプログラムをすべて終了して、 
スタートメニューからコンピュータをシャツトダウンします。 
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メモリの問題 

A 警告：『製品情報ガイド J の「安全におほいいただくために」のま意事項に従い、本項の手 
順を開始してください。 


メモリ不足を示すメッ七ージが表示される場合。 

• 開いているファイルをすべて保存してから閉じ、使用していない実行中のプ□グラ厶をすベて 
終了して、問題び解決するか調べます。 

• メモ IJ の最ル要件じついては、ソフトウェアのマニュアルを参照してください。必要に丽じ 
て、増設メモ IJ を取りはけます （ 「メモ IJ の取りはけ」 （91 ページ）を参照）。 

• メモ IJ モジュールを抜き差しして （ 「メモ1」」 （89 ぺージ）を参照）、コンピュータびメモ I 」 
と正常に通信しているか確認します。 

• Dell Diagnostics (診断）プ□ヴラ厶を実行します （「Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶」 

(71 ページ）を参照）。 


その他の問題が発生する場合。 

• メモ IJ モジュールを抜き差しして （ 「メモ IJ 」（89 ぺージ）を参照）、コンピュータびメモ IJ 
と正常に通信しているか確認します。 

-メモ IJ の取りはけガイドラインじがっているか確認します （ 「メモ IJ の取りはけ」 

(91 ページ）を参照）。 

• 使用するメモ IJ びお使いのコンピュータでサポートされていることを確認します。お使いのコ 
ンピュータじ巧丽するメモ IJ の詳細じついては、「メモ1」」 （137 ぺージ）を参照してく 
ださい。 

• Dell Diagnostics (診断）プ□ヴラ厶を実巧します （「Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶」 

(71 ページ）を参照）。 


マウスの問題 

A 警告：『製品情報ガイド J の「安全におほいいただくために」のま意事項に従い、本項の手 
順を開始してください。 


マウスケーブルを確認します。 

• ケーブルじ損傷びないか、擦り切れていないか、ケーブルコネクタのピンび巧びったり壊れて 
いたりしないかを確認します。巧びったピンびあればまっすぐじします。 

• マウス延長ケーブルびあればそれを外し、マウスを直接コンピュータじ接続します。 

• マウスケーブルび、コンピュータじ巧属のセットアップ図のとおりじ接続されていることを確 
磕します。 


問題の解決 





コンピュータを再起動します。 

1 < Ctrl >< Esc > を同時に巧して、スタートメニューを表示します。 

2< u > を巧し、上下矢 E 日キーを巧してシャットダウンまたは電源を切るをハイライト表示 
し、 < Enter > を巧します。 

3コンピュータの電源を切った後、セットアップ図のとおりじマウスケーブルを接続しなお 
します。 

4コンピュータの電源を入れます。 

マウスを確認します。正常に機能している別のマウスをコンピュータじ接続して、使用し 
てみます。 


マウスの設定を確認します。 

1スタートをク IJ ックし、コント□-ルバネルをク IJ ックして、プリンタとその他のハー 
ドウエアをク IJ ックします。 

2 7ウスをク IJ ックします。 

3必要に丽じて設定を調整します。 


マウスドライバを再インストールします。「ドライバの再インス!'―ル」 （75 ぺージ）を参照 
してくださし、。 


ハードウエアに関するトラブルシューティングを実行します。「ソフトウエアと八ードウエア 

の非互換性の解決」 （78 ページ）を参照して<ださい。 
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ネットワークの問題 

A 警告：『製品情報ガイド J の「安全におほいいただくために」のま意事項に従い、本項の手 
順を開始してください。 


ネットワークケーブルコネクタを確認します。ネットワークケーブルび、コンピュータ背面の 
ネットワークコネクタとネットワークジャックの両方にしっかりと挿入されていることを5を認 
します。 


コンピュータ背面のネットワークインジケータを確認します。 I 」ンク保をライトび消な 

( 「ボタンとライト」 （140 ぺージ）を参照）している揚合は、ネットワーク通信び行われていま 
せん。この揚合は、ネットワークケーブルを交換します。 


コンピュータを再起動して、ネットワークに再度ログオンします。 


ネットワークの設定を確認します。ネットワーク管理ちまたはネットワーク構築音に連絡して、 
ネットワークの設定び正しいか、またはネットワークび正常に機能しているか確認します。 


ハードウエアに関するトラブルシューティングを実行します。「ソフトウエアと八ードウエア 

の非互換性の解決」 （78 ページ）を参照して<ださい。 


電源の問題 

A 警告：『製品情報ガイド J の「ま全にお使いいただくために」のま意事項に従い、本項の手 
順を開始してください。 


電源ライトが緑色に点なしていて、コンピュータが応答しない場合。「診断ライト」 
(67 ぺージ）を参照してください。 


電源ライトが緑色に点滅している場合。コンピュータはスタンバイモードに入っています。 
キーボードのキーを巧すか、マウスを動かすか、電源ボタンを巧して、通當の動作が態に戻します。 
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電源ライトが;"肖灯している場合。コンピュータの電源び切れているか、電力びお給されてい 
ません。 

• 電源ケーブルをコンピュータ背面の電源コネクタとコンセントじしっかりと装着しなお 
します。 

-電源タップ、電源延長ケーブル、おぶびその化の電源保護装置を使用している揚合は、 
それらを外してコンピュータの電源び正常に入ることを確認します。 

•使用している電源タップびあれば、電源コンセントじ接続され、オンになっていることを確認 
します。 

• 電気スタンドなどの電化製品でコンセントじ問題びないことを確認します。 

• 主電源ケーブルおよび前面パネルケーブルびシステ厶基板にしっかりと接続されていることを 
確認します （ 「システ厶基板のコンポーネント」 （87 ページ）を参照）。 


電源ライトがき色に点滅している場合。コンピュータじ電源は巧給されていますび、コンピュー 
夕 巧部で電源の問題び発を している可能性びあります。 

-コンピュータを使用している地域の AC 電源の電圧と一致するよラに電圧選択スイッチを設定 
していることを確認します（該当する揚合のみ）。 

• すべてのコンポーネントとケーブルび正しく取りはけられ、システ厶基板にしっかりと接続さ 
れていることを5を認します （ 「システ厶基板のコンポーネント」 （87 ぺージ）を参照）。 


電源ライトがき色に点なしている場合。デバイスび誤動作しているか、正しく取りけけられてい 
ない可能性びあります。 

• プ□セッサ電源ケーブルびシステ厶基板の電源コネクタ （ P 0 WER 2) じしっかりと接続されて 
いることを確認します （ 「システ厶基板のコンポーネント」 （87 ページ）を参照）。 

• すべてのメモ IJ モジュールを取り外してから装着しなおします （ 「メモ IJ 」（89 ぺージ）を参 

昭 '! 

• グラフィックカードを含め、すべての拡張力ードを取り外してから装着しなおします 
(「 PCI 力ードおよび PCI Express 力ードの取り外し」 （94 ぺージ）を参照）。 

電波障害を除去します。電波障害の原因じは、 L ソ下のものび考えられます。 

-電源、キーボード、およびマウスの延長ケーブルび使用されている 
• 1つの電源タップに接続されているデバイスびをすぎる 
• 同じコンセントじ複数の電源タップび接続されている 
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プリンタの問題 

A 警告：『製品情報ガイド J の「安全におほいいただくために」のま意事項に従い、本項の手 
順を開始してください。 

。メモ：プリンタのテクニカルサポートが化要な場合は、プリンタの製造元にお問い 
合わせください。 


プリンタのマニュアルを確認します。セツトアップとトラブルシューティングじついては、 
プ IJ ンタのマニュアルを参照してください。 


プリンタの電源がオンになっていることを確認します。 

プリンタケーブルのを続を確認します。 

• ケーブルの接続じついては、プ IJ ンタのマニュアルを参照してください。 

• プ IJ ンタケーブルびプ IJ ンタとコンピュータじしっかりと接続されていることを確認します。 

コン七ントをテストします。電気スタンドなどの電化製品でコンセントじ問題びないことを確認 
します。 

プリンタが Windows によって認識されていることを確認します。 

1スタートをク I 」ックし、コント□ールパネルをク IJ ックして、プリンタとその他のハードウェ 

アをク I 」ックします。 

2インス I '■-ルされているプリンタまたは FAX プリンタを表示するをク I 」ックします。 

プ IJ ンタび一覧に表示されている揚合は、プ I 」ンタアイコンをちク I 」ックします。 

3プロパティをク IJ ックし、ポートタブをク I 」ックします。バラレルプ I 」ンタの揚合は、印刷す 
るポートび LPT 1 プリンタポートじ設定されていることを確認します。 USB プ I 」ンタの揚合、 
印刷光のポートび USB じ設定されていることを確認します。 

プリンタドライバを再インス I J レします。プ IJ ンタドライバを再インス I '―ルする手順じつし、 
ては、プ IJ ンタのマニュアルを参照してください。 
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スキャナーの問題 

A 警告：『製品情おガイド j のま全にお使いいただくためのま意事項に従い、本項の手順を 
開始してください。 

。メモ：スキヤナーのテクニカルサポートが必要な場合は、スキヤナーの製造元にお 
問い合わせください。 


スキヤナーのマニュアルを確認します。セツトアップとトラブルシューテインヴじついては、 
スキャブーのマニュアルを参照してくださし、。 


スキヤナのロックを解陈します。スキャブーじ □ ックタブまたはボタンびある揚合は、 
スキャブーびアン□ックされていることを5を認します。 


コンピュータを再起動し、スキャナーを再度試してみます。 

ケーブルのを続を確認します。 

• ケーブルの接続じついては、スキャブーのマニュアルを参照してください。 

•スキャブーケーブ J レびスキャブーとコンピュータじしっかりと接続されていることを確認 
します。 

スキャナーが Microsoft Windows によつて認識されていることを確認します。 

1スタートをク I 」ックし、コントロールバネルをク IJ ックして、プリンタとその他のハードウェ 

アをク IJ ックします。 

2スキャナとカメラをク I 」ックします。 

お使いのスキャブーび一覧じ表示されている揚合、 Windows びそのスキャブーを認識して 
います。 

スキヤナードライバを再インストールします。手順じついては、スキャブーのマニュアルを参照 
してくださし、。 
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サウンドとスピーカーの問題 

A 警告：『製品情報ガイド J の「安全におほいいただくために」のま意事項に従い、本 I 頁の手順 
を開始してください。 

スピーカーから 音がしない場合 

。メモ： MP 3 などのメディアプレーヤーの音量調節は、 Windows の音量調節より優先 
されることがあります。メディアプレーヤーの音量が下げられたりオフにされたり 
していないように常にチェックしてください。 


スピーカーケーブルの接続を確認します。スピーカーじは属のセットアップ図のとおりじ、ス 
ピーカーび接続されていることを確認します。サウンドカードをご購入された揚合は、スピーカー 
び力ードに接続されていることを確認します。 


サブウーハーおよびスピーカーの電源が入っていることを確認します。スピーカーじは属の 
セットアップ図を参照してください。スピーカーじボ IJ ュー厶コント□-ルびはいている揚合は、 
音量、お音、または高音を調整して音のひずみを解消します。 


Windows の音量を調整します。画面ち下じあるスピーカーのアイコンをク U ックまたはグブルク 
IJ ックします。音量び上げてあり、サウンドび5ユートに設定されていないことを確認します。 


へッドフォンをへッドフォンコネクタから取りかします。コンピユータの前面バネルにあるへッ 
ドホンコネクタじへッドホンを接続すると、自動的にスピーカーからの音声は聞こえなくな 
ります。 


コン七ントを確認します。電気スタンドなどの電化製品でコンセントじ問題びないことを確認し 
ます。 


電気的な干渉を除去します。コンピユータのおくで使用している覇風機、堂化な、八□ヴン 
ランプ、またはその化の機器の電源を切り、干渉を調べます。 


スピーカーの診断プログラムを実行します。 


サウンドドライバを再インス!ルします。「ドライバ」 （74 ぺージ）を参照してくださし、。 


ハードウエアに関するトラブルシューティングを実行します。「ソフトウエアと八ードウエア 

の非互換性の解;央」 （78 ページ）を参照して<ださい。 
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ヘッドフォンから音がしな t ^場合 


へッドフォンケーブルのを続を確認します。へッドフォンケーブルびへッドフォンコネクタじ 
しっかりと接続されていることを確認します （ 「コンピュータの正面および背面」 （13 ぺージ） 
を参照）。 


Windows の音量を調整します。画面ち下じあるスピーカーのアイコンをク U ックまたはグブルク 
IJ ックします。音量び上けてあり、サウンドび5ユートに設定されていないことを確認します。 


ビデオと モニターの問題 

A 警告：『製品情報ガイド J の「安全にお使いいただくために」のま意事項に従い、本項の手 
順を開始してください。 

〇ミち意：工場出荷時に PCI グラフィックカードが取り付けられていた場合は、追加のグラフィッ 
クカードを取り付ける際に力ードを取リ外す必要はありません。ただし、その力ードはトラブル 
シューティングのために必要です。力ードを取り外した場合は、ま全な場所に保管して 
ください。 

画面に何も表示されない場合 

を！ メモ：トラブルシューティングの手順については、モニターのマニュアルを参照して 
ください。 


モニターのケー ブルを続を確認します。 

• モニターケーブルび正しいヴラフィックカードに接続されていることを確認します 
(デュアルグラフィックカード構成の揚合）。 

-オプションの DVI - VGA アダプタを使用している揚合は、アダプタびグラフィックカードとモ 
ニターじ正しく接続されていることを確認します。 

• モニターケーブルび、コンピュータじは属のセットアップ図に示されているよラに接続されて 
いることを確認します。 

-ビデオ延長ケーブルびあればそれを外し、モニターを直接コンピュータじ接続します。 

• コンピュータおよびモニターの電源ケーブルを交換して、モニターの電源ケーブルじ問題びな 
いか確認します。 

• コネクタのピンび巧びったり壊れていないかチェックします（モニターケーブルのコネクタは 
通雷、数本のピンび欠けています）。 
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モニターの 電源ライトを確認します。 

-電源ライトび点なまたは点滅している揚合は、モニターじ電力び巧給されています。 

•電源ライトび消なしている揚合、ボタンをしっかり巧して、モニターじ電源び入っていること 
を石を認します。 

•電源ライトび点滅する揚合は、キーボードのキーを巧すかマウスを動かして、通常の動作状態 
し民します。 

コン七ントを確認します。電気スタンドなどの電化製品でコンセントじ問題びないことを確認し 
ます。 


診がライトを確認します。「診断ライト」 （67 ぺージ）を参照してください。 


画面が見づらい場合 


モニターの設定を確認します。モニターのコントラストと輝度の調整、消磁、セルフテストを実 
行する手順じついては、モニターのマニュアルを参照してください。 


サブ ウー八一をモニターから 離します。スピーカーシステ厶じサブウー八一び含まれている揚合 
は、サブウー八一びモニターから60 cm U ■(上離れていることを確認します。 


モニターをか部電源から遠ざけます。覇風機、堂化な、八□ヴンライト、およびその化の電化製 
品じよって画面び「ぷれる」ことびあります。おくのデバイスの電源を切って干渉を調べます。 


モニターの向きを変えて画面への太陽光の映りこみやを電磁障害を除去します。 

Windows のディスプレイ設定を調整します。 

1スタートをク IJ ックし、コント□-ルパネルをク IJ ックして、デスクトップの表示とテーマ 

をク IJ ックします。 

2画面をク IJ ックし、設定タブをク I 」ックします。 

3必要に丽じて、画面の解像度および画面の色の設定を調整します。 

3 D イメージの品質が良くな t \場合 


グラフィックカードの電源ケーブルの接続を確認します。ヴラフィックカードの電源ケーブル 
び力ードに正しく接続されていることを確認します。 


モニターの設定を確認します。モニターのコントラストと輝度の調整、消磁、セルフテストを実 
行する手順じついては、モニターのマニュアルを参照してください。 
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アドバンストラブルシユーテイング 
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診断ライト 

A 警告：『製品情報ガイド J の「ををにお使いいただくために」のを意事項に従い、この項の手順 
を開始してください。 

問題のトラブルシューティングを容易にするため、コンピュータの正面パネルに「1」、「2」、 
「3」、および「4」とラベルのついた4つのライトびあります（「正面」 （13 ページ）を参照)。 
コンピュータび正甫に起動している揚合、ライトは点滅してから消なします。コンピュータび 
誤作動している揚合、ライトのパターンで問題を識別できます。 

。メモ： POST が完了したら、オペレーティングシステムが起動する前に4つのライトはすべて消’ 
なします。 


ライトパターン 

問題の説明 

推奨される処置 

〇©©@ 

コンピュータび通常のオフの状態、また 
は BIOS じ障害び発をしている可能性び 
あのます。 

システ厶びスペレーティングシステ厶から正 
雷に起動した後は、この診断ライトは点灯し 
ません。 

• 電源コンセントじコンピュータを接続し 
ます （ 「電源の問題」 （59 ページ） 

を参照）。 

-問題が解決しない揚含は、デルにお問い 
含わせください （ 「デルへのお問い合む 
せ」 （157 ページ）を参照）。 

〇©@@ 

プ□セッサに障害び発をした可能性びあ 
ります。 

• プ□セツサを装着しなおします 
( 「プ□セツサ」030ぺージ） 

を参照）。 

-問題び解ましない揚合は、 

デルにお問い合わせください 
( 「デルへのお問い合わせ」 

(157 ぺージ）を参照）。 
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ライトパターン（続問題の説明 

推奨される処置 

り、^/^/^ メモ IJ モジ;！ールび}ミ&されましたび、 

以^四 W メモ1」じ轄び発をしました。 

• 取りはけているメモ U モジュールび2つ 

U ■(上の揚合は、モジュールを取0外し 
(「メモ1」の取り外し」 （92 ぺージ） 

を参照）、モジュールの1つを取りがけ 
なおして （ 「メモ1」の取りがけ」 

(91 ページ）を参照）、コンピュータを 
再起動します。コンピュータび正常に起 
動する揚合は、障害のあるモジュールび 
確認されるか、またはエラーび発をしな 
いまますベてのモジュールを取りはけな 
おすまで、残りのメモ IJ モジュールを1 
つずつ取0けけます。 

• 同じ種類で動作お認済みのメモ IJ びある 
揚合は、そのメモ1」をコンピュータじ取 
りがけます （ 「メモ1」の取りはけ」 

(91 ページ）を参照）。 

• 問題び解;关しない揚合は、デルにお問い 
合わせください （ 「デルへのお問い合わ 
せ」 （157 ぺージ）を参照）。 

の、/^^。、 グラフィックカード1こ B 章 S び発をし 

ている耶目性びあります。 

• 取りがけられているすべてのグラフ 
ィックカードを装着しなおします 
(「力ード」 （93 ページ）を参照）。 

• 動作確認済みのグラフィックカードびあ 
れば、その力ードをコンピュータじ取り 
はけます。 

• 問題び解;关しない揚合は、デルにお問い 
合わせください （ 「デルへのお問い合わ 
せ」 （157 ぺージ）を参照）。 

。、尸、/^/" Tv フ〇ッヒ。一巧イブまた;1まハーが5 

ィブに轄力、おこ〕ている耶目性びあ 
ります。 

すべての 電源 ケーブルとデータケーブルを 
装着しなおします。 

( rir 2)^0 USB じ問題び発ちした可能性びあります。 

すべての USB デバイスを取りけけなおし、 
すべてのケーブル接続を確認します。 
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ライトパターン（続問題の説明 

推奨される処置 

メモリモジユ—ルび検出されません。 

• 取りがけているメモ IJ モジュールび2つ 

W 上の揚合は、モジュールを取0外し 
(「メモ IJ の取り外し」 （92 ぺージ） 

を参照）、モジュールの1つを取りはけ 
なおして （ 「メモ IJ の取りがけ」 

(91 ページ）を参照）、コンピュータを 
再起動します。コンピュータび正常に起 
動する揚合は、障害のあるモジュールび 
確認されるか、またはエラーび発をしな 
し、まますベてのモジュールを取りけけな 
おすまで、残りのメモ U モジュールを1 
つずつ取0けけます。 

-同じ種類で動作確認済みのメモ IJ びある 
揚合は、そのメモ IJ をコンピュータじ取 
りがけます （ 「メモ U の取りがけ」 

(91 ページ）を参照）。 

-問題び解;关しない揚合は、デルにお問い 
合わせください （ 「デルへのお問い合わ 
せ」 （157 ぺージ）を参照）。 

の、 メモ1」モ、ジユール1ま1ま&されまし C び'、 

メモ IJ 構成また胞換性のエラ-び発を 
しました。 

• メモ IJ モジュール/メモ IJ コネクタの配 
置に特別な要件びないことを確認します 
(「メモ U 」（89 ぺージ）を参照）。 

• 使用するメモ1」びお使いのコンピュータ 
でサポートされていることを確認します 
(「メモ U 」（137 ぺージ）を参照）。 

-問題び解決しない揚合は、デルにお問い 
合わせください （ 「デルへのお問い合わ 
せ」 （157 ぺージ）を参照）。 
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ライトパターン（続問題の説明 


巧契される処置 


©©③@ 


化張力ードに問題び発ちした可能性びあ 
ります。 


1グラフィックカード U ■(外の拡張力一 
ドを 1 つ取り外し （ 「 PCI 力ードおよび 
PCI Express 力ードの取り外し」 

(94 ページ）を参照）、コンピュータを 
再起動して、コンフ I 」クトび発をしてし、 
るかどラかを調べます。 

2問題び解;关しなレ U 夏合は、取り外した 
カードを取りがけ、別のカードを取り外 
して、コンピュータを再起動します。 

3取りはけられてし\たそれぞれの拡張カー 
ドじついて、この手順を繰り返します。 
コンピュータび正常に起動する揚合は、 
コンピュータから取り外した最後の力一 
ドの IJ ソースコンフ IJ クトの トラブル 
シューティングを行います （ 「ソフト 
ウェアと八ードウェアの非互換性の解 
ま」 (78 ページ）を参照）。 

4問題び解ましない揚合は、デルにお問い 
合わせください （ 「デルへのお問い合わ 
せ」 （157 ぺージ）を参照）。 


〇@(3)@ 


別の障害び発をしました。 


• すべての八ードドライブおよび CD/DVD 
ドライブのケーブルびシステ厶基板に正 
しく接続されていることを確認します 
( 「システ厶基板のコンポーネント」 

(87 ページ）を参照）。 

• デバイス（フ□ッピードライブゆハード 
ドライブなど）のエラーメッセージび画 
面に表示されている揚合は、そのデバイ 
スび正雷に機能しているかどラかを確認 
します。 

• オペレーティングシステ厶びデバイス 
(フ□ッピードライブまたは CD / DVD ド 
ライブなど）からの起動を試みている揚 
合は、セットアップユーティ IJ ティ 
( 「セットアップユーティ I 」ティ」 

(142 ぺージ）を参照）を使用して、コ 
ンピュータじ取りがけられているデバイ 
スの起動順度び適切かどラかを確認 
します。 

• 問題び解ましない揚合は、デルにお問い 
合わせください （ 「デルへのお問い合わ 
せ」 （157 ぺージ）を参照）。 
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Dell Diagnostics (診断）プログラム 

A 警告：『製品情報ガイド j の「安全にお使いいただくために」のま意事項に従い、この項の手順を開 
始してください。 

Dell Diagnostics (診断）プログラムを使用する場合 

コンピュータに問題び発生した揚合は、デルテクニカルサポートにお問い合わせになる前に、 
「問題の解ミ夫」 （49 ぺージ）のチェック事項を実行してから、 Dell 診断プ□グラムを実行して 
<ださい。 

& メモ： Dell 診断プログラムは Dell コンピュータでのみ動作します。 

八ードドライブまたは阳 rivers and Utilities CDj ] (別名 [ TResourceCDj ]) から Dell 該断プ□グラム 
を実行します。 

ハードドライブから Dell Diagnostics (診断）プログラムを起動する場合 

1コンピュータの電源を入れます（または再起動します)。 

2 DELL □ゴび表示されたら、すぐに <F12> を巧します。 

& メモ：キーを長時間巧したままにすると、キーボードエラーが発生する場合があります。 

キーボードエラーを回避するには、<ド12>を押して放す操作を等間隔で斤って起動デパイスメ 
ニューを開いてください。 

& メモ：診断ューティリティパーティシヨンが見つからなかったことを巧らせるメッセージが表示 
された場合は必ず 、 『Drivers and Utilities CDJ ] から Dell 診断プログラムを実行してください 
(「『Drivers and Utilities CDJ ] からの Dell Diagnostics (診断）プログラムの起動」 （72 ぺージ） 

を参照)。 

キーを巧すタイミングび遅れてオペレーティングシステムの□ゴび表示されてしまったら、 
Microsoft® Windows® デスクトップび表示されるまでそのまま待機し、コンピュータを 
シャットダウンして操作をやりなおしてください。 

3起動 デパイスメニュー で、上下の矢 E 日キーを使用するか、キーボードの適切な数値キーを巧し 
て、 ユーティリティパーティシヨンから 起動をハイライト表示して、 <Enter> を巧します。 

。メモ：クイックブート機能により、今回の起動に限り起動順序が変更されます。再起動すると、 
コンピュータはセットアップューティリティで指定された起動順序に従って起動します。 

4 Dell 該断プ□グラムの メインメニュー で、マウスを左クリックするな、 <Tab> を巧し、次に 
<Enter> 封甲して、実行するテストを選択します （「Dell Diagnostics (診断）プ□グラムのメ 
インメニュー」 （73 ぺージ）を参照)。 

に^ メモ：エラーコードと問題の説明を正確にそのまま書き留め、画面の指示に従います。 

5すべてのテストび完了したら、テストウィンドウを閉じ、 Dell 診断プ□グラ厶の 
メインメニュー じ戻ります。 

6 メインメニュー ウィンドウを閉じて Dell 診断プ□グラ厶を終了し、コンピュータを再起動 
します。 
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『Drivers and Utilities CDJ ] からの Dell Diagnostics (診断）プログラムの起動 

1 コンピュータの電源を入れます。 

2オプティカルドライブの正面にあるイジェクトボタンを巧して、ドライブトレイを開きます。 

3 fOrivers and Utilities CDJ ] をトレイの中央に置き、イジェクトボタンを巧すか、トレイを軽く 
巧して、トレイを閉じます。 

4コンピュータを再起動します。 

5 DELL □ゴび表示されたら、すぐに < F 12> を巧します。 

に^ メモ： キーボードのキーを長時間押したままにすると、キーボードエラーが発生する場合があり 
ます。キーボードエラーを回避するには、起動デバイスメニューが表示されるまで、 < F 12> を押 
して放す操作を等間隔で巧ってください。 

キーを巧すタイミングび遅れて Windows の□ゴび表示されてしまったら、 Windows デスク 
トップび表示されるまでそのまま待機し、コンピュータをシャットダウンして操作をやりなお 
して < ださい。 

6起動デパイスメニューで、上下の矢 E 日キーを使用するか、キーボードの適切な数値キーを巧し 
て、オンポードまたは USB CD-ROM をハイライト表示して、 < Enter > を巧します。 

& メモ： クイックブート機能により、今回の起動に限り起動順巧が変更されます。再起動すると、 
コンピュータはセットアップューティリティで指定されたお動順序に従って起動します。 

7 CD - ROM スタートアップメニューで、上下の矢 E 日キーを使用するか、キーボードの適切な数 
値キーを巧して、 CD - ROM なら起動を A イライト表示して、 < Enter > 封甲します。 

キーを巧すタイミングび遅れて Windows の□ゴび表示されてしまったら、 Windows デスク 
トップび表示されるまでそのまま待機し、コンピュータをシャットダウンして操作をやりなお 
して < ださい。 

8 <1> を巧して Dell 診断プ□グラムを選択します。 

9 Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶メニューで <1> を巧して、 [ TResourceCDj ] の Dell 診断 
プ□グラ厶 （ GUI ) を選択します。 

10 Dell 診断プ□グラ厶のメインメニューで、マウスを左クリックするか、 < Tab > を巧し、次に 
< Enter > 封甲して、実行するテストを選択します （「Dell Diagnostics (診断）プ□グラムのメ 
インメニュー」 （73 ページ）を参照)。 

。メモ： エラーコードと問題の説明を正確にそのまま書き留め、画面の指示に従います。 

11すべてのテストび完了したら、テストウィンドウを閉じ、 Dell 診断プ□グラ厶の 
メインメニューじ戻ります。 

12 ITDriversand U 川 itiesCDj ] を取り出し、メインメニューウィンドウを閉じて Dell 診断プロ 
グラ厶を終了し、コンピュータを再起動します。 
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Dell Diagnostics (診断）プログラムのメインメニュ ー 

じ(下のテストは、 Dell 診断プ□グラ厶のメインメニューから実行できます。 


オプション 

機能 

エクスプレステスト 

システ厶デバイスのクイックテストを実行します。このテストは通常 

10〜20分かかり、途中でユーヴーび操作する必要はありません。最ネ別こ 
エクスプレステストを実行すると、問題をさらにすばゆく特定すること 
びでさます。 

拡張テスト 

システ厶デバイスのを体チてックを実行します。このテストは通常1時間 
しソ上かかり、時々表示される個々の質問に回答を入力する必要びあ 
ります。 

カスタ厶テスト 

システ厶巧の特定のデノ イスをテストします。このオプションを使 
用して、実行するテストをカスタマイブすることびでさます。 

をがッ IJ - 

一般的な症状び一覧表示され、発をしている問題のを状に基づいてテスト 
を選巧でさます。 

テスト中に問題び検出されると、エラーコードと問題を説おするメッセージび表示されます。 
エラーコードと問題の説日月を正確にそのまま書き留め、画面の指示に従います。問題を解ミ夫 
できない揚合は、デルにお問い合わせください（「デルへのお問い合わせ」 （157 ページ）を参照)。 

に^ メモ：お使いのコンピュータのサービスタグは、各テスト画面の上部にあります。デルサポー 
卜に連絡される際には、サービスタグを用意してください。 

じ(下のタブには、カスタ厶テストまたはを状ツリーオプションから実行されるテストの追 
加情報び表示されます。 

タブ 

機能 

結果 

テストの結果、および発をしたすベてのエラーの状態を表示します。 

エラー 

おちしたエラーのが態、エラーコード、および問題の説明を表示します。 

ヘルプ 

テストの説日月が表示されます。テスト実行の要件びあれば、その説日月ち表 
示されます。 

構成 

選がしたデバイスのノ\ - ドウェア懂成を表示します。 

(カスタムテストのみ） 

Dell Diagnostics (診断）プ□ヴラ厶は、セットアップユーティ U ティ、 

メモ IJ 、 および様々なの部テストからすべてのデバイスの設定情報を入手 
して、画面の左側ペインのデバイスー覧に表示します。 

メモ：デバイスー覧には、コンピュータに取り付けられたすべてのコ 
ンポーネント名、またはコンピュータに接続されたすベてのデバイス名 
が表示されるとは限りません。 

パラ X —夕 

(カスタ厶テストのみ） 

必要に丽じてテストの設定を変更し、テストをカスタマイスすることびで 
さます。 
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ドライバ 


ドライパとは？ 

ドライバは、プリンタ、マウス、またはキーボードなどのデバイスを制御するプ□グラムです。 
すべてのデ/ イスにドライ/ \'プログラムび必要です。 

ドライバは、デバイスとそのデバイスを使用するプ□グラム間の通訳としてのを目をします。各デ 
バイスには、そのデバイスのドライバだけび認識する専用のコマンドセットび組み込まれています。 

必要なドライバはお使いのコンピュータにすでにインストールされており、ユーヴーびインストー 
ルや設定を行ラ必要はありません。 

〇ミち意： 『Drivers and 山 ilities CDJ 1 には、お使いの〕ンピュータにインス!ルされていないオペレー 
ティ ングシステムで使用するドライバも収録されている場合があります。インス I ルするソフト 
ウェアがお使いのオペレーティングシステムに巧庙していることを確認してください。 

キーボードドライバなど、ドライバの多くは Microsoft ® Windows ® オペレーティングシステムに 
は属しています。じ(下の揚合にドライバをインストールする必要びあります。 

• オペレーティングシステムのアップグレード 
• オペレーティングシステムの再インストール 
• 新しいデバイスの接続または取りはけ 

ドライバの巧認 

デバイスで問題び発生した場合、ドライ/び問題の原因でないかどラかを識別して、必要に麻じて 
ドライバをアップデートします。 


Windows XP 

1スタートをクリックし、コント□-ルパネルをクリックします。 

2作業する分野を選びますで、パフォーマンスとメンテブンスをクリックします。 

3システ厶をクリックします。 

4システ厶のプ□パティウィンドウで、ハードウエアタブをクリックします。 

5デバイスマネージャをクリックします。 

6デバイスの一覧をスク□-ルダウンし、デバイス名の横に感嘆符（川の巧いた円）びないか 
どラかをチェックします。 

デバイス名の横に感嘆符び表示されている揚合は、ドライバの再インストールまたは新しいド 
ライバのインストールび必要な揚合びあります（「ドライバ」 （74 ページ）を参照)。 
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ドライバの再インストール 

ミち意：デルサポートサイト Support . jp . dell . com および 『Drivers and Utilities CDJ ] には、お使いの Dell 〕 
ンピュータ用として承認巧みのドライバが提供されています。ドライパの入手先が上記外の場合 
は、コンピュータが正常に動作しない場合があります。 


WindowsXP デバイスドライバの口ールバックの使い方 

ドライバをインストールまたはアップデートした後でコンピュータに問題び発生した揚合は、 
Windows XP デバイスドライバの□-ルバックを使ってドライ/\'をじ(前の/くージョンに戻します。 

1スタートをクリックし、コント□—ルパネルをクリックします。 

2作業する分野を選びますで、パフスーマンスとメンテナンスをクリックします。 

3システ厶を クリックします。 

4システムのプ□パティウィンドウで、八ードウエアタブをクリックします。 

5デパイスマネージャをクリックします。 

6新しいドライバをインストールしたデバイスをちクリックして、プ□パティをクリック 
します。 

7ドライパ タブをクリックします。 

8ドライバの□ールパックをクリックします。 

デバイスドライバの□-ルバックで問題を解ミ夫できない揚合は、阳 rivers and Utilities CDj 
からドライバを再インストールします。 


『Drivers and Utilities CDJ ] の使い方 

ドライバをインストールまたはアップデートした後でコンピュータに問題び発生し 、 Windows XP 
デバイスドライバの□—ルバックを使用しても問題び解ミ央しない揚合は 、 『Drivers and Utilities CDj ] 
からドライバを再インストールします。. 

1 Windows デスクトップび表示されているが態で 、 Drivers and Utilities CDj をドライブに 
セットします。 

UDrivers and Utilities CDj ] を初めてお使いになる揚合は 、 step 2に進みます。それ(外の揚合 
は step 4に進みます。 

2 Dell ResourceCD 用の InstallShield ウィザードへよラこそウィンドウび表示されたら、 

OK をクリックし、画面の指示に従います。 

3 InstallShield ウィヴードの完了ウィンドウび表示されたら、完了をクリックします。 
ResourceCD ウィンドウび表示されます。 

4 Dell システ厶をお買い上けくださり、ありびとラごさいます画面で、次へをクリック 
します。 
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5 ドライパをクリックします。 

お使いのコンピュータで使用されているドライバび、ドライバウィンドウに自動的に表示され 
ます。 

。 メモ： ResourceCD では、出荷時にお使いのコンピュータに取り付けられていたハードウェアのドラ 
イパのみが表示されます。追加のハードウ； L アを取りせけたにもかかわらず、該当するドライバが 
表示されない場合は、 ResourceCD を終了し、ハードウェアのマニュアルを参照してください。 

6再インストールするドライバをクリックします。 

。メモ： 特定のデバイスのドライバが一 覧 にない場合、そのデバイスのドライバはオペレーティン 
グシステムにすでに含まれています。 

7巧出をクリックし、画面の指示に従います。 

UDrivers and Utilities CDJ] からドライバを再インストールしても問題び解ミ夫しない場合は、 
システムの復^^を使用して、コンピュータを問題び発生する前の動作が態に戻します 
(「Microsoft ⑥ Windows ⑥ XP システムの復の使い方」 （77 ぺージ）を参照)。 

ドライバの手動インストール 

阳 rivers and Utilities CDj から八ードドライブにドライバファイルを抽出した後で、手動によるド 
ライバのアップデートび必要な揚合びあります。 

。コンピュータに取りはけられているどの八ードウェアデバイスについてち、ドライバを手動で 
アップデートできます。 

1スタートをクリックし、コント□ールパネルをクリックします。 

2作業する分野を選びますで、パフスーマンスとメンテナンスをクリックします。 

3システムをクリックします。 

4システ厶のプ□パティウィンドウで、ノ\ードウエアタブをクリックします。 

5デパイスマネージャをクリックします。 

6ドライバをインストールするデバイスのタイプをダブルクリックします。 

7ドライバを再インストールするデバイスをちクリックして、プ□パティをクリックします。 

8ドライパタブをクリックします。 

9ドライパの更新をクリックします。 

10一覧または特定の揚所からインス!'ールする（詳細）をクリックし、次へをクリックします。 

11なの場所を含めるをクリックしてチェックマークを入れ、参照をクリックし、八ードドライ 
ブ上のドライバファイルびある揚所に移動します。 

12該当するドライバの名前び表示されたら、巧へをクリックします。 

13完了をクリックして、コンピュータを再起動します。 
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Microsoft ⑥ Windows® XP システムの復元の使い方 

Microsoft Windows XP システムの復^^を実行すれば、データファイルに影響を及ぼすことなく、 
コンピュータをじ(前の動作が態に戻すことびできます。システムの八ードウェア、ソフトウェア、 
または設定を変更したためにコンピュータび正甫に動作しなくなってしまった揚合は、システムの 
復5びを巧つ揚合びあります。システムの復^^の使い方の詳細については、 Windows ヘルプとサ 
ポートセンター （スタートーヘルプとヴポ ートの順にクリックします）を参照してください。 

〇ミち意：システムの復元は、データファイルの変更を監視したり、データファイルを復元することはで 
きません。データフアイルのバックアップを定期的に作成してください。 


復元ポイントの作成 

1 スタートを クリックし、 すべてのプ□グラ厶ーアクセサリーシステ厶ツール の順にポイント 
してから、 システムの復兄を クリックします。 

2 復兄ポイントの作成び 選択されていることを確認し、 次へ をクリックします。 

3復5ポイントの説日月 フィールドに復5ポイントの名前を入力し、作成をクリックします。 

コンピュータをな前の動作状態に復元する方法 

〇ミち意： コンピュータをな前の作業状態に復元する前に、開いているファイルがあればすべて閉じ、 
実行中のプログラムをすべて終了します。システムの復元が完了するまで、いかなるファイルまたは 
プログラムも変更したり、開いたり、削除しないでください。 

。メモ：デバイスドライバをインストールした後に問題が発生した場合は、最初に Windows XP デバイ 
スドライパの口ールバックを使用して問題の解決を試みてください （「Windows XP デバイスドライバ 
の口ールパックの使い方」 （75 ぺージ））。または 、 『Drivers and Utilities CDJI を使用してドライパを再イ 
ンストールします （「『Drivers and Utilities CDJ 1 の使い方」 （75 ぺージ）を参照）。 

1スタートをクリックし、 すべてのプ□グラ厶ーアクセサリーシステ厶 ツールの順にポイント 
してから、 システムの復 5をクリックします。 

2 コンピュータを L 乂前のが態に復元するび 選択されていることを確認して、 次へ をクリックし 
ます。 


3復5ポイントの選巧で、 お使いのコンピュータをじ(前のが態に復 5 する時点の曰はと復 5 ポイ 
ントをクリックし、 巧へ をクリックします。 

。メモ：カレンダーでは利用可能な復元ポイントの日付が太字で表示されます。日付に利用可能な 
復元ポイントが1つしか表示されない場合は、その復元ポイントが自動的に選択されます。 

4復5ポイントの 選 巧の 確認で、 次へ をクリックします。 

システムの復5プ□セスによって必要なデータび収集され、コンピュータび再起動します。 

5 コンピュータび再起動したをで、 復5は完了しましたの メッセージび表示されたら、 

OK をクリックします。 

& メモ：コンピュータが]; I 前の作業状態に復元された後で、別の復元ポイントを使用して復元プロセス 
を繰り返すことができます。または、復元を取り消'してコンピュータを元の作業状態に戻すことも可 
能です。 
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な前のシステムの復元の取り消し 

〇ミち意： 最後に実行したシステムの復元を取り消す前に、開いているファイルをすべて保存してから閑 
じ、実行中のプログラムをすべて終了します。システムの復元が完了するまで、いかなるファイルま 
たはプログラムも変更したり、開いたり、削除しないでください。 

1スタートをクリックし、すべてのプ□グラ厶ーアクセサリーシステ厶ツールの順にポイント 
してから、システムの復5をクリックします。 

2 L 乂前の復兄を取り消すび選択されていることを確認し、次へをクリックします。 

3復5の取0ミ肖しのお認で、次へをクリックします。 

システムの復5プ□セスによって必要なデータび収集され、コンピュータび再起動します。 

4コンピュータび再起動したをで、取り消し完了び表示されたら、 OK をクリックします。 


システムの復元の有効/無効の切り替え 

空き容量び200 MB ホ満の八ードディスクに Windows XP を再インストールした場合、システムの 
復5は自動的に無効に設定されます。システムの復5びち効になっているかどラかを確認するには、 
次の手順を実行します。 

1スタートをクリックし、コント□ールパネルをクリックします。 

2作業する分野を選びますで、パフスーマンスとメンテナンスをクリックします。 

3システ厶をクリックします。 

4システ厶のプ□パティウィンドウのシステ厶の復元タブをクリックします。 

5すべてのドライフでシステ厶の復5をお効じするのチェックマークび外されていることを確認 
します。 

^ メモ： システムの復元の無効にするには、システムの復元を無効じするにチェックマークを入れます。 

ソフトウェアとハードウェアの非互換性の解決 

オペレーティングシステムのセットアップ中にデバイスび検知されないか、検知されたび正しく設 
定されていない揚合は、八ードウェアに関するトラブルシューティングを使って非豆換性を解ミ夫で 
さます。 

1スタートをクリックして、ヘルプとサポートをクリックします。 

2検索領域で、ハードウェアに関するトラブルシューティングと入力し、矢 E 日をクリックして 
検索を開始します。 

3検索結果一覧で、ハードウェアに関するトラフルシューティングをクリックします。 

4八ードウ ェアに 関するトラブル シュー ティングー覧で、コン ピコータ じある八ードウ ェアの 競 
合を解ミ关する必要びありますをクリックして、次へをクリックします。 
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Microsoft ⑥ Windows ® XP の再インス I - ル 

ミち意 ： Windows XP を再インストールするには 、 Windows XP Service Pack 1 ( SP 1) iil 降を使用する化要 
があります。 

〇ミち意：データを保持したままで RAID 構成を変換する移行オプションを使用するには、ハードドライ 
ブにオペレーティングシステムを口ードする前に、そのドライブが最初にシングルドライブの RAID 0 
アレイとしてセットアップされている必要があります （「Nvidia MediaShield ROM ユーティリティの使 
い方」 （30 ぺージ）の説明を参照）。 

作業を開始する前に 

新しくインストールしたドライバの問題を解消するために Windows XP オペレーティングシステ厶 
を再インストールする揚合は 、 Windows XP のデバイスドライバの□-ルバックを試してみます 
(「Windows XP デバイスドライバの□-ルバックの使い方」 （75 ぺージ）を参照)。デバイスドライ 
バの□ールバックを実行しても問題び解ミ夫しない揚 S ま、システムの復5を使って （「 Microsoft ⑥ 
Windows ⑥ XP システムの復5の使い方」 （77 ぺージ）を参照)、オペレーティングシステムを新し 
いデバイスドライバびインストールされる前の動作が態に戻します。 

〇ミち意：この手順を実行する前に、お使いのプライマリハードドライブのすべてのデータファイルを 
パックアップします。通常のハードドライプ構成では、プライマリハードドライブはコンピュータに 
よって1番目のドライブとして認識されます。 

Windows XP を再インストールするには、じ(下のアイテムび必要です。 

• 阳611再インストール用 CDj ] 

• UDell Drivers and Utilities CDj ] 

。メモ： 『Drivers and Utilities CDJ ] には、コンピュータの製造工程でプリインス!ルされたドライパが 
収録されています。この CD を使用して必要なドライバを口ードしてください。 

Windows XP の再インス I > - ル 

Windows XP を再インストールするには、次項にあるすベての手順を記載されている順番に実行し 
ます。 


再インストール処理を完了するには、1〜2時間かかることびあります。オペレーティングシステ 
ムを再インストールしたを、デバイスドライバ、アンチウイルスプ□グラム、およびその他のソフ 
トウエアを再インストールする必要びあります。 

〇ミち意：『再インストール用 CDJ 1 には、 WindowsXP の再インストール用のオプションが収録されてい 
ます。オプションはファイルを上書きして、ハードドライブにインス!ルされているプログラムに 
影響を与える可能性があります。このような理由から、デルのテクニカルサポート担当者の指示がな 
い限り WindowsXP を再インス I ルしないでください。 

〇ミち意 ： Windows XP とのコンフリクトを防ぐため、システムにインス!ルされているアンチウイル 
スソフトを無効にしてから WindowsXP を再インストールしてください。手順については、ソフトウェ 
アに付属しているマニュアルを参照してください。 
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オペレーティングシステム CD からの起動 

1 開いているファイルをすべて保をしてから閉じ、実行中のプ□グラ厶をすベて終了します。 

2 再インストール用 CDJ をセットします。 Windows XP のインストールというメッセージび 
表示されたら、終了をクリックします。 

3コンピュータを再起動します。 

4 DELL □ゴび表示されたら、すぐに < F 12> を巧します。 

& メモ： キーボードのキーを長時間押したままにすると、キーボードエラーが発生する場合があり 
ます。キーボードエラーを回避するには、起動デバイスメニューが表示されるまで、 < F 12> を押 
して放す操作を等間隔で斤ってください。 

オペレーティングシステムの□ゴび表示された揚合、 Windows のデスクトップび表示される 
のを待って、コンピュータをシャットダウンして、再度試みます。 

5 起動デパイスメニュー で、上下の矢 E 日キーを使用するか、キーボードの適切な数値キーを巧し 
て、 オンポードまたは USB CD-ROM をハイライト表示して、 < Enter > を巧します。 


6 Press any key to boot from CD (CD から起動するには、いずれかのキーを巧します）とい 
ラメッセージび表示されたら、いずれかのキーを巧します。 

Windows XP 七ットアップ 

1 Windows XP セットアップ 画面び表示されたら、 < Enter > を巧して セットアップの開始 

を選択します。 

2 Microsoft Windows ライセンス契約 画面の巧容を読み、キ ーボー ドの < F 8> を巧して、 

使用許諾契約書に同意します。 

3お使いのコンピュータに Windows XP びインストールされていて、現だの Windows XP デー 
夕を復5する揚合は、 r と入力して修復オプションを選び、 CD を取り出します。 

4新たに Windows XP をインストールする揚合は、 < Esc > 封甲して、オプションを選択します。 

5 < Enter > を巧してハイライト表示されたパーティション（推奨）を選び、画面の指示に従 
います。 

Windows XP セットアップ 画面び表示され、オペレーティングシステムは、ファイルのコ 
ピーおよびデバイスのインストールを開始します。コンピュータは自動的に数回再起動 
します。 

に^ メモ： ハードドライブの容量やコンピュータのま度によって、セットアップに要する時間は変わります。 

〇ミち意： 次のメッセージが表示された場合は、どのキーも押さないでください。 Press any key 
to boot from the CD . (CD から起動するには、いずれかのキーを押します。） 

6化域と言語のオプション 画面び表示されたら、おをまいの地域の設定を選び、 夕 へをクリッ 
クします。 

7 ソフトウェアの個人用設定 画面で、お名前とちな名（オプション）を入力して、 次へ をク 
リックします。 
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8 Windows XP Home Edition を再インストールしてし ) る厦合、 コンピュータ名は何ですか？ 
ウィンドウで、コンピュータ名を入力（または記載の名前を承認）して、次へをクリック 
します。 

WindowsXPProfessional をちインスト■—ルしてレ、 る窓合、コンピュータ名と 
Administrator のパスワードウィンドウでコンピュータ名（または記載の名前を承認） 

およひ7\°スワードを入力して、 かへ をクリックします。 

9モデ厶のダイヤル情報画面び表示された場合、必要な情報を入力して、次へをクリック 
します。 

10曰巧と時刻の設定ウィンドウに曰はと時間を入力して、巧へをクリックします。 

11ネットワークの設定画面び表示された揚合は、標準設定をクリックして、次へをクリックし 
ます。 


12 Windows XP Professional を再インストールしている揚 S ま、ネットワーク設定に関する情報 
を巧められることびあります。該当するちのを選びます。設定びわからない揚合、デフスルト 
の選択肢を選びます。 

Windows XP は、オペレーティングシステ厶のコンポーネントをインストールして、コン 
ピュータを設定します。コンピュータは自動的に再起動します。 

〇 ミち意： 次のメッセージが表示された場合は、どのキーも押さないでください 。 Press any key 
to boot from the CD . (CD から起動するには、いずれかのキーを押します。） 

13 Microsoft Windows へようこそ画面び表示されたら、巧へをクリックします。 

14インターネットに接続する方法を指定してくださいとい〇メッセージび表示されたら、 

省略をクリックします。 

15 Microso 行にユーヴー登録する準備はできましたか？の画面び表示されたら、いいえ、 

今回はユープー登録しませんを選び、次へをク I 」ックします。 

16このコンピュータを使ラユーヴーを指定してくださいの画面び表示されたら、5名までユー 
ヴーを入力できます。 

17次へ をクリックします。 

18完了をクリックしてセットアップを完了し、 CD を取り出します。 

19 UDrivers and Utilities CD J ] を使用して、適切なドライバを再インストールします 
(「ドライバの再インストール」 （75 ぺージ）を参照)。 

20アンチウイルスソフトウェアを再インストールします。 

21すべてのプ□グラムを再インストールします。 

に i メモ： Microsoft Office または Microsoft Works Suite プログラムをちインストールしてアクティブに 
するには、 Microsoft Office または Microsoft Works Suite CD スリーブの背面にあるプロダクトキー番 
号が必要です。 
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作業を開始する前に 

本章では、お使いのコンピュータの部品の取の外しと取のはけの手順について説日月します。 

特に記載のない限り、どの揚合ち取り外す手順を逆の順度で実行することで部品を取りはけな 

おすことびできます。 

巧契する工具とツール 

本書で説おする手順では、次の工具とツールのラち、1つまたは複数び必要です。 

• ル型の7イブスドライバ 

• プラスドライバ 

• フラッシュ BIOS アップデート（デルサポートサイト support . jp . dell . com を参照） 

コンピュータ内部の作業をする準備 

身体のちまを奇り、コンピュータを損傷から保護するために、次のちまに関する;主意事項に 

従って< ださい。 

A 警告：『製品情おガイド J の「ま全にお使いいただくために J のま意事 I 頁に従い、本 I 頁の手順を 
開始してください。 

A 警告：発义、感電、けがを防止するため、電源コン七ント、電源タップ、アウトレットに過重電 
流を流さないでください。電源コン七ント、電源タップ、その他のソケットに接続した全製品の 
アンペアの総定格が、分吸回な定格の抓％を超えないようにしてください。 

A 警告：コンピュータは重いため、取り扱いにはを意を要します。持ち上げ、移動、傾けなどの際 
にはほかの人に手伝ってもらうようにしてください。ケガを防ぐため、正しい方まで持ち上げて 
ください。また、持ち上げているときに前かがみになることは避けてください。 

〇 を意： コンピュータの修理は、認可されたサービス技術者のみが行ってください。デルが認可し 
ていないサービスによる故障は、巧証の巧象になりません。 

〇 を意： 静電気による内蔵コンポーネントの損傷を防ぐため、静電気防止用リストバンドを着用す 
るか、コンピュータシャーシの塗装されていない金属面に定期のに触れて、身体から静電気を逃 
がしてください。 

〇 を意： 部品や力ードは T 寧に取り扱ってください。力ード上の部品や接続部分には触れないでく 
ださい。力ードを持つ際は縁を持つか、金属製の取り付けブラケットの部分を持ってください。 
マイクロプロセツサなどの部品を持つ際は、ピンには触れな L で縁を持ってください。 
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O ミち意： ケーブルを外す際は、ケーブルそのものを引っ張らずに、コネクタやストレインリリーフルー 
プをつかんでほいてください。ロックタブ付きのコネクタが付いているケーブルもあります。この夕 
イプのケーブルを外す際には、先にロックタブを押し込んでコネクタを外してください。ケーブルの 
ほき差しを行う際には、コネクタやそのピンの損傷を防ぐために、コネクタの向きが合っていること 
を確認してください。 

1作業面び水平で、作業面にちコンピュータにち傷びはかないよラに保護されていることを確認 
します。 

〇ミち意： データの損失を避けるため、コンピュータの電源を切る前に、作業中のファイルがあればすべ 
て保存し、開いているプログラムをすべて終了します。 

2次の手順で、コンピュータおよび接続されているすべてのデバイスの電源を切ります。 

a スタートをクリックし、終了オプションをクリックします。 

b コンピュータの電源を切るウィンドウで、電源を切るをクリックします。 

オペレーティングシステ厶のシャットダウン®理び完了すると、コンピュータの電源び切 
れます。 

。メモ：コンピュータの電源が切れていて、省電カモードになっていないことを確認してくださ 
し、。オペレーティングシステムを使ってコンピュータをシャットダウンできない場合は、電源ボ 
タンを4秒間押し続けてください。 

3 コンピュータ、および取り付けられているすぺてのデバイスの電源コードを、コンセントから 
J 技夏ます。 


〇ミち意： ネットワークケーブルを取り外す際には、まずコンピュータからケーブルを外し、次に、 
ネットワークポートまたはデバイスから外します。 


4コンピュータからすべての外部クーブルを外します。 

5コンピュータのを部をゆっくりと持ち上け、スタビライヴを閉じ位置にします。 

6ほかの人に手伝ってちらいなびら慎重に、カバーを上に向けてコンピュータを平らな面に置き 
ます。 


コンピュー タ カバーの 取り外し 

A 警告：『製品情報ガイド J の「安全にお使いいただくために J のま意事項に従い、本項の手順を開始 
してください。 

A 警告：感電防止のため、カバーを開く前に、必ずコンピュータの電源プラグをコン七ントから抜いて 
ください。 

〇ミち意： 静電気による内蔵コンポーネントの損傷を防ぐため、静電気防止用リストパンドを着巧する 
か、コンピュータシャーシの塗装されていない金属面に定期的に触れて、身体から静電気を逃がして 
ください。 


84 I 部品の取り外しと取り付け 



1 「作業を開始する前に」 （83 ページ）の手順に従ってください。 

2カバーリリースラツチを後方へ引きます。 

〇ま意：カバーを開いて作業できるように、高さ 30 cmU 上の十分な スぺースが 作業台上にあることを 
確認してください。 



1 コンピュータカバー 2 カバーリリースラツチ 3 カバーヒンジタブ 

4 スタビライザ（閉じ位置） 

3カバーリリースラッチを後方へ引いたが態で、カバーの側面を持ち、カバーの上部を上に回転 
させるよラにして外します。 

4カバーを前方にスライドさせ、持ち上けてヒンジス□ットから外し、ちまな揚巧に置いておき 
ます。 
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コンピュータの内部 



CD / DVD ドライブベイ （4) 


カードフアン 


2 フ□ッピードライブ/メデ 

ィアカードリーダー 

5 前面ファン 


ハードドライブベイ （4) 
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システム基板のコンポーネント 


12 3 4 己 
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1 

白色のメモ1」モジュールコネクタ 
(DIMM 1-2) は、メモ IJ モジュールまたは 
メモ IJ モジュールライヴーをサポート 
します。 

15 

PCI-Express x 16 力ードス□ット （ SLOT 4) 

2 

黒色のメモ1」モジュールコネクタ 
(DIMM 3-4) は、メモ IJ ライヴーカードび 
取0けけられていない揚合にのみメモ IJ モ 
ジュールをサポートします。それ U ■(外の揚合 
は、これらのコネクタは空けておく必要びあ 
ります。 

16 

PCI 力ードス□ット （ SLOTS ) 

3 

ハードドライブフアンコネクタ （ FANJHDD ) 

17 

PCI 力ードス□ット （ SLOT 6) 

4 

IDE ドライブコネクタ （ IDE ) 

18 

PCI-Express x 8 力ードス□ット （ SLOT 7) 

5 

前面 I / O バネルコネクタ （ FRONTPANEL ) 

19 

RTC IJ セットジャンパ （ RTCRST ) 

6 

背面 LED コネクタ 

20 

バッテ1」ーソケット （ BATTERY ) 

7 

FlexBay コネクタ （ INT _ USB ) 

21 

パスワードジャンバ （ PASSWORD ) 

8 

主電源コネクタ ( POWER 1) 

22 

電源コネクタ （ POWER 2) 

9 

SATA コネクタ （ SATA 0-5) 

23 

フ□ッピードライブ （ DSKT ) 

10 

前面 USB コネクタ （ FRNTJJSB ) 

24 

力ードケージファンコネクタ （ FAN _ CAGE ) 

11 

前面バネル1394コネクタ （ FP 1394) 

25 

プ□セッサファンコネクタ （ FAN 2_ CPU ) 




〇ま 意： FAN 2 CPU コネクタは、このシ 
ステムでは現在使用されておらず、将来使用 
するために取ってあります。プライマリ CPU 
ファンを FAN 2_ CPU コネクタに取り付けない 
でくださし、。 

12 

PCI - ExpreMxl 力ードス□ット （ SLOT 1) 
メモ： このスロットは、デュアルグラ 
フィック構成では利用できません。 

26 

プライマコプロセッサ ( CPU ) 

13 

PCI-Express x 16 力ードス□ット （ SLOT 2) 

27 

プ□セッサファンコネクタ （ FAN 1_ CPU ) 

14 

PCI 力ードス□ット （ SLOT 3) 

メモ： このスロットは、デュアルグラ 
フィック構成では利用できません。 
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メモリ 

システム基板にメモリモジュールを取りはけることで、コンピュータメモリを増設できます。 

お使いのコンピュータは DDR 2 メモリに巧麻しています。お使いのコンピュータに巧麻するメモリ 
の詳細については、「メモリ」 （137 ぺージ）を参照してください。 

DDR 2 メモリの概要 

• DDR 2 メモリモジュールは、必ず同じメモリサイブおよび速度のちのを2枚1組のペアで取り 
はける必要びあります。 DDR 2 メモリモジュールを同じメモリサイブのペアで取りはけていな 
い場合、コンピュータは動作しますび、パフスーマンスびやや低下します。モジュールのち上 
隅または左上隅のラベルで、モジュールの容量を確認してください。 

/ I 256MB 2RXXXXX I \ 

■■■■ uimm> 

。メモ：化ずシステム基板に示される順序で DDR2 メモリモジュールを取り付けてください。 
推奨されるメモリ構成は次のとおりです。 

- 同じメモリモジュールのペアを DIMM コネクタ1と2に装着 
または 

- 同じメモリモジュールの1細のペアを DIMM コネクタ1と2に、ちラ1細のペアを 
DIMM コネクタ3と4に装着 

〇ミち意： ECC メモリモジュールを装着しないでください。 

• PC 2-4300 ( DDR 2 533 MHz ) と PC 2-5300 ( DDR 2 667 MHz ) のメモリモジュールのペアを組み 
合わせて装着した揚合、装着したモジュールのラちの遅い方のスピードで動作します。 

• 他のコネクタにメモリモジュールを装着する前に、プ□セッサに最ちおいコネクタの DIMM 
コネクタ1に単一のメモリモジュールを装着していることを確認してください。 
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A DIMM コネクタ 1 および 2 の同じメモリモ B DIMM コネクタ3および4の同じメモリモジュー 

ジュ ールのペア （白色の固定クリ ップ） ルのペア（黒色の固をクリップ） 

〇ミち意： メモリのアップグレード中にコンピュータから元のメモリモジュールを取り外した場合、新し 
いモジュールがデルから購入されたものであっても、お持ちの新しいモジュールとは別に保菅してく 
ださい。できれば、新しいメモリモジュールと元のメモリモジュールはペアにしないでください。ぺ 
アにすると、コンピュータが正常に起動しないことがあります。元のメモリモジュールは、 DIMM コ 
ネクタ1と2、または DIMM コネクタ3と4のいずれかにペアで装着する必要があります。 

。メモ：デルから購入されたメモリは、お使いのコンピュータの巧証のが象になっています。 


メモリアドレッシングとメモリ構成 

Microsoft ® Windows ® XP など、32ビットのオペレーティングシステムを使用する揚合、お使いの 
コンピュータは最乂 2 GB のメモリをサポートします。64ビットのオペレーティングシステムを使 
用する場合、お使いのコンピュータは最乂 8 GB のメモリ （4 つのス□ットすべてに2 GB の DIMM 
を装着）をサポートします。 
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メモリの取り付け 

A 警告：『製品情報ガイド J の「ま全にお使いいただくために J のま意事項に従い、本項の手順を開 
始してください。 

〇を意： 静電気による内蔵コンポーネントの損傷を防ぐため、静電気防止用リストパンドを着用する 
か、コンピュータシャーシの塗装されていない金属面に定期的に触れて、身体から静電気を逃がして 
くださし、。 

1「作業を開始する前に」 （83 ページ）の手順に従ってください。 

2コンピュータカバーを取り外します（「コンピュータカバーの取り外し」 （84 ページ） 

を参照)。 

3 メモリモジュールコネクタの両端にある固定クリップを押して開きます。 



プ□セツサに最も近い 2 固定クリツプ (2) 3 メモリコネクタ 

メモリコネクタ 


4 メモリモジュールの底部にある切り込みと、コネクタのク□スバーを含むせます。 


1 切り欠きじ) 
4 ク□スバー 



切り込み 
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O ミち意： メモリモジュールの損傷を防ぐため、モジュールの両端に巧等に力をかけてコネクタにまっす 
ぐ差し込んでください。 

已メモリモジュールを、カチッと所定の位置に収まるまでしっかりと巧し込みます。 

モジュールを正しく挿入すると、固定クリップはモジュール両端の切り欠きにカチッと収まり 
ます。 



6コンピュータカバーを取りはけます （r コンピュータカバーの取り巧け」（135ぺージ） 

を参照)。 

〇ミち意： ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに 
差し込み、巧に、コンピュータに差し込みます。 

7コンピュータおよびデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 

8 メモリサイブび変更されたことを示すメッセージび表示されたら、 < F 1> を巧して続行します。 

9コンピュータに□グオンします。 

10 Windows デスクトップのマイコンピュータアイコンをちクリックし、プ□パティをクリッ 
クします。 

11を般タブをクリックします。 

12 メモリび正しく取り巧けられていることを確認するには、記載されているメモリ容量 （ RAM ) 
を確認します。 


メモリの巧りかし 

A 警告：『製品情報ガイド j の「ま全にお使いいただくために J のま意事項に従い、本項の手順を開 
始してください。 

〇ま意： 静電気による内蔵コンポーネントの損傷を防ぐため、静電気防止用リストパンドを着用する 
か、コンピュータシャーシの塗装されていない金属面に定期のに触れて、身体から静電気を逃がして 
ください。 

1「作業を開始する前に」 （83 ページ）の手順に従ってください。 

2 メモリモジュールコネクタの両端にある固定クリップを巧して開きます。 

3モジュールをつかんで引さ上けます。 

モジュールび取り外しにくい揚合は、モジュールを前後に慎重に動かして緩め、コネクタから 
取り外します。 
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力ード 

A 警告：『製品情報ガイド j の「ま全にお使いいただくために j のま意事項に従い、本項の手順を開 
始してください。 

この Dell ™ コンピュータには、 PCI 力ードおよび PCI Express 力ード用のじ(下のス□ットび用意さ 
れています。 

• PCI 力ードス□ット X 3 

• PCI Express x 16 カードス□ット X 2 (デュアルグラフィック構成で使巧巧能） 

• PCI Express x 8 力ードス □ ット X 1 

• PCI Express x 1 力ードス □ ツト X 1 

。 y モ ： PCI Express x 1 目力ードスロットのそれぞれ(こグラフィックカードがデュアルグラフィック構成 
で取り付けられている場合 、 PCI Express XI カードスロットおよび1つの PCI カードスロットは使用で 
きません。 



1 PCI 力ード 
4 PCI Express x 8 力ード 

7 PCI Express xl 力ードス□ット 


2 PCI Express xl 日力ード 

已 PCI Expressx 8 力ードス□ット 


PCI Expressxl 6 力ードス□ット 
PCI Express xl 力ード 
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PCI 力ードおよび PCI Express 力ードの巧りかし 

〇ミち意：静電気による内蔵コンポーネントの損傷を防ぐため、静電気防止用リストパンドを着用する 
か、コンピュータシャーシの塗装されていない金属面に定期的に触れて、身体から静電気を逃がして 
ください。 

〇ミち意：工場出荷時に Kl グラフィックカードが取り付けられていた場合は、追加のグラフィックカー 
ドを取り付ける際に力一 ドを取り外す必要はありません。ただし、その力ードはトラブルシューティ 
ングのためにぶ、要です。力ードを取り外した場合は、を全な場所に保管してください。 

〇ミち意：オプションのデュアルグラフィックカード構成の場合は、「デュアル構成から PCI Express グラ 
フィックカードを取り外す方法」 （99 ぺージ）を参照してグラフィックカードの取り外しまたは取り 
付けを行ってください。 

1「作業を開始する前に」 （83 ページ）の手順に従ってください。 

2コンピュータカバーを取り外します（「コンピュータカバーの取り外し」 （84 ページ）を参照)。 

3カードに接続されているクーブルをすべて外します。 

4該当するカードス□ットのカードI」テイブ上部のタブを巧し込んで、カードI」テイブをシャー 
シ巧壁側に倒します。 

5装着されているカードにカード保持デバイスび被せてある揚合は、カードに細れることびでき 
るよラに、カード保持デバイスのタブを巧してカード保持デバイスを持ち上けます。 



1 リリースタブ 2 カードリテイナ 3 位置合わせガイド 

4 ファンブラケット 
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6 システム基板コネクタにリリースタブびある場合は、カード上端の角をつかんでリリースタブ 
を巧し、カードをコネクタから引き巧きます。 

。メモ：力ードがフルレングスの場合は、ファンブラケットの位置合わせガイドの端にあるリリー 
ス タブを押します。 



1 PCI Express x 16 力ード 2 固定タブ 3 PCI Expressxl 日力ードス□ット 

7空のカードス□ットの開□部にフィラーブラヴットを取り巧けます。カードを取りはける場合 
は、 rpci 力ードおよび PCI Express 力ードの取りはけ」（％ぺージ）を参照してください。 

。メモ：コンピュータの FCC 認証を満たすには、 フィ ラーブラケットを空の力ードスロット開口部 
に取り付ける化要があります。また、フィラーブラケットを装着すると、コンピュータをほこり 
やゴミから保護できます。 

〇ミち意： 力ードリテイナを元の位置に戻す前に、すべての力ードの上部とフィラーブラケットが位置合 
わせパーおよび各力ード上部の切り込みと揃っていること、または フィ ラーブラケットが位置合わせ 
ガイドと揃っていることを確認します。 

〇ま意： 力ードケーブルは、力ードの上や後ろを通して配線しないでください。ケーブルを力ードの上 
に配線すると、コンピュータカバーがきちんと閉まらなかったり、装置が損傷する原因になります。 

8カード I 」テイブを5の位置に戻します。タブび所定の位置にカチッと収まるよラに、 I 」テイブ 
の巧端を巧してください。 

〇ま意： ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに 
差し込み、ホに、コンピュータに差し込みます。 

9装着されているカードに被せるカード保持デバイスびある揚合は、カード保持デバイスを巧し 
下けて所定の位置にはめ込みます。 

10コンピュータカバーを取り巧け（「コンピュータカバーの取り巧け」 （135 ぺージ）を参照)、 
コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 

11取り外した力ード用のドライバをアンインストールします。 

。メモ：サウンドカードまたはネットワークアダプタを取り外した場合は、「ネットワークアダプ 
夕およびサウンドカードの設定」 （106 ぺージ）を参照してください。 
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PCI 力ードおよび PCI Express 力ードの取り付け 

〇ミち意：静電気による内蔵コンポーネントの損傷を防ぐため、静電気防止用リストパンドを着用する 
か、コンピュータシャーシの塗装されていない金属面に定期的に触れて、身体から静電気を逃がして 
ください。 

〇ミち意：工場出荷時に Kl グラフィックカードが取り付けられていた場合は、追加のグラフィックカー 
ドを取り付ける際に力一 ドを取り外す必要はありません。ただし、その力ードはトラブルシューティ 
ングのためにぶ、要です。力ードを取り外した場合は、安全な場所に保管してください。 

〇ミち意：オプションのデュアルグラフィック構成にアップグレード;をみまたはアップグレード予定の場 
合は、「デュアル構成に PCI Express グラフィックカードを取り付ける方法」 （102 ぺージ）を参照し 
てグラフィックカードを取り付けてください。 

1「作業を開始する前に」 （83 ページ）の手順に従ってください。 

2コンピュータカバーを取り外します（「コンピュータカバーの取り外し」 （84 ページ）を参照)。 

3装着されているカードにカード保持デバイスび被せてある場合は、カードに触れることびでき 
るよラに、カード保持デバイスのタブを巧してカード保持デバイスを上方向に回します。 

4該当するカードス□ットのカード I 」テイブ上部のタブを巧し込んで、カード I 」テイブをシャー 
シ巧壁側に倒します。 



1 リリースタブ 2 カー ドリ テ イナ 3 位置合わせガイド 

4 ファンブラケット 
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5 フイラーブラヴツトまたは既存の力ードを取り外して （ rpci 力ードおよび PCI Express 力ード 
の取り外し」 （94 ページ）を参照)、カードス□ット開□部を作ります。 


6取りはけるカードを準備します。 

カードの構成、巧部接続、またはお使いのコンピュータに合わせてカスタマイブする方;去につ 
いては、 力ー ドには属のマニュアルを参照してください。 

7カードの位置びス□ットと揃い、固定タブびある揚合は固定ス□ットと揃ラよラにします。 

。メモ： 力ードがフルレングスの場合は、力ードガイドをファンブラケットの位置合わせスロット 
に挿入します。 



1 PCI Express x 16 力ード 2 固定タブ 3 PCI ExpressxlB 力ードス□ット 

〇ミち意：化ず固定タブを外して、力ードを固定してください。力ードを正しく取り付けないと、 
システム基板が損傷することがあります。 

8固定タブびある揚合は固定タブをゆっくりと引き、カードをコネクタに差し込みます。 
しっかりと巧し込んで、カードびス□ットに完をに装着されていることを確認します。 
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1 カードコネクタ（完全に装着） 2 カードコネクタ（装着が不完全） 3 


4 ブラケットがス□ットからはみ出 日 位置合わせバー 

て、正しく揃っていない状態 

〇ミち意： 力ードケーブルは、力ードの上や後側に配線しないでください。ケーブルを力ードの上に配線 
すると、コンピュータカバーがきちんと閉まらなかったり、装置が損傷する原因になります。 

〇ミち意： グラフィックカードの電源ケーブルが正しく取り付けられていないと、グラフィックパフォー 
マンスの低下を巧くことがあります。 

9必要なすべてのクーブルをカードに接続します。 

力ー ドのクーブル接続については、 力ー ドに付属のマニュアルを参照して< ださい。 

〇ミち意： 力ードリテイナを元の位置に戻す前に、すべての力ードの上部とフィラーブラケットが位置合 
わせパーおよび各力ード上部の切り込みと揃っていること、またはフィラーブラケットが位置合わせ 
ガイドと揃っていることを確認します。 

10カード IJ テイブを5の位置に戻します。タブび所定の位置にカチッと収まるよラに、 I 」テイブ 
の巧端を巧してください。 

11装着されているカードに被せるカード保持デバイスびある揚合は、カード保持デバイスを巧し 
下けて所定の位置にはめ込みます。 

〇ま意： ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに 
差し込み、ホに、コンピュータに差し込みます。 


ブラケットがスロットに収まり、 
正しく揃っている状態 

位置合わせガイド 
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12 コンピュータカバーを取り巧け（「コンピュータカバーの取りはけ」 （135 ぺージ）を参照)、 
コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 

13 力ードのマニュアルの説日月に従って、力ードに必要なすべてのドライバをインストール 
します。 

。メモ：サウンドカードまたはネットワークアダプタを取り付けた場合は、「ネットワークアダプ 
夕およびサウンドカードの設定」 （106 ぺージ）を参照してください。 

デュアル構成から PCI Express グラフィックカードを取りかす方法 

。メモ：本項は 、 PCI Expressxie グラフィックカードのデュアル構成のみに適用されます。その他の夕 
イプの PCI または PCI Express 力ードの取り外しについては、 「 PCI 力ードおよび PCI Express 力ードの 
取り外し」 （94 ぺージ）を参照してください。 

1「作業を開始する前に」 （83 ページ）の手順に従ってください。 

2コンピュータカバーを取り外します （ r コンピュータカバーの取り外し」 （84 ページ） 

を参照)。 

3 装着されているカードにカード保持デバイスび被せてある場合は、カードに触れることびでき 
るよラに、カード保持デバイスのタブを巧してカード保持デバイスを上方向に回します。 

4 片方の手で両方のグラフィックカードを軽く固定し、グラフィックカードのブリッジびあれ 
ば、ちラ片方の手でそれを引き上けて、コンピュータから取り外します。ブリッジは取ってお 
きます。 
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5 力ー ドに接続されているクーブルをすべて外します。 

6該当するカードス□ットのカード IJ テイブ上部のタブを巧し込んで、カード IJ テイブをシャー 
シ巧壁側に倒します。 



1 リリースタブ 2 力ードリテイナ 3 位置合わせガイド 

4 ファンブラケット 

7システ厶基板コネクタにリリースタブびある揚合は、カード上端の角をつかんでリリースタブ 
を巧し、カードをコネクタから引き巧きます。 

。メモ：力ードがフルレングスの場合は、ファンブラケットの位置合わせガイドの端にあるリリー 
ス タブを押します。 
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1 PCI Express x16 力ード 2 固定タブ 3 PCI Expressxl 目力ードスロット 

8空のカードス□ットの開□部にフィラーブラヴットをおり巧けます。カードを取りはける揚合 
は、「デュアル構成に PCI Express グラフィックカードを取りはける方を」 （102 ぺージ）を参照 
してください。 

。メモ：コンピュータの FCC 認証を満たすには、 フィ ラーブラケットを空の力ードスロット開口部 
に取り付ける化要があります。また、フィラーブラケットを装着すると、コンピュータをほこり 
やゴミから保護できます。 

。メモ：シングルグラフィックカード植成では、グラフィックカードのブリッジ（一部のデュアル 
グラフィック構成のみに使用）は不要です。 

〇ミち意： 力ードリテイナを元の位置に戻す前に、すべての力ードの上部とフィラーブラケットが位置合 
わせパーおよび各力ード上部の切り込みと揃っていること、または フィ ラーブラケットが位置合わせ 
ガイドと揃っていることを確認します。 

〇ミち意： 力ードケーブルは、力ードの上や後側に配線しないでください。ケーブルを力ードの上に配線 
すると、コンピュータカバーがきちんと閉まらなかったり、装置が損傷する原因になります。 

9カード I」テイブを5の位置に戻します。タブび所定の位置にカチッと収まるよ5に、I」テイブ 
の巧端を巧してください。 

〇ミち意： ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに 
差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

10装着されているカードに被せるカード保持デバイスびある場合は、カード保持デバイスを巧し 
下けて所定の位置にはめ込みます。 

11コンピュータカバーを取り巧け（「コンピュータカバーの取り巧け」 （135 ページ）を参照)、 
コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 
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デュアル構成に PCI Express グラフィックカードを取り付ける方法 

& メモ：デュアルグラフィック構成へのアップグレード、または同構成からのダウングレードを巧うじ 
は、追加の部品が必要です。部品はデルからお取り寄せいただけます （ 「デルへのお問い合わせ」 

(157ぺージ）を参照）。 

本項は、デュアル PCI Express グラフィックカード構成のみに適届されます。その他のタイプの PCI 
または PCI Express 力ードの取りはけじついては、 「 PCI 力ードおよび PCI Express 力ードの取りはけ」 
(96 ページ）を参照して<ださし、。 

PCI Express x 1 6力ードス□ットのそれぞれにグラフィックカードびデュアルグラフィックカード構 
成で取り巧けられている揚合 、 PCI Express x 1 カードス□ットは使用できません。シングルグラ 
フィックカード構成からデュアルグラフィックカード構成にアップグレードする揚合は 、 PCI 
Express x 1 カードス□ットに取りはけられているカードをすべて取り外す必要びあります （PCI 
Express x 1 力ードス□ットの位置については、「システム基板のコンポーネント」 （87 ぺージ） 

を参照 )。 PCI Express カードを取り外すには、 「 PCI カードおよび PCI Express カードの取り外し」 
(94 ページ）を参照してください。 

〇ミち意： NVIDIASU (スケーラブルリンクインタフエース）デュアルグラフィックテクノロジを利用す 
るためにシステムをアップグレードする手順の詳細については、デルサポートサイト 
support . jp . dell . com を参照してください。 

NVIDIASU (スヴーラブルリンクインタフエース）デュアルグラフィックテクノ□ジの詳細につい 
ては、「デュアルグラフィックテクノ □ジについて」 （48 ぺージ）を参照してください。 

1「作業を開始する前に」 （83 ページ）の手順に従ってください。 

2コンピュータカバーを取り外します（「コンピュータカバーの取り外し」 （84 ページ） 

を参照)。 

3装着されているカードにカード保持デバイスび被せてある揚合は、カードに細れることびでき 
るよラに、カード保持デバイスのタブを巧してカード保持デバイスを上方向に回します。 
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該当するカードス□ットのカードリテイブ上部のタブを押し込んで、カードリテイブをシャー 
シ肉壁側に倒します。 



1 リリースタブ 2 カードリテイナ 3 位置合わせガイド 

4 フアンブラケット 

フィラーブラヴットまたは既存のグラフィックカードを取り外して（「デュアル構成から PCI 
Express グラフィックカードを取り外す方;去」 （99 ぺージ）を参照)、力ードス□ット開□部を 
作のます。 

。メモ：デュアルグラフィックカード構成にアップグレードする場合 、 PCI Express x 1 力ードスロッ 
卜に力ードが取り付けられていれば、それを取り外します （「 PCI 力ードおよび PCI Express 力ード 
の取り外し」 （94 ぺージ）を参照）。 

取のがけるカードを準備します。 

カードの構成、巧部接続、またはお使いのコンピュータに合わせてカスタマイブする方法につ 
いては、カードには属のマニュアルを参照してください。 
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7 カードの位置びス□ットと揃い、固定タブびある揚合は固定ス□ットと揃ラよラにします。 

。メモ：力ードがフルレングスの場合は、力ードガイドをファンブラケットの位置合わせスロッ 
卜に巧入します。 



1 PCI Express x16 力ード 2 固定タブ 3 PCI Express xl 目力ードスロット 

〇 ま意： 化ず固定タブを外して、力ードを固定してください。力ードを正しく取り付けないと、 
システム基板が損傷することがあります。 

8固定タブびある揚合は固定タブをゆっくりと引き、カードをコネクタに差し込みます。 
しっかりと巧し込んで、カードびス□ットに完まに装着されていることを確認します。 

〇ま意： 力ードケーブルは、力ードの上や後側に配線しないでください。ケーブルを力ードの上に配線 
すると、コンピュータカバーがきちんと閉まらなかったり、装置が損傷する原因になります。 

〇ミち意： グラフィックカードの電源ケーブルが正しく取り付けられていないと、グラフィックパフォー 
マンスのほ下を巧くことがあります。 

9必要なすべてのクーブルをカードに接続します。 

力ー ドのクーブル接続については、 力ー ドには属のマニュアルを参照して<ださい。 

〇ミち意： 力ードリテイナを元の位置に戻す前に、すべての力ードの上部とフィラーブラケットが位置合 
わせパーおよび各力ード上部の切り込みと揃っていること、または フィ ラーブラケットが位置合わせ 
ガイドと揃っていることを確認します。 

10カード IJ テイブを5の位置に戻します。タブび所定の位置にカチッと収まるよラに、 I 」テイブ 
の巧端を巧してください。 
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1 グラフィックカードのプリ 2 電源コネクタの 3 デュアル PCI Express 

ッジ（一部のデュアルグラフィ グラフィックカード 

ックカード構成のみに使用） 

〇ミち意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに 
差し込み、ホに、コンピュータに差し込みます。 

12装着されているカードに被せるカード保持デバイスびある揚合は、カード保持デバイスを巧し 
下けて所定の位置にはめ込みます。 

13コンピュータカバーを取り巧け （ r コンピュータカバーの取り巧け」（135ページ）を参照)、 
コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 
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ネットワークアダプタおよびサウンドカードの設定 

サウンドカードを取りはけた揚合は、次の手順を実行します。 

1セットアップユーティリティを起動し（「セットアップユーティリティの起動」 （143 ぺージ） 
を参照)、 の蔵才ーディオコント □-ラを選択し、設定を スフに 変更します。 

2外はけオーディオデバイスをサウンドカードのコネクタに接続します。外はけオーディオデバ 
イスは、背面パネルのマイクコネクタ、スピーカー/ヘッドフスンコネクタ、またはライン入 
カコネクタには接続しないでください。 

サウンドカードを取り外した場合は、次の手順を実行します。 

1セットアップユーティリティを起動し（「セットアップユーティリティの起動」 （143 ぺージ） 
を参照)、 巧蔵才ーディオコント □-ラを選択し、設定を スンに 変更します。 

2外巧けオーディオデバイスを、コンピュータの背面パネルのオーディオコネクタに接続 
します。 

アドインネットワークアダプタを取り巧けたため、巧蔵ネットワークアダプタを無効にする揚合は、 

次の手順を実行します。 

1セットアップユーティリティを起動し（「セットアップユーティリティの起動」 （143 ぺージ） 
を参照)、肉蔵 N に コント□ーラを選択し、設定をオフに変更します。 

2ネットワークヴーブルをアドインネットワークアダプタのコネクタに接続します。ネットワー 
ククーブルは、 背面パネルの巧蔵コネクタには接続しないでください。 

アドインネットワークコネクタを取り外した揚合は、次の手順を実行します。 

1セットアップユーティリティを起動し（「セットアップユーティリティの起動」043ぺージ） 
を参照)、巧歲 N にコント□ーラを選択し、設定をオンに変更します。 

2ネットワーククーブルをコンピュータ背面パネルの巧蔵コネクタに接続します。 

ドライブ 

お使いのコンピュータは、次のドライブをサポートしています。 

• SATA デバイス6台（八ードドライブまたはオプティカルドライブ） 

• IDE デバイス2台（八ードドライブ2台、またはオプティカルドライブ2台） 

• フ□ッピードライブ1台 

• メディアカードリーダ ー 1台 

〇 ミち意： ドライブの取り外しと取り付けを斤う際には、ドライブのデータケーブルと電源ケーブルをシ 
ステム基板に化ず取り付けたままにしておいてください。 

。メモ： 5.25 インチのメディアカードリーダー/フロッピードライブのキヤリアは、ハードドライブの 
キヤリアと互換性がありません。 
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1 扣 / DVD ドライブベイ （4) 2 フ□ッピードライブ/メデ 3 ハードドライブベイ （4) 

ィアカードリーダー 

シリアル ATA ドライブについて 

お使いのコンピュータでは、シリアル ATA ハードドライブび4台まで、シリアル ATA スプティカ 
ルドライブび2台までサポートされます。シリアル ATA ドライブには、シリアル接続巧術と、 

IDE クーブルよりち細くて長いフレキシブルクーブルを使用してデータを転をすることにより、 

次の巧点びあります。 

• クーブルの配線経路び改善され、シャーシ巧の換気効率び向上します。 

• クーブルコネクタびルさいため、システ厶基板上ゆ八ードドライブ上のスペースを節約できま 
す。そのため、シャーシ巧部のスペースをよの効率的に活用でさます。 
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一般的なドライブ取り付けガイドライン 

SATA 八ードドライブは、システ厶基板上の 「 HDD 」 といララべルの巧いたコネクタに接続します。 
八ードドライブじ(外の SATA デバイスは、 SATA といララべルの巧いたコネクタに接続します。ただ 
し、 5.25 インチドライブベイに5台目の SATA 八ードドライブを取りはける場合は例外で 、 SATAO 
コネクタに接続します 。 IDE CD / DVD ドライブは、 「 IDE 」 といララべルの巧いたコネクタに接続し 
ます。 

SATA グーブルを差し込を'ときは、クーブルの両端にあるコネクタ部分を持ち、コネクタにしっか 
りと巧し込みます。 SATA グーブルを巧<とさは、クーブルの両端にあるコネクタ部分を持ち、 

引き巧いてコネクタから外します。 



SATA データケーブル 


SATA ドライブ 


システム基板上の SATA 
データ コネクタ 


1本の IDE データクーブルに2台の IDE デバイスを接続し、それらを rcable selectJ に設定する場 
合、データクーブルの最後のコネクタに接続されたデバイスはプライマリデバイスまたは起動デバ 
イス、データケーブルの中央のコネクタに接続されたデバイスはセカンダリデバイスとなります。 
デバイスの 「cable select 」 設定の詳細については、アップグレードキットに含まれているドライブ 
のマニュアルを参照してください。 

IDE データクーブルを接続するには、一方のコネクタのタブを、ちラー方のコネクタの切り込みに 
合わせます。 IDE データクーブルを取り外す揚合は、色はさのプルタブをつかみ、引さ巧いてコネ 
クタから外します。 
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八ードドライブ 

八ードドライブの取りかし 

A 警告：『製品情報ガイド J の「安全にお使いいただくために」のま意事項に従い、本項の手順を開始 
してください。 

A 警告：感電防止のため、カバーを開く前に、必ずコンピュータの電源プラグをコンセントから抜い 
てください。 

〇ま意：残しておきたいデータを保存しているハードドライブを交換する場合は、ファイルのバック 
アップを取ってから、]; I 下の手順を開始します。 

1「作業を開始する前に」 （83 ページ）の手順に従ってください。 

2コンピュータカバーを取り外します （ r コンピュータカバーの取り外し」 （84 ページ） 

を参照)。 

3電源クーブルとデータクーブルを八ードドライブから外します。 


1 2 
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4 八ードドライブブラヴットの両側面にある青色のタブを巧側に巧しなびら、ドライブを上方向 
にスライドさせて八ードドライブベイから取り外します。 



1 青色のタブの 2 ハードドライブ 3 ハードドライブベイ 

5すべてのコネクタび正しく接続され、しっかりと固定されていることを確認します。 

6コンピュータカバーを取りはけます（「コンピュータカバーの取り巧け」 （135 ぺージ） 

を参照)。 

〇ミち意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに 
差し込み、ホに、コンピュータに差し込みます。 

7コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 
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八ードドライブの取り付け 

A 警告：『製品情報ガイド J の「ま全にお使いいただくために J のま意事項に従い、本項の手順を開 
始してください。 

1「作業を開始する前に」 （83 ページ）の手順に従ってください。 

2コンピュータカバーを取り外します（「コンピュータカバーの取り外し」 （84 ページ） 

を参照)。 

3必要に麻じて、既存の八ードドライブを取り外します（「八ードドライブの取り外し」 

(109 ぺージ）を参照)。 

。メモ：ハードドライブのブラケットがハードドライブベイの内側に付いている場合は、 

新しいハードドライブを取り付ける前にブラケットを取り外してください。 

4取りがける新しいハードドライブを準備し、ハードドライブのマニュアルを参照して、 
ドライブびお使いのコンピュータに合っていることを確認します。 

。メモ：取り付けるハードドライブにハードドライブブラケットが付いていない場合は、元のハー 
ドドライブブラケットを使用し、ブラケットを新しいドライブにカチッとはめ込みます。 



ハードドライブ 


ハードドライブブラケット 


八ードドライブベイび空で、面さびれていないことを確認します。 


部品の取り外しと取り付け I 111 


6 八ードドライブを、カチッと音びして所定の位置にしっかりと収まるまでスライドさせて、 
八ードドライブベイに差し込みます。 



〇ま 意：すべてのコネクタが正しく接続され、しっかりと固定されていることを確認します。 
7電源クーブルを八ードドライブに接続します。 
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8 八ードドライブのデータクーブルを八ードドライブに接続します。 



9コンピュータカバーを取り巧けます（「コンピュータカバーの取り巧け」 （135 ぺージ） 

を参照)。 

〇ミち意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに 
差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

10コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 

ドライブの動作に必要なソフトウエアをインストールする手順については、ドライブに巧属の 
マニュアルを参照して < ださい。 
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ドライブパネル 

A 警告：『製品情報ガイド j の「ま全にお使いいただくために J のま意事項に従い、本項の手順を開 
始してください。 

ドライブパネルの取りかし 

1「作業を開始する前に」 （83 ページ）の手順に従ってください。 

2コンピュータカバーを取り外します（「コンピュータカバーの取り外し」 （84 ページ） 

を参照)。 

3 ドライブリリースラッチを持ち、ドライブパネルびカチッと開くまで、コンピュータの底面に 
向けてスライドさせます。 



1 ドライブリリースラッチ 2 ドライブパネル 3 ドライブパネルタブ 

4 ドライブパネルを外側に回して、サイドヒンジから持ち上けて外します。 

5 ドライブパネルをちまな揚巧に置いておきます。 
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ドライブパネルの取り付け 

1「作業を開始する前に」 （83 ページ）の手順に従ってください。 

2コンピュータカバーを取り外します（「コンピュータカバーの取り外し」 （84 ページ) 
を参照)。 

3ドライブ/《ネルタブを側面ドアヒンジに合わせます。 



1 ドライブリリースラッチ 2 ドライブパネル 3 ドライブパネルタブ 

4ドライブパネルをコンピュータの方向に倒して所定の位置にカチッと固定します。 

已コンピュータカバーを取りはけます（「コンピュータカバーの取り巧け」 （135 ぺージ） 

を参照)。 

ドライブの動作に必要なソフトウエアをインストールする手順については、ドライブに付属の 
マニュアルを参照して < ださい。 
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フロッピードライブ 

A 警告：『製品情報ガイド j の「ま全にお使いいただくために J のま意事項に従い、本項の手順を開 
始してください。 

フ□ッピードライブの取りかし 

1「「作業を開始する前に」 （83 ページ)」の手順に従います。 

2コンピュータカバーを取り外します（「コンピュータカバーの取り外し」 （84 ぺージ） 

を参照)。 

3ドライブパネルを取り外します（「ドライブパネルの取り外し」川4ページ）を参照してくだ 
さい)。 

4フ□ッピードライブの背面から、電源クーブルとデータクーブルを外します。 



1 電源ケーブル 2 フ □ッ ピードライブ データ ケーブル 
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5 ドライブリリースラッチをコンピュータの底部に向けてスライドさせて肩はきネジを外し、 
ドライブをドライブベイから引き出します。 



1 ドライブリリースラッチ 2 フ□ッピードライブ 

6ドライブパネルを取りはけます（「ドライブパネルの取り巧け」 （115 ページ）を参照)。 

7コンピュータカバーを取り巧けます（「コンピュータカバーの取り巧け」 （135 ぺージ） 

を参照)。 

〇ま 意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに 
差し込み、ホに、コンピュータに差し込みます。 

8コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 
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フ□ッピードライブの取り付け 

1「作業を開始する前に」 （83 ページ）の手順に従ってください。 

2コンピュータカバーを取り外します（「コンピュータカバーの取り外し」 （84 ページ） 

を参照)。 

3ドライブパネルを取り外します（「ドライブパネルの取り外し」川4ページ）を参照してくだ 
さい)。 

4必要に麻じて、既存のフ□ッピードライブを取り外します （ r フ□ッピードライブの取り外し」 
(116ページ）を参照)。 

5新しいフ□ッピードライブにネジび巧いていない揚合は、ドライブパネル剧こ肩巧きネジびな 
いかどラか確認してください。ネジびあった場合は、新しいドライブに取り巧けます。 



1 フ□ッピードライブ 2 肩付きネジ (4) 

フ□ッピードライブを、カチッと音びして所定の位置に収まるまでスライドさせて、 
ドライブベイに差し込みます。 
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1 ドライブリリースラッチ 2 フロッピードライブ 

6フ□ッピードライブの背面に電源クーブルとデータクーブルを取り巧けます。 

7すべてのクーブル接続を確認します。冷却ファンと通気？ L の間の空気の流れを巧けないよ5に 
クーブルをまとめておきます。 

8ドライブパネルを取りはけます（「ドライブパネルの取り巧け」 （115 ページ）を参照)。 

9コンピュータカバーを取りはけます（「コンピュータカバーの取り巧け」 （135 ぺージ） 

を参照)。 

〇ミち意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに 
差し込み、ホに、コンピュータに差し込みます。 

10コンピュータおよびデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 

ドライブの動作に必要なソフトウエアをインストールする手順については、ドライブに付属の 
マニュアルを参照して < ださい。 

11セットアップユーティリティを起動し（「セットアップユーティリティの起動」（143ぺージ） 
を参照)、該当するデイスケットドライブスプシヨンを選択します。 
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メディア カー ドリー ダー 

A 警告： 『製品情報ガイド j の「ま全にお使いいただくために J のま 意 事項に従い、本項の手順を 開 
始してください。 

メディアカードリーダーの取り外し 

1「作業を開始する前に」 （83 ページ）の手順に従ってください。 

2コンピュータカバーを取り外します（「コンピュータカバーの取り外し」 （84 ぺージ） 

を参照)。 

3ドライブパネルを取り外します（「ドライブパネルの取り外し」川4ページ）を参照してくだ 
さい)。 

4 メディアカードリーダーの背面から、電源クーブルとデータクーブルを外します。 



1 メディアカードリーダーの電源ケーブル 2 システム基板のコネクタ 
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5 ドライブリリースラッチをコンピュータの底部に向けてスライドさせて肩はきネジを外し、 
メディアカードリーダーをドライブベイから引き出します。 



1 ドライブリリースラッチ 2 メディアカ—ドリ—ダ— 

6ドライブパネルを取りはけます（「ドライブパネルの取り巧け」 （115 ページ）を参照)。 

7コンピュータカバーを取り巧けます（「コンピュータカバーの取り巧け」 （135 ぺージ） 

を参照)。 

〇ミち意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに 
差し込み、巧に、コンピュータに差し込みます。 

8コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 

メディアカードリーダーの取り付け 

1「作業を開始する前に」 （83 ページ）の手順に従ってください。 

2コンピュータカバーを取り外します（「コンピュータカバーの取り外し」 （84 ページ） 

を参照)。 

3ドライブパネルを取り外します（「ドライブパネルの取り外し」 （114 ページ）を参照してくだ 
さし、）。 
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4 必要に丽じて、既存のメディアカードリーダーを取り外します （ r メディアカードリーダーの 
取り外し」（120ぺージ）を参照)。 

5 メディアカードリーダーにネジびはいていない揚合は、ドライブパネル巧に肩巧きネジびない 
かどラか確認してください。ネジびあった揚合は、新しいカードリーダーに取り巧けます。 



1 メディアカードリーダー 2 肩イ寸きネジ （4) 
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6 メディアカードリーダーをドライブベイに差し込み、カチッと所定の位置に固定します。 



1 ドライブリリースラッチ 2 メディアカ—ドリ—ダ— 

7 メディアカードリーダーの背面に、電源クーブルとデータクーブルを接続します。 

8すべてのクーブル接続を確認します。冷却ファンと通気？ L の間の空気の流れを巧けないよ5に 
クーブルをまとめておきます。 

9ドライブパネルを取りはけます（「ドライブパネルの取りはけ」 （115 ページ）を参照)。 

10コンピュータカバーを取りはけます（「コンピュータカバーの取り巧け」 （135 ぺージ） 

を参照)。 

〇ミち意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに 
差し込み、ホに、コンピュータに差し込みます。 

11コンピュータおよびデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 

ドライブの動作に必要なソフトウエアをインストールする手順については、ドライブに付属の 
マニュアルを参照して < ださい。 

12セットアップ ユー ティリティを起動し（「セットアップ ユー ティリティの起動」 （143 ぺージ） 
を参照)、該当する FlexBay 用 USB オプションを選択します。 
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CD / DVD ドライブ 

A 警告：『製品情報ガイド j の「ま全にお使いいただくために j のま意事項に従い、本項の手順を開 
始してください。 


CD / DVD ドライブの取り外し 

1「作業を開始する前に」 （83 ページ）の手順に従ってください。 

2コンピュータカバーを取り外します（「コンピュータカバーの取り外し」 （84 ぺージ） 

を参照)。 

3ドライブパネルを取り外します（「ドライブパネルの取り外し」川4ページ）を参照してくだ 
さい)。 

4ドライブの背面から、電源クーブルとデータクーブルを取り外します。 

因 メモ ：現在 IDECD / DVD ドライブが1つしか取り付けられておらず、そのドライブを取り外して、 
当面は別のドライブを取り付けない場合は、システム基板からデータケーブルを抜いて巧管して 
おきます。 



1 データケーブル 


2 電源ケーブル 
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5 ドライブリリースラッチをコンピュータの底部に向けてスライドさせて肩はきネジを外し、 
CD / DVD ドライブをドライブベイから引き出します。 



1 ドライブリリースラッチ 2 CD / DVD ドライブ 

6ドライブパネルを取りはけます（「ドライブパネルの取り巧け」 （115 ページ）を参照)。 

7コンピュータカバーを取り巧けます（「コンピュータカバーの取り巧け」 （135 ぺージ） 

を参照)。 

〇ミち意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに 
差し込み、巧に、コンピュータに差し込みます。 

8コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 


CD / DVD ドライブの取り付け 

1「作業を開始する前に」 （83 ページ）の手順に従ってください。 

2コンピュータカバーを取り外します（「コンピュータカバーの取り外し」 （84 ページ） 

を参照)。 

3ドライブパネルを取り外します（「ドライブパネルの取り外し」 （114 ページ）を参照してくだ 
さし、）。 
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4 必要に麻じて、既存の CD / DVD ドライブを取り外します （ rCD / DVD ドライブの取り外し」 

(124 ページ）を参照)。 

5 取り巧ける CD/DVD ドライブを準備し、ドライブに付属のマニュアルを参照して、ドライブび 
お使いのコンピュータに合っていることを確認します。 

。メモ： IDE ドライブを取り付ける場合は、ドライブを 「cable select 」 に設定します。 

6ドライブにネジび巧いていない揚合は、ドライブパネル巧にネジびないかどラかを確認し、 

ネジびあつた場合は新しいドライブに取りはけます。 



1 CD/DVD ドライブ 2 肩付きネジ (3) 
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7 ドライブを、カチッと音びするまで、または所定の位置に固定されるまで、ドライブベイのに 
ゆっくり巧し込みます。 



1 ドライブリリースラツチ 2 CD / DVD ドライブ 
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8 電源クーブルとデータクーブルを CD / DVD ドライブに接続します。 

システ厶基板コネクタの位置を確認するには、「システム基板のコンポーネント」 （87 ページ) 
を参照して < ださい。 



1 電源ケーブル 2 データ ケーブル 

9すべてのクーブル接続を確認します。冷却ファンと通気孔の間の空気の流れを巧けないよラに 
クーブルをまとめておきます。 

10ドライブパネルを取りはけます（「ドライブパネルの取り巧け」 （115 ページ）を参照)。 

11コンピュータカバーを取りはけます（「コンピュータカバーの取り巧け」 （135 ページ） 

を参照)。 

〇ミち意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに 
差し込み、ホに、コンピュータに差し込みます。 

12コンピュータおよびデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 

ドライブの動作に必要なソフトウエアをインストールする手順については、ドライブに巧属の 
マニュアルを参照して< ださい。 

ロセットアップユーティリティを起動し（「セットアップユーティリティの起動」043ぺージ） 
を参照)、該当するドライフオプションを選択します。 
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プロ七ッサエアフローカバー 

A 警告：『製品情報ガイド j に記載されている「ま全にお使いいただくために J のま意事 I 頁に従い、 

本 I 頁の手順を開始してください。 

プ□七ッサエアフ □- カバーの取り外し 

1「作業を開始する前に」 （83 ページ）の手順に従ってください。 

2コンピュータカバーを取り外します（「コンピュータカバーの取り外し」 （84 ぺージ） 

を参照)。 

A 警告： a 常の操作中に、プロセッサヒートシンクはが常に高温になります。ヒートシンクに触れる前 
には十分に時間をかけ、ヒートシンクの温度が下がっていることを確認してください。 

3プ□セッサエアフ□一カバーにはいている2本の巧まネジを緩め、カバーを後方へ回転させて 
ファンから外します。 



1 プロセッサエアフ □- カバー 2 拘束ネジ （2) 

〇注意： プロセッサヒートシンクはプロセッサエアフローカバーに取り付けられています。エアフロー 
カバーを取り外したら、 ヒートシンクのサーマルインタフェースが損傷しないように、側面を下にす 
るか、または裏返しにして置いてください。 

4プ□セッヴエアフ□一カバーを持ち上げてコンピュータから取り出し、保管しておきます。 


部品の取り外しと取り付け I 129 









































プ □七ツサエアフ □- カバーの 取り付け 

1「作業を開始する前に」 （83 ページ）の手順に従ってください。 

2コンピュータカバーを取り外します（「コンピュータカバーの取り外し」 （84 ページ） 

を参照)。 

3プ□セツサエアフ□-カバーのヒンジス□ツトをシステム基板のヒンジガイドに合わせます。 

4プ□セツサエアフ□一カバーをファンの方向にゆっくりと回転させ、2本の巧まネジを 
締めます。 

5コンピュータカバーを閉じます（「コンピュータカバーの取り巧け」 （135 ページ）を参照して 
<ださい)。 

〇ミち意：ネツトワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネツトワークポートまたはデバイスに 
差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

6コンピュータおよびデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 


プロ七ツサ 

A 警告：『製品情報ガイド J の「安全にお使いいただくために J のま意事項に従い、本項の手順を開始 
してください。 

〇ミち意：ハードウエアの取り外しと取り付けに慣れている方な外は、次の手順を実行しないことをお封 
めします。これらの手順を誤って実行すると、システム基板に損傷を与えるおそれがあります。テク 
ニカルサービスについては。 

プ□七ツサの取りかし 

1「作業を開始する前に」 （83 ページ）の手順に従ってください。 

2コンピュータカバーを取り外します（「コンピュータカバーの取り外し」 （84 ページ） 

を参照)。 

3システム基板上の P 0 VVER 1 コネクタおよび P 0 VVER 2 コネクタ（「システム基板のコンポーネ 
ント」 （87 ページ）を参照）から電源ケーブルを外します。 

4エアフ □- カバーを取り外します（「プ□セツサエアフ□-カバーの取り外し」029ぺージ） 
を参照)。 

5ソケットリ1」ースレバーを巧し下けなびら外します。 
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6 ソヴットリリースレバーを持ち上げ、プ□セッヴカバーを開きます。 



1 プ □セッサカバー 2 プ □セッサ 3 ソケット 

4 ソケットリリースレパー 

7プ□セッサをソケットから取り外します。 

ソヴットにすぐに新しいプ□セツサを取りはけられるよラに、リリースレバーを外したままに 
しておさます。 


プ□七ッサの取り付け 

〇ま意：コンピュータ背面の塗装されていない金属面に触れて、身体から静電気を逃がしてください。 

1新しいプ□セッサをパックージから取り出します。 

〇ミち意：コンピュータの電源を入れる際にプロセッサとコンピュータに修復できない損傷を与えること 
を避けるため、プロセッサをソケットに正しく装着してください。 

2ソヴット上のリリースレバーび完をに開いていない揚合は、その位置まで動かします。 
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3 プ□セツサとソヴツトの 1 塞ピンの角を合わせます。 



1 プ □センサカバー 2 プ □セッサ 3 ソケット 

4 ソケットリリースレバー 5 ソケットの1番ピンインジケータ 

〇ま意： ソケットピンは損傷しやすいものです。損傷を防ぐため、プロセッサをソケットに正しく合わ 
せ、またプロセッサの取り付け時に力を入れすぎないようにしてください。システム基板上のピンに 
触れたり、ピンを曲げたりしないようを意してください。 

4プ□セッサをソヴット上に静かにセットし、プ□セッサびソヴット上で水平であることを確認 
します。プ□セッサび所定の位置に設定されていれば、軽く巧すだけで自おとソヴットに収ま 
ります。 

5プ□セッサびソヴットじ完全に収まったら、プ□セッサカバーを聞じます。 

6ソヴットリリースレバーを回転させなびらソヴットの元の位置にはめ込み、プ□セッサを固 
定します。 

7プ □セッサエアフ□一カバーを 取りはけます （ r プ □セッサエアフ□-カバーの 取り巧け」 

030ページ）を参照)。 

8システム基板上の POWER 1 コネクタおよび POWER 2 コネクタ（「システム基板のコンポーネ 
ント」 （87 ページ）を参照）に電源クーブルを取りはけます。 

9コンピュータカバーを閉じます（「コンピュータカバーの取りはけ」 （135 ページ）を参照)。 

〇ミち意： ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに 
差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

10コンピュータおよびデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 
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バッテリー 

A 警告：『製品情報ガイド j の「ま全にお使いいただくために J のま意事項に従い、本項の手順を開 
始してください。 

バッテリーの交換 

コイン型バッテリーは、コンピュータの設定、曰は、時刻の情報を保持します。バッテリーの寿命 

は数年です。 

コンピュータの電源を入れたを、繰り返し時刻と曰巧の情報をリセットする必要びある場合は、 

バッテリーを交換します。 

A 警告：新しいバッテリーが正しく取り付けられていないと、破裂するを険があります。バッテリー 
は、 必ず同一または同等の、製造元が巧契するタイプのものと交換してください。使巧巧みのバッテ 
リーは、製造元の指示に従って廃棄してください。 

バッテリーを交換するには、次の手順を実行します。 

1新しいバッテリーを取りはけたをで正しい設定に戻すことびできるよラに、セットアップユー 
ティリティ画面をすべて記録します（「セットアップユーティリティ」（142ぺージ）を参照)。 

2 「作業を開始する前に」 （83 ぺージ）の手順に従います。 

3コンピュータカバーを開きます（「コンピュータカバーの取り外し」 （84 ページ）を参照)。 

4バッテリーソヴットの位置を確認します（「システ厶基板のコンポーネント」 （87 ページ） 

を参照)。 

〇ま意： 道具（先端の鋭くないものを使用してください）を使用して、バッテリーをソケットから取り 
出す場合は、道具がシステム基板に触れないようを意してください。バッテリーを取り出す前に、道 
具がバッテリーとソケットの間に S 入されていることを確認してください。確認しないと、ソケット 
をこじ開けたり、システム基板の回路トレースを壊したりして、システム基板を損傷するおそれがあ 
ります。 

5指を使ってバッテリーをソヴットから取り外します。 

6バッテリー ( CR 2032) の「+」側を上に向けて新しいバッテリー 
をソヴッ 卜に挿入し、バッテリーを所定の位置にカチッとはめ込 
みます。 

7コンピュータカバーを取り巧けます（「コンピュータカバーの取り 
はけ」 （135 ページ）を参照)。 

〇ま意： ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネット 
ワークポートまたはデバイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込 
みます。 

8コンピュータおよびデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 

9セットアップユーティリティを起動（「セットアップユーティリティ」 （142 ぺージ）を参照） 
して、 Step 1 で記録した設定に戻します。 
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10 古いバッテリーは適切に廃棄します。バッテリーの廃棄に関しては、製品情報ガイド J 
を参照して < ださい。 


コンピュータスタンドの取り外し 

A 警告：『製品情報ガイド j の「安全にお使いいただくために」のま意事項に従い、本項の手順を開始 
してください。 

A 警告：コンピュータは重いため、取り扱いにはま意を要します。持ち上げ、移動.側ナなどの際には 
ほかの人に手伝ってもらうようにしてください。ケガを防ぐため、正しい方法で持ち上げてくだ 
さい。また、持ち上げているときに前かがみになることは避けてください。 

A 警告：できるだけま定性をよくするため、おずコンピュータスタンドを取り付けてください。スタン 
ドを取り付けないと、コンピュータが転倒し、ケガやコンピュータの巧障の原因となることがあ 
ります。 

1「作業を開始する前に」 （83 ページ）の手順に従ってください。 

2スタンドをコンピュータの底面に固定している巧まネジを緩めます。 

3スタンドをゆっくりとコンピュータのを方にスライドさせ、コンピュータから取り外します。 



1 コンピュータスタンド 


拘束ネジ 
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コンピュータカバーの取り付け 

A 警告：『製品情報ガイド J の「ま全にお使いいただくために J のま意事項に従い、本項の手順を開 
始してください。 

A 警告：コンピュータは重いため、取り巧いにはま意を要します。持ち上げ、移動、傾けなどの際にはほ 
かの人に手伝ってもらうようにしてください。ケガを防ぐため、正しい方法で持ち上げてください。 

また、持ち上げているときに前かがみになることは避けてください。 

A 警告：できるだけま定性をよくするため、必ずコンピュータスタンドを取り付けてください。スタン 
ドを取り付けないと、コンピュータが転倒し、ケガやコンピュータのが障の原因となることがあ 
ります。 

〇を意：静電気による内蔵コンポーネントの損傷を防ぐため、静電気防止用リストパンドを着巧する 
か、コンピュータシャーシの塗装されていない金属面に定期のに触れて、身体から静電気を逃がして 
ください。 

1すべてのクーブルび確実に接続され、クーブルび邪魔にならないよラにまねられていることを 
確認します。 

2コンピュータの巧部に工具やをった部品び残っていないことを確認します。 

3カバーを回転させて所定の位置まで下ろします。 

4カチッと音びして所定の位置に収まるまで、カバーを巧し下けます。 

。メモ： コンピュータカバーは簡単に所定の位置に収まります。ただし、化要に庙じて、カバーが 
完全に閉じるまでカバーリリースラッチを後方へ引き、次にリリースラッチを前方へスライドさ 
せてカバーを固定します。 
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1 コンピュータカバー 2 カバーヒンジタブ 3 ヒンジスロット 

5コンピュータのを部をゆっくりと持ち上け、スタビライヴをスライドさせて外側へ開きます。 

6ほかの人に手伝ってちらいなびら慎重に、コンピュータを縦置きにします。 

〇ミち意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに 
差し込み、巧に、コンピュータに差し込みます。 

7コンピュータおよびデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 
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付録 

仕様 


プ□セツヴ 


プ□セツサタイプ 

Intel ® Pentium ® 4 

Intel ® Pentium ® D 

Intel ® CoreTM 2 Duo 

メモ： すべての Pentium 4 プロセッサが HT (ハイパースレッ 
ディング）テクノロジやデュアルコアプロセシングをサポー 
卜しているわけではありません。 

キヤツシユ 

1 MB 社 

メモリ 

タイプ 

己33 MHz および667 MHz DDR 2 アンバッファ SDRAM 

六モ IJ コネクタ 

4 〇 

六モリ容量 

256 MB 、 512 MB 、1 GB 、 または2 GB 非 ECC 

最小六モリ 

己12 MB 

最大搭載六モ IJ 

2 GB または 8 GB 

メモ： OS で利用可能なメモリのサイズを確認する方法につ 
いては、90ぺージの「メモリアドレッシングとメモリ構成」 

を参照してください。 

BIOS アドレス 

FOOOOh 

コンピュータ情報 

チップセット 

NVIDIA nForce 590 SLI MCP 

Northbridge 

C 19 

Southbridge 

MCP 巧 

DMA チャネル 

5 

割り込みレベル 

24 

B に S チップ （ NVRAM ) 

4 Mb 

N に 

10/100/1000 Mbps の通信が可能なスンボード N に 
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コンピユータ情報（続き） 

システ厶ク□ック 

800 または 1066 MHz データ転送ま度 
(プ□セツサじより異なる） 

ビデオ 

タイプ 

PCI Express 

ブーデイス 

タイプ 

HDA7.1 チヤネル 

拡張パス 

バスのタイプ 

PCI 32 ビット 

PCI Express x1 および x16 

バスま度 

PCI : 33 MHz 

バススループット 

PCI Express : 1 レーンあたり 2.5 Gb /秒の raw 帯域幅 
(双方向） 

PCI Express 

xl ス□ット双方向ま度 一 500 MB /砂 

XI6 ス□ット双方向ま度一 8 GB/ 砂 

PCI 


コネクタ 

3 個 

コネクタサイブ 

120 ピン 

コネクタデータ幅（最大） 

32 ビット 

PCI Express 

メモ ： PCI Express x16 力ードスロットのそれぞれにグラ 
フィックカードがデュアルグラフィック構成で取り付けられ 
ている場合、 PCI Express xl 力ードスロットは使用でき 
ません。 

コネクタ 

XI' 1 個 

コネクタサイズ 

36 ピン 

コネクタデータ幅（最大） 

PCI Express レーン X 1 

PCI Express 


コネクタ 

x8、 1 個 

コネクタサイブ 

98 ピン 

コネクタデータ幅（最大） 

PCI Express レーン X 4 
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拡張バス 

PCI Express 


コネクタ 

xlt 2 個 

コネクタサイブ 

164 ピン 

コネクタデータ幅（最大） 

PCI Express レーン X 16 

ドライフ 

利用巧能なデバイス 

シ ij アル ATA ドライブ、フ□ッピードライブ、メモ1」デバイ 
ス、 DVD ドライブ、 DVD-RW ドライブ、 CD-RW/DVD コンボド 
ライブ、およびメディアカード iJ -ダー 

外部アクセス巧能 

3.5 インチドライブベイ X 2 

5.25 インチドライブベイ X 4 

巧部アクセス可能 

八ードドライブ用 3.5 インチドライブベイ X 4 

コネクタ 

外巧けコネクタ 


IEEE 1394 

前面および背面バネルの 6 ピンシ IJ アルコネクタ 

ネットワークアダプタ 

RJ45 コネクタ 

PS/2 (キーボード/マウス） 

6 ピンさ二 DIN 2 個 

シリアル 

9 ピンコネクタ 

USB 

USB 2.0 準拠コネクタ（正面バネル X 2 、背面バネル X t 
巧蔵 X 2) 

システ厶基板コネクタ 


IDE ドライブ 

40 ピンコネクタ 1 個 

シリアル ATA 

7 ピンコネクタ 6 個 

フ□ッピードライブ 

34 ピンコネクタ 

フアン 

5 ピンコネクタ 4 個 

PCI 

120 ピンコネクタ 3 個 

PCI Express x1 

36 ピンコネクタ 

PC! Express x8 

98 ピンコネクタ 

PCI Express x16 

164 ピンコネクタ 2 個 
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ポタンとライト 

電源ボタン 

巧しボタン 

電源ライト 

緑色のライトー緑色の点滅はス IJ ープ巧態、緑色の点灯は電 
源投入が態を示します。 


黄色のライトー黄色の点滅は取りがけられているデバイスじ 
問題び舞をしていることを示します。黄色の点なはの部電源の 
問題を示します （59 ページの「電源の問題」を参照）。 

八ードドライブライト 

緑色 

IJ ンク保をライト（巧蔵ネット 
ワークアダプタ上） 

緑色のライトー10 Mbps ネットワークとコンピュータ間の接 
続び良好です。 


搭色のライトー100 Mbps のネットワークとコンピュータび正 
しく接続されていることを示します。 


黄色のライ1-1 GB (1000 Mbps ) のネットワークとコン 

ピュータび正しく接続されていることを示します。 


オフ（点ななし）ーネットワークとの物理的な接続び検巧さ 
れていません。 

アクティビティライト（オンボー 
ドネットワークアダプタ上） 

ネットワーク上にアクティビティび存なするとさは黄色のライ 
卜び点滅します。ネットワークアクティビティび存をしない揚 
合は、ライトは点なしません。 

診断ライト 

前面バネルにライトび4つ （67 ぺージの「診断ライト」 

を参照）。 

スタンバイ電源ライト 

システ厶基板上の AUXPWR 

前面パネル LED 

8つのを色 LED びコンピュータの正面を照らします。 

メモ： 前面パネル LED の色はセットアップューティリテ 
ィで調節できます （142 ぺージの「セットアップューティリ 
ティ」を参照）。 

背面パネル LED 

2つのを色ライトびコンピュータ背面の I / O パネルを照ら 
します。 

メモ： 背面パネル LED の色はセットアップューティリティで 
調節できます （142 ぺージの「セットアップューティリ 
ティ」を参照）。 
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電源 

/!\警告：発义、感電、けがを防止するため、電源コン七 
ント、電源タップ、アウトレットに過重電流を流さない 
でください。電源コンセント、電源タップ、その他のソ 
ケットに接続した全製品のアンペアの総定巧が、分歧回 
巧定格の閒％を超えないようにしてください。 

750 W または 
1 KW 

750 W : 2559 BTU / 時 0213 kJ / 時）または 
1 KW : 3412 BTU/fl 奇間 

メモ： 熱;'肖費は電源 ュニッ ト のワッ ト数定格に基づいて算出 
したものです。 

電圧 （ 0■製品情報ガイド J の安自動検出電源 一 50/60 Hz で 90 V 〜 265 V 
をにお使いいただ< ためのを意 
を参照してください。） 

バックアップバッテ IJ - 3 V CR 2032 コイン型 IJ チウ厶バッテ IJ - 


サイスと重量 


縦幅 

スタンドなし 

55.5 cm 

スタンド巧青 

57.2 cm 

横幅 

スタンドなし 

21.9 cm 

スタンド巧言 

35.6 cm 

長さ 

59.4 cm 

重量 

標準構成 

21.7 kg 

最大構® 

25.6 kg 


DC 電源ユニット 

ワット数 
熱消費 



環境 

温度 


動作時 
お割き 
相巧湿度 
最大お動 
動作時 
保割き 

最大耐ス衝撃 
動作時 
保割き 
高度 
動作時 
保割き 


10〜 35 °C 
-40 ~ 65 °C 

20〜80 % (結露しないこと） 

0.25 G (3 〜200 Hz 、0. 日オクターブ/分） 

0.5 G (3 〜200 Hz 、 1オクターブ/分） 

ボト厶ハーフサインバルス （50.8 cm /砂のま度変化） 

27 G フェアードスクェアウェーブ （508 cm /砂のを度変化) 

-15.2 ~ 3,048 m 
-15.2 ~ 10,668 m 


七ットアップューティリティ 

概要 

セットアップユーティ IJ ティは次の揚合に使用します。 

• 八ードウエアを追加、変更、取り外した後に、システム設定情報を変更する揚合 
• ユーヴーパスワードなどユーヴー選択可能オプションを設定または変更する揚合 
• 現在のメモリの容量を調べたり、取りはけられた八ードドライブの種類を設定する揚合 

セットアップユーティリティを使用する前に、システ厶設定画面の情報を控えておくことをお勧め 
します。 

〇ミち意：コンピュータの操作に詳しい方];(外は、セットアップューティリティの設定を変更しないこと 
をお封めします。変更内容によっては、コンピュータが正しく動作しなくなることがあります。 
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七ットアップューティリティの起動 

1コンピュータの電源を入れます（または再起動します)。 

2 DELL □ゴび表示されたら、すぐに < F 2> を巧します。 

& メモ：キーボードのキーを長時間押したままにすると、キーボードエラーが発生する場合があり 
ます。キーボードエラーを回避するには、セットアップューティリティの画面が表示されるま 
で、 < F 2> を押してがす操作を等間隔で巧ってください。 

キーを巧すタイミングび遅れて 0 S の□ゴび表示されてしまったら、 Microsoft ® Windows ® 
デスクトップび表示されるまでそのまま待機し、コンピュータをシャットダウンして操作をや 
りなおして < ださい。 

七ットアップューティりティ画面 

セットアップユーティリティ画面には、お使いのコンピュータの現だの（または変更可能な）設定 
情報び表示されます。画面の情報は、オプションのリスト、アクティブなオプションのフィール 
ド、キー操作といラ3つの領域に分割されています。 


Options List (オプション 
リスト）一このフイールド 
は、セットアップユーティ 
IJ ティウィンドウの左側に 
表示されます。このフィー 
ルドは、スク□ールはさの 
ボックスで、お使いのコン 
ピュータの設定（搭載して 
いるハードウェア、省電 
力、およびセキュリティ機 
能など）を示す機能を一覧 
表おします。 


Options Field —このフィールドはセットアップユー 
ティ I 」ティ画面のち側に表示され、 Options List に示 
されている各オプションの説巧び記されています。この 
フィールドでは、お使いのコンピュータに関する情報を 
表示したり、現だの設定を変更したりでさます。 

左ちの矢印キーを使用して、オプションを八イライト表 
示します。選択をアクティブにするには < Enter > を巧 

し、 Options List に戻ります。 

メモ： Options Field に表示されている設定には、変更できな 
いものもあります。 


上下の矢印キーで、リスト 
を上下にスク□ールしてく 
ださい。オプションをハイ 
ライト表示すると、 

Options Field にオプショ 

ンの詳細、現だの設定、お 
よび利用可能な設定び表示 
されます。 


Key Functions —このフイールドは Options Field 

の下に表示され、キーに割り当てられた機能をアクティ 
ブなセツトアップユーティリティフィールド巧に一覧表 
术レます。 
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七ットアップユーティリティのオプション 

に^ゾモ：お使いのコンピュータおよび取り付けられているデバイスに応じて、本項に一覧表示 
された項目とは異なる場合があります。 


System (システ厶） 

System Info 

(システ厶情報） 

コンピュータ名、 BIOS のバージョン番号と曰は、システ厶のサービスタ 
ヴ、エクスプレスサーピスコードと Asset Tag 、 およびその化のシステ厶 
固有情報などのシステ厶情報を表示します。 

Processor Info 

(プ□セツサ情報） 

プ□セッサタイプ、ク□ックま度、バスま度、 L 2 キャッシュ、 ID を示 
し、複数コア巧丽、八イバースレッディング巧丽、64ビットテクノ □ジ 
巧丽かどラかを示します。 

Memorv Into 

( X モリ情報） 

DIMM ス□ットのに置ごとに、メモ1」のタイプ、ま度、チャネルモード 
(デュアルかシングルか）を示します。 

PCI Info (PCI 情報） 

拡張力ードタイプをス□ットのに置ごとに示します。 

Date/Time 旧時） 

現をの曰はと時刻の設定を表示します。 

Boot Sequence 

(起動順度） 

コンピュータはこの一覧で指定されたデバイス順度に従って起動を試 
みます。 

メモ： 起動デバイスを S 入してコンピュータを再起動すると、この才 
プションがセットアップューティリティメニューに表示されます 。 USB 
メモリデバイスから起動するには、たとえば、 USB デバイスを選択し 
て、起動順序の先頭に移動します。 

Drives ( ドライブ） 

ディスケットドライブ 
(ディスケットド 
ライブ） 

(デフオルトは 

Internal (巧蔵）） 

システ厶基板の DSKT コネクタじ接続されたフ□ッピードライブじつい 
て、有さ力/無さ力の切〇营えと、読み取0許可の設定を行います。 

• Off では、フ□ッピードライブびすべて無巧になります。 

• USB では、 USB フ□ッピードライブび有効じなります。 

• Internal では、巧蔵フ□ッピードライブび有効じなります。 

• Read Only では、巧蔵フ□ッピードライブび有さ如こなり、読み取り専 
用アクセスび許可されます。 

メモ： USB をサポートする 0 S では、この設定に関係なく USB フロ ッ 
ピードライブが認識されます。 

SATA ドライブ〇〜5 
(デフオルトは On 
ロン）） 

システ厶基板の SATA コネクタじ接続されたドライブの有効/無効を切り 
营えま3。 

• Off では、インタフてースじ接続されたデバイスび使用でさなくな 
ります。 

• On では、インタフエースじ接続されたデバイスび使用でさるよラじな 
ります。 

• RAID On では、インタフエースじ接続されたデバイスび RAID 用に設 
定されます （27 ページの 「 RAID 構成じついて」を参照）。 
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PATA ドライブ〇〜 1 
(デフオルトは On 
ロン）） 

システ厶基板の ATA コネクタじ接続されたドライブの有さ力/無効を切 
り曽え、コント□-ラの詳細を表示します。 

• Off では、インタフてースじ接続されたデバイスび使用でさなくな 
ります。 

• On では、インタフエースじ接続されたデバイスび使用でさるよラじな 
ります。 

SMART Reporting 
(スマートレポート） 
(デフオルトは Off 
(オフ）） 

システ厶の起動時じの蔵八ードドライブのエラーを報告するかどラか巧め 
ます。 

• Off では、エラーび報告されません。 

• On では、エラーび報告されます。 

Onboard Devices (オンポードデバイス） 

Integrated N に 
(スンボード N に） 

(デフオルトは On 
ロン）） 

巧蔵 N に（ネットワークインタフエースコント□-ラ）の有さ力/無交力を切 
り营えます。 

• Off では、巧蔵 N にび無効じなります。 

• On では、巧蔵 N にび有効じなります。 

• Onw / PXE では、 PXE び有さ力の!]犬態で、巧蔵 N にび有な]じなります。 
メモ ： PXE が必要となるのは、別のコンピュータにある 0 S を起動する 
場合のみです。起動ルーチンがリモートシステムから使用できない場 
合、コンピュータは起動順序内の次のデバイスからの起動を試みます。 

Integrated Audio 
(オンボードオー 
デイ オ） 

(デフオルトは On 
ロン）） 

オンボードオーディオコント□-ラの有効/無巧を切り营えます。 

• Off では、オンボードオーディオび無巧になります。 

• On では、オンボードオーディオび有効じなります。 

USB Controller 
(USB コント□-ラ） 
(デフオルトは On 
ロン）） 

巧蔵 USB コント□-ラの有交力/無巧を切り营えます。 

• Off では、 USB コント□-ラび無巧になります。 

• On では、 USB コント□-ラび有効じなります。 

• No Boot では、 USB コント□ーラび有な)じなりますび、 B に S は USB 
ストレージデバイスを認識しません。 

メモ ： USB をサポートする 0 S では、 No Boot に設定しても USB スト 
レージデパイスが認識されます。 

1394 Controller 
(1394 コント□-ラ） 
(デフオルトは On 
(スン）） 

巧蔵 IEEE 1394コント□-ラの有さ力/無交力を切り营えます。 

• Off では、1394コント□-ラび無効)じなります。 

• On では、1394コント□-ラび有効じなります。 
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Serial Port #1 

(シリアルポート# 1) 
(デフオルトは Auto 
迫動）） 

巧蔵シ IJ アルポートのアドレスを選巧してシ1」アルポートの動作を;关める 
か、またはシ1」アルポートを無効じします。 

• Off では、シ IJ アルポートび無効じなります。 

• Auto では、 BIOS び C 0 M 1 と COM 3 の間で自動的に選択を行います。 

どちらち使用中の揚合、ポートは無効になります。 

• COM 1 では、ポートは 3 F 8 h、IRQ 4じ設定されます。 

• COM 3 では、ポートは 3 E 8 h、IRQ 4じ設定されます。 

PS /2 Mouse Port 
( PS /2 マウスポート） 
(デフオルトは On 
ロン）） 

オンボード PS /2 互換マウスコント□-ラのち巧/無効を切り营えます。 

• Off では、 PS /2 レガシーマウスポートび無効じなります。 

• On では、 PS /2 レガシーマウスポートび有交如こなります。 

LED の色 

前面および背面 LED の色を調整します （13 ページの「コンピュータの正 
面および背面」を参照）。 

Performance (/《フス 

—マンス） 

ハイバースレツディンヴ 
(デフオルトは On 
ロン）） 

各物理プ□セッサを1つまたは2つの論理プ□セッサとして表示するかど 
ラかを指定します。 

• Off では、八イバースレッディングテクノ□ジび無効じなります。 

• On では、八イバースレッディンヴテクノ□ジび有巧になります。 

メモ： プロセッサがハイパースレッディングをサポートしていない場 
合、このオプシヨンは Options List に表示されません。 

Multiple CPU Core 

(複数 CPU コア） 

(デフオルトは On 
(オン）） 

そのプ□セッサで有さ力なコアを複数じするかどラかを指をします。 

• Off では、複数 CPU コアテクノ □ジび無さ如こなります。 

• On では、複数 CPU コアテクノ□ジび有さ如こなります。 

メモ： 複数のコアを有効にするとパフォーマンスが向上するアプリ 
ケーシヨンもあります。 

CPU ク□ツクを度 

CPU び製造元の設計仕様とは異なる周波数で動作するよラに CPU のク 
□ ックま度を調整する、限定された機能を提なします。 

〇 ミち意： デルでは、製造元の設計仕様を上回る周波数で CPU を動作 
させること（クロックアップとも呼ばれます）をお勧めしません。この 
方まで CPU を使用すると、予期しないシステムのシャットダウンを巧 
き、データが失われたり、プロセッサの稼動寿命が短くなる可能性があ 
ります。システムが予期せずにシャットダウンしたり不ま定になる場合 
は、 CPU の動作周波数をほく設定してください。 

メモ： プロセッサをデフォルト設定に戻すには、 < Alt >< F > を押します。 
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HDD Acoustic Mode 
( HDD アコーステ 
イツ クモード） 

(デフオルトは 

Bypass 

(バイパス）） 

八ードドライブび動作するアコースティックモードを決をします。 

• Bypass では、何も実巧されません（古いタイプのドライブ用）。 

• Quiet (静肅）一八ードドライブは最ち静かな設定で動作します。 

• Suggested では、八ードドライブの製造がモードを選択で青ます。 

• Performance では、ノ\ー ドドライブは最大速度で動作します。 

ゾモ： Performance モードに切り替えると、ドライブから発生するノイ 
ズが増す場合がありますが、ドライブのパフォーマンスに影響はありま 
せん。 

ゾモ：アコースティック設定を変更しても、ハードドライブイメージ 
は変わりません。 

Security 

( セキュリティ） 

Admin Password 
(管理吾バスワード） 
(デフオルトは 

Not Set 妹設定）） 

セットアップユーティ IJ ティ巧の構成情報の不正な変更を防ぐためじ使用 
します。 

System Password 
(システ厶バスワード） 
(デフオルトは 

Not Set 妹設定）） 

0 S の不正な起動を防ぐためじ使用します。 

Password Changes 

(パスワード蜜要） 

(デフオルトは 

Unlocked 

(□ツク解除）） 

管理音 ( admin ) パスワードを使用して、システ厶バスワードフィールド 
を□ックします。 

メモ：システムパスワードフイールドをロックすると、コンピュータ 
の起動時に < Ctrl >< Enter > を押してもパスワードセキュリテイを無効にで 
きません。 

不正コード実行防止 
(デフオルトは On 
(オン）） 

不正コード実行防止 （Exeojte Disable ) じよるメモ U 保護機能の有さ力/無 
交力を切〇营えます。 

- Off では、不正コード実行巧止じよるメモリ保護機能び無効じな 
ります。 

- On では、不正コード実行巧止じよるメモリ保護機能び有効じな 
ります。 

Power Management ( 電力の管理） 

AC Recovery 
(AC ij カバ ij ) 

(デフオルトは〇け 
(オフ）） 

AC 電力損失びおちした後で AC 電源び回復したとさのコンピュータの動 
作を指定します。 

• Off では、 AC 電源び回復してち、システ厶の電源はオフのままです。 

• On では、 AC 電源び回復するとシステ厶の電源びオンじなります。 

• Last では、 AC 電源び回復するとシステ厶は U ■(前の状態に戻ります。 
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Auto Power On 

(自動電源オン） 

(デフオルトは Off 
(オフ）） 

コンピュータじ自動的に電源を入れる時刻を選択するか、またはこの機能 
を無効じします。 

• Off では、自動電源お入時刻機能び使用されません。 

• Everyday では、自動電源投入時刻で設定された時刻に毎日〕ン 
ピュータの電源びオンじなります。 

• Weekdays では、月曜日から金曜日まで、自動電源お入時刻で設定さ 
れた時刻にコンピュータびオンじなります。 

メモ：この機能は、電源タップやサージプロテクタでコンピュータを 
シャットダウンした場合は動作しません。 

Auto Power Time 

(白動電源投入時刻） 

コンピュータじ白動的に電源を入れる時刻を指定します。 

コンピュータじ白動的に電源を入れる時刻を変更するには、上下のち印 
キーを巧して数値を増減するか、該当する時刻フィールドじ数字を入力し 
ます。 

メモ：この機能は、電源タップやサージプロテクタでコンピュータを 
シャットダウンした場合は動作しません。 

Suspend Mode 
(サスペンドモード） 

(デフオルトは S3) 

電力管理のサスペンドモードを指定します。 

• S1 では、コンピュータびス1」ープモードからの復帰時間び短縮されま 
す。 

• S3 では、使用しない間の節電効果び最大となります（システ厶メモ IJ 
は活動が態のままです）。 

Maintenance (■>< ンテブンス） 

service Tag 
(サービスタグ） 

システ厶のサービスタグを表示します。 

Load Defaults (デフオル 
卜設定の□ー ド） 

コンピュータをェ揚出荷時のデフオルト設定に戻します。 

• Cancel では、エ揚出荷時のデフオルト設定に戻りません。 

• Continue では、ェ揚出荷時のデフオルト設定に戻ります。 

Event Log 
(イベント□ヴ） 

システ厶のイベント□グを表示します。 

• Mark all entries では、すべてのイベント□ヴェント U じ確認済みの 
マーク （ R ) びはさます。 

• Clear log では、すべてのイベント□ヴェント U びク U アされます。 
メモ：一度確認巧みのマーク（のをつけたイベントログェントリは、 

ホ確認のマーク（山に戻すことができません。 

POST Behavior (POST 動作） 

Fastboot (高ま起動） 
(デフオルトは On 
(スン）） 

一部の互換性テストを省略することで起動プ□セスを短縮するオプション 
の有効/無巧を切〇营えます。 

• Off では、起動プ□セスのどのステップち省略されません。 

• On では、起動時間び短縮されます。 
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Numlock Key キーボードの一番ち側じあるキーの数字/演算機能の有な]/無な)を切り营 

(Numlock キ ー） えます。 


(デフオルトは On • Off では、数値キーバッドのキーびち EP キーとして機能します。 
(スン）） • On では、数値キーバッドのキーび数値キーとして機能します。 

POST Hotkeys コンピユータの起動時に画面に表示されるファンクシヨンキーを指を 

(POST ホットキ ー) します。 


(デフオルトは Setup 
& Boot Menu 

(セツトアップ&起動 

にユー）） 


• Setup & Boot Menu では、両方の ッセー ジ（口 = Se 1 :up および 
F 12 =Boot Menu ) び表示されます。 

• Setup では、セットアップッセージ（口 = Se 1: up ) だけが表示さ 
れます。 

• Boot Menu では 、 Quickboot ッ セージ ( F 12 =Boot Menu ) 

だけび表示されます。 

• None では、どちらの X ッ セージち表示されません。 


Keyboard Errors コンピュータの起動時にキーボードエラーを報告するかど 5 かを指を 

〔キーボードエラー） します。 


(デフオルトは • Report では、すべてのキーボードエラーび表示されます。 

R ( T 告けする））- Donotrep 。 けでは' トボ-ドエラ-はまつたく表示されません。 


Boot Sequence (起動順巧） 

この機能を使用して、コンピュータに取りはけられている起動可能なデバイスの起動順官を変更す 

ることびできます。 

オプション設定 

• ディスケットドライブ ーコンピュータびフ□ッピードライブからの起動を試みます。ドライブ 
巧のフ□ッピーディスクび起動用でない揚合、フ□ッピーディスクびドライブにない揚合、ま 
たはコンピュータにフ□ッピードライブび取りはけられていない場合、コンピュータは起動順 
度ので次に起動可能なデバイスからの起動を試みます。 

• 八ードドライフ ーコンピュータはプライマリ八ードドライブからの起動を試みます。そのド 
ライブ上に 0 S び存だしない揚合は、コンピュータは起動順度ので次に起動可能なデバイスか 
らの起動を試みます。 

• CD ドライブ ーコンピュータは CD ドライブからの起動を試みます。そのドライブに CD び拝 
入されていない場合、または CD に 0 S び含まれていない揚合、コンピュータは起動順度ので 
次に起動可能なデバイスからの起動を試みます。 

• USB フラッシュデバイスー USB ポートにメモリデバイスを挿入し、コンピュータを再起動し 
ます。画面のち上隅に F 12 = Boot Menu と表示されたら、 < F 12> を巧します。 BIOS びデバイ 
スを認識し、 USB flash オプションを起動メニューに追加します。 

& メモ： USB デバイスから起動するには、そのデバイスが起動可能デバイスである必要があります。 
デバイスのマニュアルを参照して、デバイスが起動可能かどうかを確認してください。 

& メモ： コンピュータが起動順序内のすべてのデバイスからの起動を試み、 0 S が見つからなかった場 
合にのみ、エラーメッセージが生成されます。 
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一回のみの超動順序の変更 

たとえば、この機能を使って 、 UDell Dimension ResourceCDj ] から Dell Diagnostics (該断）を実 
行するために CD ドライブからコンピュータを起動するよラに、そして、該断テストび完了したら 
八ードドライブから起動するよラに指定できます。また、フ□ッピードライブ、メモリキー、 
CD - RW ドライブなどの USB デバイスからコンピュータを再起動するときにちこの機能を使用でき 
ます。 

。メモ： USB フロッピードライブから起動する場合、まずセットアップューティリティでフロッピード 
ライブを OFF に設定する必要があります （142 ぺージの「セットアップューティリティ」を参照）。 

1 USB デバイスから起動する揚合は、 USB デバイスを USB コネクタに接続します （16 ぺージの 
「コンピュータの背面」を参照)。 

2コンピュータの電源を入れます（または再起動します)。 

3 DELL □ゴび表示されたら、すぐに < F 12> を巧します。 

。メモ： キーボードのキーを長時間押したままにすると、キーボードエラーが発生する場合があり 
ます。キーボードエラーを回避するには、起動デバイスメニューが表示されるまで、 < F 12> を押 
して放す操作を等間隔で巧ってください。 

キーを巧すタイミングび遅れて 0 S の□ゴび表示されてしまったら 、 Microsoft Windows デス 
クトップび表示されるまでそのまま待機し、コンピュータをシャットダウンして操作をゆりな 
おして < ださい。 

4 Boot Device Menu (起動デバイスメニュ ー） で、上下の矢 E 日キーを使用するか、キーパッ 
ドの適切な数値キーを巧して、今回の起動のみに使用するデバイスを八イライト表示し、 
< Enter > を巧します。 

たとえば 、 USB メモリキーから起動する揚合は、 USB Flash Device ( USB フラッシュデバイ 
ス）をハイライト表示して < Enter > を巧します。 

& メモ： USB デバイスから起動するには、そのデバイスが起動可能デバイスである必要があります。 
デバイスのマニュアルを参照して、デバイスが起動可能かどうかを確認してください。 

次回からの超動順巧の変更 

1 セットアップ ユー ティリティを起動します （143 ぺージの「セットアップ ユー ティリティの起 
動」を参照)。 

2 矢 E 日キーを使って Boot Sequence (起動順度）メニューオプションを八イライト表示し、 
< Enter > を巧してポップアップメニューにアクセスします。 

& メモ： 後で元に戻すこともできるよう、現在の起動順序を控えておきます。 

3デバイスの一覧のを移動するには、上下矢 E 日キーを巧します。 

4 デバイスをち効または無効にするには、スペースバーを巧します（有効にしたデバイスには 
チェックマ— クび巧いています)。 

5選択したデバイスをリストの上または下に移動するには、プラス （+) またはマイブス（一） 

を巧します。 
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忘れたパスワードの取り消し 

A 警告：『製品情報ガイド j のま全にお使いいただくための注意に従い、本 I 頁の手順を開始してく 
ださい。 

〇ミち意： この手順を実行すると、システムパスワードとセットアップパスワードの両方がミ肖去さ 
れます。 

183ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業してください。 

2 コン ピュ ータカバーを 取り外します （84 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 取り外し」を参 
照）。 



3システム基板上にある2ピンパスワードジャンパ （PASSWORD) の位置を確認し （87 ぺージ 
の「システム基板のコンポーネント」を参照)、ジャンパプラグを取り外します。ジャンパプ 
ラグは保管しておきます。 

4 コン ピュ ータカバーを 閉じます。 

已キーボードとマウスを接続してから、コンピュータとモニターをコンセントに接続して電源を 
入れます。 

6 Microsoft® Windows® デスクトップび表示されたら、かの手順でコンピュータの電源を切り 
ます。 

a スター トをクリックし、終了オプションをクリックします。 

b コンピュータの電源を切る ウィンドウで、 電源を切るを クリックします。 

0S のシャットダウン処理び完了すると、コンピュータの電源び切れます。 

^ メモ： コンピュータの電源が切れていて、省電カモードになっていないことを確認してくださ 
い。 0S を使ってコンピュータをシャツトダウンできない場合は、電源ボタンを 4 秒間押し続けて 
ください。 

7キーボードとマウスを取り外し、コンピュータとモニターをコンセントから外します。 

8コンピュータの電源ボタンを巧して、システム基板の電気を逃びします。 

9コンピュータカバーを開きます （84 ページの「コンピュータカバーの取り外し」を参照)。 

〇ミち意： パスワード機能を有効にするには、パスワードジャンパピンにパスワードジャンパプラグを取 
り付ける化要があります。 
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10 システム基板上にある 2 ピンパスワードジャンパ （87 ぺージの「システム基板のコンポーネ 
ント」を参照）の位置を確認し、ジャンパプラグを取りはけてパスワード機能を有効に 
します。 

11コンピュータカバーを取りはけます0 35ページの「コンピュータカバーの取りはけ」を参 
照)。 

〇ミち意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルを壁のネットワークジャックに差 
し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

12コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 

。メモ：セットアップューティリティで （143 ぺージの「セットアップューティリティの起動」 

を参照）、システムパスワードと管理者パスワードのオプションがどちらも NotSet (ホ設定） 
になっていることを確認します。パスワード機能は有効になっています力、パスワードが設定されて 
いません。 

CMOS 設定のクリア 

A 警告：『製品情報ガイド J のを全にお使いいただくためのま意に従い、本項の手順を開始してく 
ださい。 

。メモ：この手順を実行しても、システムパスワードとセットアップパスワードは取り;'肖されず、 

リセットもされません。 

183ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業して<ださい。 

2コンピュ ータカバーを取り外します （84 ぺージの「コンピュータカバーの取り外し」 

を参照)。 

3システム基板上にあるパスワードジャンパ （ PASSWORD ) と CMOS ジャンパ （ RTCRST ) 

の位置を確認します （87 ページの「システム基板のコンポーネント」を参照)。 

4パスワードジャンパプラグを取り外し、 CMOS ジャンパピンにプラグを取りはけて、 

約5秒待ちます。 

〇ミち意： パスワード機能を有効にするには、パスワードジャンパピンにパスワードジャンパプラグを取 
り付ける化要があります。 

5 CMOS ジャンパピンからジャンパプラグを取り外し、パスワードジャンパピンにプラグを取り 
はけて、パスワード機能を有効にします。 

6コンピュータカバーを閉じます035ページの「コンピュータカバーの取り巧け」を参照)。 

〇ミち意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルを壁のネットワークジャックに差し込 
み、次に、コンピュータに差し込みます。 

7コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 


152 I 付録 



コンピュータのクリーニング 

A 警告：『製品情報ガイド J のまをにお使いいただくためのを意に従い、本 I 頁の手順を開始してく 
ださい。 

コンピュータ、キーボード、およびモニター 

A 警告：コンピュータを清掃する際は、コンピュータをコン七ントから取りかしてください。コン 
ピュータのクリーニングには、水で湿らせたをらかい巧をお使いください。液体クリーナーやエア 
ゾールクリーナーは使用しないでください。可燃性物質をさんでいる場合があります。 

• ブラシの巧いた掃除機を使って、コンピュータのス□ット部分や開□部、およびキーとキー 
ボードの間なら慎重にほこのを取の除さます。 

〇 ミち意： モニター画面を石厳またはアルコール溶あでおかないでください。反が防止コーティングが損 
傷するおそれがあります。 

• モニター画面をクリーニングするには、水で軽<湿らした柔らかくて清潔な巧を使います。巧 
能であれば、画面クリーニング専用ティッシュまたはモニターの静電気防止コーティング用の 
溶液をお使いください。 

• 水で軽く湿らした柔らかいクリーニング巧を使用して、キーボード、コンピュータ、およびモ 
ニターのプラスチック部分を拭きます。 

この溶液に巧を浸さないでください。また、コンピュータゆキーボードの巧部に溶液び入らな 
いよラにして < ださい。 

マウス 

画面のカーソルび巧んだり、異甫な動きをする場合は、マウスをクリーニングします。 

化学式じ(外のマウスをクリーニングするには、次の手順を実行します。 

1マウスの底部にある固定リングを左に回して、ボールを取り出します。 

2清潔な、糸< ずの出ない巧でボールを巧さ取のます。 

3ボールクージを軽<吹いて、ほこりゆ糸<ずを取り除きます。 

4ボールび入っているクージの□ーラーび巧れている揚合は、消毒用アルコール（イソプ□ピル 
アルコール）を軽く浸した綿棒を使って□ーラーのミちれを巧き取ります。 

5 □ーラーび溝からずれてしまった揚合は、中央になおします。綿棒の綿をび□ーラーに残って 
いないか確認します。 

6ボールと固定リングをマウスに取りはけて、固定リングをちに回して巧の位置にはめ込 
みます。 
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フ□ッピードライブ 

〇ミち意：綿棒でドライブへッドを拭かないでください。へッドがずれてドライブが動作しなくなるおそ 
れがあります。 

市販のクリーニングキットを使ってフ□ッピードライブをきれいにします。市販のキットには通甫 
の動作中には着したミちれを取り除くよラ前処理されたフ□ッピーディスクび入っています。 

CD と DVD 

〇ミち意： CD / DVD ドライブのレンズの手入れには、化ず圧縮空気を使用して、圧縮空気に付属している 
マニュアルの手順に従ってください。ドライブのレンズには絶がに触れないでください。 

CD や DVD びスキップしたり、音質や画質び低下したりする揚合は、ディスクを掃除します。 

1ディスクの外側の縁を持ちます。中央の巧の縁にち触ることびでさます。 

〇ミち意：円を描くようにディスクを拭くと、ディスク表面に傷をつけるおそれがあります。 

2やわらな <、糸 < ずの出ない巧でディスクの裏面（ラベルのない側）を中央から外側の縁に向 
かって放射がにそっと巧さます。 

頑固なミちれは、水、または水と刺激性のかない扫験のを駅溶液で試して<ださい。ディスクの 
ちれを落とし、ほこりや指紋、ひっかさ傷などからディスクを保護する市販のディスククリー 
ブーちあります。 CD 用のクリーニング製品は、 DVD にち使用できます。 

デルテクニカルサポートポリシー（米国内のみ） 

サポート担当ちによるテクニカルサポートでは、トラブルシューティングの過程で、お客様のご協 
力とご参加び不可欠です。このテクニカルサポートでは、 0 S 、 ソフトウ王アプ□グラム、ハード 
ウェアドライバを出筒時のデフスルト設定に復5したり、ご使用のコンピュータやエ揚出筒時に取 
りはけ済みのすべての八ードウェアび適切に機能しているかどラなを検証したりできます。サポー 
卜担当者によるテクニカルサポートだけでなく、 support.jp.dell.com でオンラインテクニカルサ 
ポートを巧用することちできます。また、有料で利用できるテクニカルサポートオプションちあり 
ます。 


デルでは、コンピュータおよび「プリインストールされている」ソフトウェアゆ周辺機器に巧して 
限定的なテクニカルサポートを提供しています1。サードパーティ製のソフトウェアや周辺機器に 
巧するサポートは、製品の製造5によって提供されます。それらの製品には 、 Dell Software and 
Peripherals、Ready ware . カスタムファクトリー統合を通じて購入、インストールされたソフト 
ウェアや周辺機器ち含まれます 2 。 

1修理サービスは、製品保証の契約条項およびコンピュータ購入に際してをわした任意のサポートサービス 
契約に従って提供されます。 

とカスタムファクトリー統合 （ CFI ) プ□ジェクトに合まれているすべてのデル標準コンポーネントは、お使 
いのコンピュータに適用されるデルの標準製品保証の対をとなっています。■一方で、デルでは、コン 
ピュータのサービス契約期間中、部品交換プ□グラムを拡張し、 CFI で組み込まれたすべての非標準サード 
パーティ製ハードウエアコンポーネントに対応します。 
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r プリインストールされている」ソフトウェアと周辺機器の定義 

プリインストールされているソフトウェアとは、コンピュータの製造過程でインストールされる 0 S 
やソフトウェアプ□グラム （ Microsoft ® office、Norton Antivirus など）を指します。 

エ揚出简時に取り巧け済みの周辺機器には、巧嵐拡張カードやデルブランドのモジュールベイ、 

PC 力ードアクセサリび含まれます。また、デルブランドのモニター、キーボード、マウス、スピー 
力一、 電話モデ厶用のマイク、ドッキングステーションゆポート I 」プリクータ、ネットワーク製 
品、およびすベての関連クーブルち含まれます。 

r サードパーティ製」ソフトウェアと周辺機器の定義 

サードパーティ製ソフトウェアと周迈機器には、デルび販売し、かつデルブランドでない周迈機 
器、アクセサリ、ソフトウェアプ□グラムび含まれます（プリンタ、スキャブー、カメラ、ヴーム 
など）。サードパーティ製のソフトウェアや周迈機器に巧するサポートは、これらの製品の製造5 
によって提供されます。 


FCC に関する注意事項（米国内のみ） 

Dell コンピュータシステムのほとんどは 、 Federal Communications Commission (米国連邦通信委 
員ち、 FCC ) によってクラス B のデジタルデバイスに分類されています。お使いのコンピュータシ 
ステ厶びどのクラスに分類されているかを判断するには、コンピュータの底面、側面、背面パネ 
ル、カード取りはけブラヴット、およびカード自体にお巧されているすべての FCC 登録ラベルを確 
誦してください。その中のラベルに1つでちクラス A と表示されたちのびあった揚合は、そのシス 
テ厶ま体びクラス A のデジタルデバイスとなります。すべてのラベルに FCC クラス B と表示さ 
れ、 FCCID ブンバーまたは FCC □ゴ（巧）で識別されている揚合、そのシステムはクラス B のデ 
ジタルデバイスとなります。 

お手?^のシステムの FCC 分類を確認して、該当する FCC 規定をお読みください。 FCC 規定には、 
デルによる巧示的な承認のない変更ゆ修正を行ラと、この装置を操作する権限び取り消されること 
びあると定められています。 

このデバイスは FCC 規定の第15まに準抛しています。デバイスの操作は、次の2つのま件の巧象 
になのます。 

1このデバイスびち害な電波障害を発生させないこと。 

2好ましくない操作を引き起こす可能性のある電波障害を含め、このデバイスび受信した電波障 
害を受け入れること。 
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クラス A 

この装置はテストの結果、 FCC 規定の第15まに準抛したクラス A のデジタルデバイスに巧する制 
限を満たすことび確認されています。これらの制限は、この装置び商用擇境で使用された揚合、ち 
害な電波障害から適切に保護されるよラに設定されたちのです。この装置は、無線周波エネルギー 
を発生、使用し、放射することびあります。製造をの取あ説巧書に従って設置および使用されない 
場合、無線通信に重乂な受信障害を引き起こすことびあります。この装置ををを地域で使用する 
と、有害な電波障害び発生する可能性びありますび、その揚合には自身の責任でその電波障害を解 
決する必要びあります。 

クラス B 

この装置はテストの結果、 FCC 規定の第15まに準抛したクラス B のデジタルデバイスに巧する制 
限を満たすことび確認されています。これらの制限は、この装置びをを地域に設置された揚合、ち 
害な電波障害から適切に保護されるよ〇に設定されたちのです。この装置は、無線周波エネルギー 
を発生、使用し、放射することびあります。製造をの取あ説巧書に従って設置および使用されない 
場合、無線通信の受信障害を引き起こすことびあります。特定の設置方まで電波障害び発生しない 
といラ保証はありません。この装置びラジオやテレビの受信に電波障害を引き起こすかどラかはそ 
の装置の電源をスンまたはオフにすることによって判定でさますので、じ(下の方をを1つ、または 
それじ(上実行して問題を解ミ夫して < ださい。 

• 受信アンテブの方向や位置を変える。 

• 装置と受信機を離れた位置に置<。 

• 装置の電源プラグを、受信機び接続している電気回路とは別の回路のコンセントに差し込を'。 

• 販売け理店または熟練したラジオ-テレビ技術者に巧談する。 

FCCID 情報 

次の情報は、本書であっているデバイスに巧して、 FCC 規定に従って提供されるちのです。 

• モデル番号 ： DCDO 
ちな名： 

Dell Inc . 

One Dell Way 

Round Rock , Texas 78682 USA 
512-338-4400 
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デルへのお問い合わせ 

インターネット上でのデルへのアクセス(こは、次のアドレスをご利巧ください。 

• www.del l . com/jp 

• support . jp . dell.com (ヴポート） 

該当する国のウェブアドレスじついては、じ(下の表をご覧ください。 

に^ メモ：フリーダイヤルは、サービスを提供している国内でのみご利用になれます。 

& メモ：一部の国では、別に表示されている電話番号で Dell ™ XPS ™ コン ピュータま用のサポートをご 
利用いただけます 。 XPS コン ピュータま用の電話番号が表示されていない場合は、表示されているサ 
ポートの番号でデルに電話をかけると、担当者に転送されます。 

デルへお問い合わせになる際には、次の表の E - メールアドレス、電話番号、およびコードをご巧用 
ください。国際電話のかけ方については、国のまたは国際電話会なにお問い合わせください。 

& メモ： U 下の連絡先は本書を印刷する時点のものであり、変更されることがあります。 
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国（市） 

国際電話アクセスコード 
国番号市外局番 


部署名またはサービス地域、 
ウェブサイトおよび E - メールアドレス 


市か局香 
市内番号、または 
フリーダイヤル 


日本（川崎） 

国際電話アクセスコード： 

001 

国番号： 81 
市外局番： 44 


ウェブサイト： support.jp.dell.com 

テクニカルサポート （XPS) 

XPS カスタマーケア（ごを文品が届かない、 
または配送中に損傷していた揚含） 

テクニカルサポート 
(Dimension および Inspiron) 

テクニカルサポート（海外から） 

(Dimension および Inspiron) 

テクニカルサポート（海外から） 

(Dell Precision、OptiPlex、Latitude) 

テクニカルサポート （Dell PowerAppTM、 

Dell PowerEdgeTM、Dell PowerConne が m 、 

Dell PowerVaulfTM) 

テクニカルサポート（海外から） 

(Dell PowerAppTM、Dell PowerEdge™、 

Dell PowerConne が M、Dell PowerVaulfTM) 

テクニカルサポート（プ□ジェクタ、 

PDA、 プリンタ、ルーター） 

テクニカルサポート（海外から） 

(プ□ジェクタ、 PDA、 プリンタ、ルーター） 

FAX 情報サービス 

24時間細期情報案のサービス 

カスタマーケア 

ビジネスセールス本部（従業員数400人未満) 
法人営業本部（従業員数400人政上） 

官公庁/研究-教育機関/医療機関セールス 
デルグ□ーバルジャパン 
個人のお客様 
け表 


フリーダイヤル： 
0120 -937-786 

044-556-4240 

フリーダイヤル： 

0120-198-226 

81-44-520-1435 

81-44-556-3894 

フリーダイヤル： 
0120 -198-498 

81-44-556-4162 


フ IJ ーダイヤル： 

0120-981-690 

81-44-556-3468 

044-556-3490 

044-556-3801 

044-556-4240 

044-556-1465 

044-556-3433 

044-556-5963 

044-556-3469 

044-556-1760 

044-556-4300 
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用語集 

この用語集に収録されている用語は、情報の目的 
として提供されています。お使いのコンピュータ 
に搭載されている機能についての記載びない場合 
ちあのます。 

A 

AC — alternating current (交流）ーコンピュータ 
の AC アダプタ電源ケーフルをコンセントじ差し込を 
とな給される電気の様巧。 

ACPI — advanced confiauration and power 
interface — Microsoft ® Windows ® スペレーテイン 
グシステ厶の電源管理規格。コンピュータをスタンバ 
イモードゆ休止が態モードじして、コンピュータじ接 
続された各デバイスじ割り当てられた電力を節約でさ 
ます。 

AGP — accelerated Graphics port —システ厶メモリ 
をビデオ関連の地理に使用でさるよラにする専用のグ 
ラフィックスポート。 AGP を使ラとビデオ回路とコ 
ンピュータメモ I 」間のインタフエースび高ま化され、 
True - Color のス厶ーズなビデスイメージを伝送でさ 
ます。 

ALS — ambient light sensor —アンビエントライトセ 
ンサー。 

APR — advanced port replicator — ノー トブック〕 
ンピュータでモニター、キーボード、マウス、および 
その他のデバイスび使えるよラじなるドッキングデバ 
イス。 

ASF — alert standards format —管理コンソールじ 
/\-ドウてアとソフトウてアの警告を報告する方ゴを 
定義する標準。 ASF は、どのプラットフォー厶やオペ 
レーティングシステ厶じち巧麻でさるよラ設計されて 
います。 


B 

BIOS — basic input/output system (基本入出カシ 
ステ厶）ーコンピユータのハードウエアとオペレー 
ティ ングシステ厶間のインタフエース機能を持つプロ 
グラ厶（またはユーティリティ）。設定びコンピユー 
夕じどのよラな影響をちえるかについて熟知している 
揚合 L 乂外は、設定を変更しないで<ださい。「セット 
アップユーティ I 」ティ」とち呼ばれます。 

Bluetooth® ワイヤレステクノロジー 短距離の 
(9 メー トル）にある複数のネットワークデバイスび、 
お互いを白動的に認識でさるよラじするワイヤレステ 
ク y □ジ標準。 

bps — bits per second (ヒット/秒）一了ータの転 
送速度を計測する標準単に。 

BTU — British thermal unit (英国熱量単に）一熱量 

の単に。 


C 

C — 摂氏 ( Celsius ) 一 温度の測定単位。0度び水の 
氷点、100度び水の沸点となります。 

CD — compact disc (コンパクトディスク）一巧学 
形式のストレージメディア。通常、音楽やソフトウェ 
アプ□グラ厶じ使用されます。 

CD-R — CD recordable —書き込み巧能な CD 。 子一 
夕は CD - R じ1回のみ記録でさます。一度記録された 
データは削除したり上書さでさません。 

CD-RW — CD rewritable —書き換え可能な CD 。 

データを CD - RW ディスクじ書き込んだ後、削除した 
0上書さでさます（再書さ込み)。 

CD-RW/DVD ドライブー 「コンボドライブ」とち呼 
ばれます。 CD および DVD のデータを読み取ったり、 
CD-RW (書き換え可能な CD ) ディスクゆ CD-R (書 
さ込み巧能な CD ) ディスクじデータを書さ込をこと 
びでさるドライブです。 CD - RW ディスクじは、繰り 
返し書さ込を’ことび可能ですび、 CD - R ディスクじは 
一度しひ書さ込を’ことびでさません。 
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CD-RW ドライブ ー CD のデータを読み取ったり、 
CD - RW ディスクや CD - R ディスクじデータを書さ込 
巧ことびできるドライブ。 CD - RW ディスクじは、繰 
り返し書さ込を’ことび可能ですび、 CD - R ディスクじ 
は一度しひ書さ込を’ことびでさません。 

CD ドライブ ー巧学巧術を使用してデータを CD か 
ら読み取るドライブ。 

CD プレーヤ ——音楽 CD を再生するソフトウェア。 
CD プレーヤーのウィンドウじ表示されるボタンを使 
用して CD を再生することびでさます。 

COA — Certificate of Authenticity — Windows の英 
数义字の コー ドで、 コン ピュータのラベルに印刷され 
ています。「プ□グクトキー」や「プ□ダクト ID 」 と 
ち呼ばれます。 

CRIMM 一 continuity rambus in-line memory 
module — メモ I 」チップのない特別なモジュールで、 
使用されていない RIMM ス□ットに取り付けます。 

D 

DDR2 SDRAM — double - da な - rate 2 SDRAM (ダブ 
ルデータま度2 SDRAM ) — 4ビットプリフェッチお 
よびその他のアーキテクチャ上の変更じより、メモ I 」 
ま度を400 MHz し乂上じしたタイプの DDR SDRAM 。 

DDR SDRAM — double - data-rate SDRAM (グブル 
データ速度 SDRAM ) — データパ'-ストサイクルを2 
倍にして、システ厶の性能を向上させる SDRAM 
の一種。 

DIN コネクタ ー丸い、6ピンのコネクタで 、 DIN 

(ドイツエ業規格）に準拠しています。通常は PS /2 
キーボードゆマウスケーブルのコネクタに使用さ 
れます。 

DMA — direct memory access — DMA チヤネルを使 
ラと、 RAM とデバイス間でのデータ睦送びプ□セッ 
ヴを / Y さずに行えるよラになります。 

DMTF — Distributed Manaaement Task Force —分 
散型デスクトップ、ネットワーク、を業、およびイン 
ターネット還境における管理標準を開発する八ード 
ウェアおよびソフトウェア会なの団体。 

DRAM — dynamic random-access memory (ダイナ 
ミックランダ厶アクセスメモ ij ) ー コンデンサび搭載 
された集積回路じ情報を保をするメモ I 」。 


DSL — Digital Subscriber Line —アブ□グ電話回線 
を fr して高ま當時インターネット接続を提なするテク 
y □ジ。 

DVD — digital versatile disc —通常、映画を収録す 
るのに使用するディスク。 DVD ドライブはほとんど 
の CD を読み取ることびでさます。 

DVD+RW — DVD rewritable —再書さ込み巧能な 
DVD 。 データを DVD + RW ディスクじ書き込んだ後、 
削除したり上書さでさます（再書さ込み)。 

( DVD + RW テクノ □ジは DVD - RW テクノ □ジとは異 
なります)。 

DVD+RW ドライブ ー DVD とほとんどの CD メディ 
アを読み取ることびできるドライブ。 DVD + RW ディ 
スクじ書さ込を’ことちでさます。 

DVD-R — DVD recordable —書さ込み巧能な DVD 。 
データは DVD - R に1回のみ記録できます。一度記録 
されたデータは削除したり上書さでさません。 

DVD ドライフー DVD および CD ひら、化学巧術を 
使用してデータを読み取るドライブ。 

DVD プレーヤ —— DVD 映画を鑑賞するとさじ使用 
するソフトウェア。 DVD プレーヤーのウィンドウじ 
表示されるボタンを使用して、映画を再生することび 
でさます。 

DVI 一 digital video interface (デジタルビデオインタ 
フエー ス）ーコンピュータとデジタルビデオデイスプ 
レイ間のデジタル送信の標準。 


ECc — error checkin 日 and correction (エっ 一 
チェック および訂正）ーメモ I 」じデータを書さ込ん 
だり、メモ I 」からデータを読み取ったりするとさじ、 
データの正確さを検査する特別な回路を搭載している 
メモ I 」。 

ECP — extended capabilities port —双方向のデータ 
睦送を提なするバラレルコネクタのあ張仕様の1つ。 
EPP と同様に、データ睦送にダイレクトメモリアクセ 
スを使用して性能を向上させます。 

EIDE — enhanced integrated device electronics — 
八ードドライブと CD ドライブ用の IDE インタフェー 
スの向上したパ'-ジョン。 
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EMI — electromagnetic interference (電磁渡障害） 
一電磁放射線によって引さ起こされる電気障害。 
ENERGY STAR ® — Environmental Protection 
Agency (米国還境保護局）び規定する、を体的な電 
力の消費量を減らす要件。 

EPP — enhanced parallel port —双方向のデータ輯 
送を提おするバラレルコネクタの仕様の1つ。 

ESD 一 electrostatic discharge (静電気障害）一静 
電気の急激な放電。 ESD は、コンピュータゆ通信機 
器に使われている集積回路を損傷することびあ 
ります。 

ExpressCard — PCMCIA 規格に準拠している取り外 
し巧能な1の力ード。 ExpressCard 力ードの一般的な 
ちのには、モデ厶ゆネットワークアダプタびありま 
す 。 ExpressCards は 、 PCI Express と USB 2.0 の両方 
の標準規格をサポートしています。 


FCc — Federal Communications し ommission (米国 
連邦通信委員さ）ーコンピュータゆその他の電子機 
器び放出する放射線の量を規制する通信関連の条例を 
執行するアメ I 」力の機関です。 

FSB — front side bus — プ□セッサと RAM の間の 
データ経路と物理的なインタフエース。 

订 P — tie transfer protocol (フアイル転送プ〇トコル） 
ーインターネットじ接続されているコンピュータ間での 
ファイルの交換にお用される標準のインターネットプ □ 
トコル。 


G 

G — グラビティー重力の計測単位。 

GB— ギガバイ I -データの単に。1 GB は1024 MB 

(1,073,741 ぶ24バイト）です。八ードドライブの記憶領 
域容量を示す揚合に、1,000,000,000バイトじ切り捨て 
られることちあ0ます。 

GHz — ギガへルツー周波数の計測単位。1 GHz は 
10憶 Hz または1,000 MHz です。通當、コンピユー 
夕のプ □セツサ、 バス、インタフてースの地理を度は 
GHz 単位で計測されます。 


GUI — graphical user interface — メ ニ : ！一、 ウイン 
ドウ、およびアイコンでユーヴーとゆり取りする巧話 
型ソフトウェア。 Windows スペレーテイングシステ 
厶で動作するほとんどのプ□グラ厶は GUI です。 


H 

HTML — hypertext markup language —インター 
ネットブラウヴ上で表示でさるよラ、 インターネット 
のウェブページに揮入されるコードセットです。 

HTTP — hypertext transfer protocol —インター 
ネッ 卜じ接続されたコンピュータ間でファイルを交換 
するためのプ□トコル。 

Hz - ヘルツー周波数の単位。1秒間1サイクルで 
周波数 1 Hz です。コンピュータゆ電気デバイスで 
は、キ□ヘルツ （ kHz )、 メガヘルツ （ MHz )、 ギガへ 
ルツ （ GHz )、 またはテラへルツ （ THz ) 単にで計測 
される揚合ちあります。 


I/O — input/output (入出力）ーコンピユータに 
データを入力したり、コンピュータひらデータを出力 
したりする動作、またはデバイス。キーボードや、プ 
I 」ンタは I / O デバイスです。 

1 のアドレスー 特定のデバイス（シリアルコネクタ、 
バラレルコネクタ、または拡張ス□ットなど）じ関連 
する RAM のアドレスで、プ□セッサびデバイスと通 
信でさるよラじします。 

に 一 integrated circuit (集積回路）ーコンピュー 
夕、 オーディオ、およびビデオ装置用に製造された、 
何百万ちの極…電子コンポーネントび搭載されている 
半導体ウエー八、またはチップ。 

IDE — intea rated device electronics — /\ 一!' 卜つ 
イブまたは CD ドライブじコント□-ラびの蔵されて 
いる大容量ストレージデバイス用のインタ フエー ス。 
IEEE 1394 — Institute of Electrical and Electronics 
Engineers , Inc . —コンピュータにデジタルカメラゆ 
DVD プレーヤーなどの 、 IEEE 1394互換デバイスを 
接続するのに使用される高性能シ I 」アルバス。 

IrDA — Infrared Data Association (ホ5^卜線通信協会） 
ーホ％線通信の国際規格を標準化する団体。 
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IRQ — interrupt request (割り込み要巧）一特定の 
デバイスびマイク□プ□セッサと通信でさるよラに、 
デバイスじ割り当てられた電子経路。すべてのデバイ 
ス接続に IRQ を割り当てる必要びあります。2つのデ 
バイスに同じ IRQ を割り当てることはできますび、 
両方のデバイスを同時に動作させることはでさ 
ません。 

ISP — Internet service provider (インターネツト接 
続業音）ーインターネットへの接続、電子メールの 
送受信、およびウてブヴイトへのアクセスをおこなラ 
ためじホストサーパ'へのアクセスを提なするをな。 

ISP はソフトウェアのバッケージ、ユーヴー名、およ 
びアクセス用の電話番号を有料（ち仏い）で提供 
します。 


K 

Kb — キ□ビツ I -1024バイトじち当するデータの 

単位。メモ I 」集積回路の容量の単位です。 

KB — キ□バイ!-データの単に。 1 KB は1024パ' 

イトです。または1000バイトとすることちあ 
ります。 

kHz— キ□ヘルツー1000 Hz じち当する周波数 
の単位。 


LAN — local area network (□— カルエリアネット 
ワーク）一狭い範囲にわたるコンピュータネット 
ワーク。 LAN は通常、1棟の建物のゆ隣接する2、3 
棟の建物のに限定されます。 LAN は電話回線や電波 
を使って他の離れた LAN と接続し 、 WAN (ワイドエ 
I 」アネットワーク）を構成でさます。 

LCD — liquid crystal display (あ晶ディスプレイ）一 
ノートブックコンピュータのディスプレイやフラット 
/《ネルのディスプレイに用いられる巧術。 

LED — light-emitting diode (発巧ダイスード）一 
コンピュータの化態を示す巧を発する電子部品。 

LPT — Line print terminal —プ U ンタや他のバラレ 
ルデバイスへのバラレル接続の通當の指定巧。 


M 

Mb— メガビットー1024 KB じち当するメモ I 」チッ 
プの容量の単位。 

MB — メガバイ I -1,048,576バイトじち当する 

データストレージの単位。1 MB は1,024 KB です。 

八ードドライブの記憶領域容量を示す揚合に、 
1,000,000バイトじ切り捨てられることちあります。 

MB/sec — メガバイト/秒一1,000,000バイト/秒。 
通當、データの輯送速度の計測単位に使用します。 
Mbps — メガビット/秒一1,000,000ビット/秒。 
通常、ネットワークゆモデ厶などのデータ輯送速度の 
計測単にに使用します。 

MHz — メガヘルツー周波数の単位。1秒間に 
1,000,000サイクルで1 MHz です。通常、コン 
ピユー タのプ□セ ッサ、 バス、インタ フエー スの処理 
速度は MHz 単位で計測されます。 

ms — ミ I 」秒一1000分の1秒に巧当する時間の単 
位。ストレージデバイスなどのアクセス速度の計測に 
使巧します。 


N 

N に一「ネットワークアダプタ」を参照してく 
ださし、。 

ns ー ブノ秒一10憶分■の1秒にホ目当する時間 
の単に。 

NVRAM 一 nonvolatile random access memory 
(不揮発性ランダ厶アクセス X モリ）ーコンピユータ 
の電源が切られたり、外部電源が停止した揚合にデー 
夕を保をするの一種。 NVRAM は、曰巧、時 
刻、およびお客様が設定で青るその他のセットアップ 
ブプシヨンなどのコンピュータ設定情報を保持するの 
に利用されます。 
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p 

PCI — peripheral component interconnect — PCI 
は、 32 ビットおよび 64 ビットのデータバスをサポー 
卜する □- カルバスで、プ□セッサとビデオ、各種ド 
ライブ、ネットワークなどのデバイス間に高まデータ 
経路を提なします。 

PCI Express — PCI インタフエースの改良版で、プロ 
セッヴとそれじ接続されているデバイスの間のデータ 
睦送を高ま化します 。 PCI Express は、250 MB / 秒〜 
4 GB / 秒でデータを転送でさます 。 PCI Express チップ 
セットとデバイスびサポートしているま度び異なる揚 
合は、これより低まじなります。 

PCMCIA — Personal Computer Memory Card 
International Association — PC 力ードの規格を協議 
している国際的組織。 

PC 力ードー PCMCIA 規格に準拠している取り外し 
巧能な I / O 力ード。 PC 力ードの一般的なちのに、 
モデムゆネットワークアダプタびあります。 

PIN — personal identification number (個人識別番号） 
—コンピュータネットワークやその他の安をび保護され 
ているシステ厶への不正なアクセスを防ぐためじ使用さ 
れる一連の数字や文字。 

PIO — programmed input/output —データバスの 
一部にマイク□プ□セッヴを経由した2つのデバイ 
ス間のデータ輯送方法。 

POST — power-on self-test (電源お入時の自己テスト） 
- BIOS び自動的に□ー ドする診断プ□グラ厶。メモリ、 
八ードドライブ、およびビデオなどのコンピュータのを 
要コンポーネントの基本的なテストを実行します。 

POST で問題び検出されなかった揚合、コンピュータは 
起動を続行します。 

PS/2 — personal system /2 — PS /2 互換のキーボード、 
マウス、またはキーバッドを接続するコネクタ。 

PXE — pre-boot execution environment — WfM 
(Wired for Management :) 標準で、スペレーテイング 
システ厶びないネットワークコンピュータを設定し、 

I 」モートで起動でさるよラじします。 


R 

RAID — redundant arrav of independent disks — 
データの冗長性を提なする方お。 RAID の実装レベル 
じは 、 RAID 0. RAID K RAIDS、RAID 10、および 
RAID 50 などびあります。 

RAM — random-access memory (ランタ''厶アクセス 
メモリ）ープ□グラ厶の命ちゆデータを保をするコ 
ンピュータの主要な一時記憶領域。 RAM じ保をされ 
ている情報は、コンピュータをシャットダウンすると 
失われます。 

readme ファイル ーソフトウェアのバッケージまた 
は八ードウェア製品に添巧されているテキストファイ 
ル。通當、 readme ファイルには、インス!—ル手 
順、新しく巧け加えられた機能の説巧、マニュアルじ 
記載されていない修正などび記載されています。 

RFI — radio frequency interference (無線電波障害） 
—10 kHz ひら100,000 MHz までの範囲の通當の無 

線周波数で発生する障害。無線周波は電磁周波数帯域 
のお域に属し、赤外線や巧などの高周波ぶ0ち障害を 
起こしゆすい傾向びあります。 

ROM — read-only memory (読み取り専用メモ U ) 
ーコンピュータび削除したり書さ込んだりでさない 
データゆプ□グラ厶を保をするメモリ。 RAM と異な 
り、 ROM はコンピュータの電源び切れてちの容を保 
持します。コンピュータの動作に不可欠のプ□グラ厶 
で ROM じ常駐しているちのびいくつかあります。 

RPM — revolutions per minute —1分間じ発生する 
回輯数。八ードドライブ速度の計測に使用します。 

RTC 一 real time clock (リアルタイ厶ク□ック）一 
システ厶基板上じあるバッテリーで動く時計で、コン 
ピュータの電源を切った後ち、曰巧と時刻を保持 
します。 

RTCRST — real-time clock reset — コン ピュ ータじ 
よっては搭載されているシステ厶基板上のジャンバ 
で、問題び発生した揚合のトラブルシューティングじ 
あ]用でさます。 
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s 

S/PDIF — Sony/Philips Digital Interface —ファイル 
の質びお下する可能 I 性びあるアナ□グ形式に変換せず 
じ、1つのファイルひら別のファイルじスーディスを 
睦送でさるスーディス睦を用ファイルフォーマット。 

SDRAM — synchronous dynamic random-access 
memory (同期ダイナミックランダ厶アクセスメモ U ) 
ープ□セッサの最適ク□ックを度と同期された DRAM 
の一種。 

SIM — Subscriber Identity Module — SIM 力ードじ 
は、音声およびデータの睦送を暗号化するマイク □ 
チップび搭載されています。電話ゆポータフルコン 
ピュータに使用でさます。 

Strike Zone™ —八ードドライブを保護するために 
強化されたプラットフォー厶ベース部分。コンピュー 
夕の電源びスンのとさでちスフのとさでち、 コン 
ピュータを落としたとさ、または}反動などのショック 
びちえたれたとさじ、衝撃吸収体として機能します。 

SVGA — super-video graphics array —ビデオカード 
とコント□-ラ用のビデオ標準規格。一般的じ 、 SVGA 
解像度とは如〇 X 600および 1024 x 768 を表します。 

プ□グラ厶で表示でさる色数と解像度は、モニター、 
ビデオコント□-ラ、ドライバの性能と、コンピュー 
夕じインス!ルされているビデオメモリの容量でミ央 
定されます。 

SXGA — super-extended graphics array —1280 x 
1024までの解像度をヴポートするビデオカードゆコ 
ント□-ラのビデオ標準。 

SXGA+ — 5叩6卜6乂{611〇16〇1 graphics array —1400 x 
1050までの解像度をヴポートするビデオカードやコ 
ント□-ラのビデオ標準。 

S ビデオ TV 出力 ーテレビまたはデジタルスーデイ 
ス機器をコンピュータじ接続するためじ使われるコネ 
クタ。 


T 

TAPI — telephony application proaramming 
interface — 音声、データ、ファックス、ビデオなど 
の各種テレフす二ーデバイスび' Windows のプ□グラ 
厶で使用で言るぶ5になのます。 

U 

UMA — unified memory allocation —ビデオじ動的 
じ割り当てられるシステ厶メモ I 」。 

UPS — uninterruptible power supply (無停電電源 

装置）一電気的な障害び起さた揚合や、電圧レベル 
び低下した揚合に使用される/ ックアップ電源装置。 
UPS を設置すると、電源び切れた揚合でち限られた 
時間はコンピュータび稼動します。通當、 UPS シス 
テ厶は、過電流を ffl え電圧を調整します。小型の 
UPS システ厶で数分間バッテ1」一電力をな給します 
ので、コンピュータを正しくシャットダウンすること 
び巧能です。 

USB — universal serial bus (ユニパ'—ヴルシ U アル 
バス）一 USB 互換キーボード、マウス、ジョイス 
ティック、スキャブー、スピーカー、プ I 」ンタ、ブ 
□-ドバンドデバイス （ DSL およびケーブルモデ厶)、 
撮像装置、またはストレージデバイスなどのおまデバ 
イス用八ードウェアインタフェース。コンピュータの 
4ピンソケットかコンピュータじ接続されたマルチ 
ポート八ブじ直接デバイスを接続します。 USB デバ 
イスは、コンピュータの電源び入っていても接続した 
り取り外すことびできます。また、デージーチェーン 
型に接続することちでさます。 

UTP 一 unshielded twisted pair (シールドなしツイ 
ストペア）一大半の電話回線巧用のネットワークゆ 
その化の一部のネットワークで利用されているケーブ 
ルの種類。電磁波障害ひら保護するためじワイヤのぺ 
アじ金属製の被覆をほどこすげわりに、シールドなし 
のワイヤのペアびよられています。 

UXGA — ultra extended araphics array — 1600 x 
1200までの解像度をヴポートするビデオカードやコ 
ント□-ラのビデオ標準。 
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V 

V — ボル I 電位または起電力の計測単位。1 V は、 

1アンペアの電流び1 Y の抵抗器を通過するとさの電 
圧です。 


W 

W — ワットー電力の計測単位。1ワットは1ポルト 
で流れる1アンペアの電流を指します。 

WHr— ワット時一おおよそのバッテ1」一容量を示 
すのに通當巧用される計測単位。たとえば、66 WHr 
のバッテ1」一は66 W の電力を1時亂または33 W 
を2時間な給でさます。 

WLAN — wireless local area network (ワイヤレス 
□-カルエ I 」アネットワーク）。インターネットアク 
セスを実現するためじ、アクセスポイントまたはワイ 
ヤレスルーターを使用し、エアウェーブを fr して巧互 
じ通信する、巧互接続された一連のコンピュータ。 
WWAN — wireless wide area network (ワイヤレス 
ワイドエリアネットワーク)。携帯電話巧術を巧用し 
て WLAN よりち格段に広い: t 也理範囲を網羅するワイ 
ヤレス高まデータネットワーク。 

WXGA — wide-aspect extended graphics array — 
1280 x 800 までの解像度をサポートするビデオカード 
ゆコント□-ラのビデオ標準。 


X 

XGA — extended graphics array —1024 x 768まで 
の解像度をヴポートするビデオカードゆコント□-ラ 
のビデオ標準。 


Z 

ZIF — zero insertion force —コンピュータチップじ 
ちソケットじちまったく力を加えないで、チップを取 
り巧けまたは取り外しでさるソケットゆコネク 
夕の一種。 


Zip ——般的なデータの圧縮フォーマット 。 Zip 
フォーマットで圧縮されているファイルを Zip ファイ 
ルといい、通常、ファイル名のお張子び. zip となり 
ます。特別な Zip ファイルじ自己解凍型ファイルびあ 
り、ファイル名の拡張子は. exe となります。自己解 
凍型ファイルは、ファイルをダフルクリックするだけ 
で白動的に解凍でさます。 

Zip ドライフ ー Iomega Corporation じよって開発 
された乂容量のフ□ッピードライブで、 「 Zip ディス 
ク」と呼ばれる 3.5 インチのリ厶ーバブルディスクを 
使用します。 Zip ディスクは標準のフ□ッピーディス 
クよりちゆゆ大きく約2倍の厚みびあり、100 MB の 
データを保持でさます。 


あ 

アンチウイルスソフトウェア ーコンピュータひらウ 
イルスを見つけ出して隔離し、除去するよラに設計さ 
れたプ□グラム。 


う 

ウイルス ー嫌びらせ、またはコンピュータのデータ 
を破壊する目的で作られたプ□グラ厶。ウィルスプロ 
グラ厶は、感染したディスク、インターネットからダ 
ウン□-ドしたソフトウェア、 E - メールの添付ファ 
イルじよって、コンピュータからコンピュータへと感 
染します。ウイルス感染したプ□グラ厶を起動する 
と、プ□グラ厶じ潛伏したウイルスち起動します。 

一般的なウィルスとしては、フ□ッピーディスクの 
ブートセクターじ仕掛けられるブートウィルスびあり 
ます。フ□ッピーディスクを揮入したままコンピュー 
夕をシャットダウンすると、 巧回の起動時じ、コン 
ピュータはスペレーティングシステ厶を探すためフ 
□ッピーディスクのブートセクターじアクセスしま 
す。このアクセスでコンピュータびウイルスじ感染し 
ます。一度コンピュータびウイルスじ感染すると、 
ブートウイルスは除去されるまで、読み書さされるす 
ベてのフ□ッピーディスクじウイルスをコピー 
します。 
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又 

エクスプレスサービスコード ー Dell ™ コンピュータ 

のラベルに巧いている数字のコード。デルテクニカル 
サポートじお問い合わせじなる際に、エクスプレス 
ヴービスコードを使用します。エクスプレスヴービス 
コードび利用できない国ちあります。 


お 

オプティカルドライブ ー CD 、 DVD または DVD+RW 

から、化学巧術を使用してデータを読み書さするドラ 
イブ。オプティカルドライブじは、 CD ドライブ、 

DVD ドライブ、 CD - RW ドライブ、および CD - 
RW / DVD コンボドライブび含まれます。 


か 

力ーソルーキーボード、タッチバッドまたはマウス 
び巧にどこで動作するかを示すディスプレイゆ画面上 
の目印。通常は点滅する棒線かアンダーライン、また 
は…さな矢印で表示されます。 

解像度ープ I 」ンタで印刷画像ゆ、またはモニターじ 
表示される画像びどのくらい輔巧かといラ度合。解像 
度び高いほど、画像は瞄巧になります。 

書さ込み保護ーデータのの容び変更不可に設定され 
たファイルやメディア。データを変更、または破壊さ 
れないよラにデータを保護するには、書さ込み保護を 
設定します。 3.5 インチのフ□ッピーディスクじ書さ 
込み保護を設定するには、書さ込み保護設定タブをス 
ライドさせて書さ込み不可のに置じします。 

拡張カードーコンピュータのシステ厶基板上の拡張ス 
□ットじ装着する電モ回路基板で、コンピュータの性 
能を向上します。拡張カードの例には、ビデオ、モデ 
厶、およびサウンドカードなどびあります。 

拡張型 PC 力ードー拡張型 PC 力ードは、取り付けた 
時に PC 力ードス□ットから力ードの端び突き出して 
います。 

盛;張スロットー拡張力ードを揮入してシステ厶バス 
じ接続する、システ厶基板上（コンピュータによつ 
て異なる揚合ちあります）のコネクタ。 


化張ディスプレイモードーお使いのディスプレイの 
拡;張として、2台目のモニターを使えるよラじする 
ディスプレイの設定。「デュアルディスプレイモード」 
とち呼ばれます。 

華氏 一 Fahrenheit — 温度の測定単位。32度び水の 
氷点、212度び化の;弗点じなります。 

壁紙 一 Windows デスクトップの背責となる模様や 
絵柄。壁紙を変更するには Windows コント□ールバ 
ネルから変更します。また、気に入った給柄を読み込 
んで壁紙を作成することちでさます。 


さ 

キーの 組み合わせ一同時に複数のキーを巧してコン 
ピュータを操作します。 

起動 CD — コンピュータを起動するためじ使用する 
CD 。 八ードドライブび損傷した揚合ゆ、コンピュー 
夕びウイルスじ感染した揚合など、 起動 CD または起 
動ディスクび必要じなりますので、常備しておさま 
す 。 [[Drivers and Utilities CDJI または IfResource 
CDJ び起動 CD です。 

起動順序ーコンピュータび起動を試みるデバイスの 
順度を指定します。 

起動ディスクーコンピュータを起動するために使用 
するディスク。八ードドライブび損傷した揚合や、コ 
ンピュータびウイルスじ感染した揚合など、起動 CD 
または起動ディスクび必要じなりますので、常備して 
おさます。 

キャッシュー特別な高ま記憶領域。メインメモ I 」の 
I 」ヴーブセクシヨンまたは独立した高ま記憶デバイ 
ス。キャッシュは、プ□セッヴのスペレーシヨンス 
ピードを向上させます。 

L 1 キャッシュープ□セッヴのじ搭載されているプラ 
イマ I 」キャッシュ。 

L 2 キャッシュープ□セッサの外部にあるか、または 
プ□セッヴアーキテクチャじ統合されているセカンド 
キャッシュ。 

休止が態モード ーメモ I 」ののすべてを八ードドライ 
ブ上の特別な5約領域に保さしてからコンピュータの 
電源を切る省電カモード。コンピュータを再起動する 
と、八ードドライブじ保をされているメモ I 」情報び自 
動的に復元されます。 
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グラフィックモードー; f 水平画素数、 y 垂直画素数、 
および Z 色数で表されるビデスモード。グラフィック 
モードによって、どんなおゆフォントち表示すること 
びでさます。 

ク□ック速度ーシステ厶バスに接続しているコン 
ピュータコンポーネントびどのくらいのまさで動作し 
ているひを示すま度で、 MHz で表されます。 


国際通行許可書一物品を外国に一時的に持ち込をこ 
とを許巧する国際通関用义書。「商品パスポート」と 
ち呼ばれます。 

コント□ーラープ□セッサとメモ I 」間、またはプロ 
セッサとデバイス間のデータ睦送を制御するチップ。 

コント□ールパネルー画面設定などのオペレーテイ 
ングシステ厶ゆ八ードウてアの設定を変更するための 
Windows ユー了イ U 了イ。 

さ 

サージプロテクター 雷雨などの時に発生する電圧ノ 
イスびコンセントを通してコンピュータじ送られるの 
を巧ぎます。サージプ□テクタは、落雷ゆ通當の AC 
ライン電圧レベルび20 %し乂上お下する電圧変動で起 
こる停電ひらはコンピュータを保護することはでさま 
せん。 

ネットワーク接続は、サージプ□テクタでは保護され 
ません。雷雨時は、必ずネットワークケーブルをネッ 
トワークコネクタひら外してくださし、。 

サービス タグ ーコン ピュ ータじ 貼ってある パ'-コー 

ドラべル。デルヴポートの support.jp.dell.com に 

アクセスしたり、デルのカスタマーヴービスゆテクニ 
カルヴポートじ電話でお問い合わせじなる揚合に必要 
な識別番号び書いてあります。 


システ厶基板ーコンピュータじ搭載されている主要 
回路基板。「マヴーボード」とち呼ばれます。 

システ厶トレイ ー「通知領域」を参照してくださし、。 

シャットダウンーウィンドウゆプ□グラ厶を閱じ、 
オペレーティングシステ厶を終了して、コンピュータ 
の電源を切るプ□セス。シャットダウンび完了する前 
じコンピュータの電源を切ると、データを損失するお 
それびあります。 

ショートカットー頻繁に使用するプ□グラ厶、ファ 
イル、フォルダ、およびドライブにすばやくアクセス 
でさるよラじするアイコン。ショートカットを 
Windows デスクトップ上じ作巧し、ショートカット 
アイコンをダブルク I 」ックすると、それに巧丽する 
フォルダやファイルを検索せずに開くことびでさま 
す。ショートカットアイコンは、ファイルび置かれて 
いる揚巧を変更するわけではありません。ショート 
カットを削除してち、元のファイルじは何の影響ちあ 
りません。また、ショートカットのアイコン名を変更 
することちでさます。 

シリアルコネクターコンピュ ータ じ八ンドへルドデ 
ジタルデバイスゆデジタルカメラなどのデバイスを接 
続するためじよ<使用される I / O ポート。 


す 

スキヤンディスクーファイル、フォルダ、および 
八ードディスクの表面にエラーびないひどうひを 
チェックする Microsoft ユーティ I 」ティ。コンピユー 
夕の反丽び止まって、 コンピユータを再起動したとさ 
じスキャンディスクび実行されることびあります。 

スタンバイモードーコンピユータの不必要な動作を 
シャットダウンし電力を節約する省電カモード。 

スマートカードープ□セッサとメモリチップじの蔵 
されている力ード。スマートカードを使用すると、ス 
マートカードに巧麻しているコンピュータでユーヴー 
の認証を行ラことびでさます。 
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せ 

赤外線センサ——ケーブルを使用しなくてち、コン 
ピュータと IR 互換デバイス間のデータ睦送びでさる 
ポート。 

セットアッププ□グラ厶ーハードウェアやソフト 
ウェアをインス!'ールおよび設定するためじ使用する 
プ□グラ厶。ほとんどの Windows 用ソフトウェア 

バッケージじは、 setup.exe または instali.exe と 

し、ラプ□グラ厶び付属しています。「セットアッププ 
□グラ厶」は「セットアップユーティリティ」とは異 
なります。 

セットアップユーティリティー コンピュータの八一 
ドウェアとオペレーティングシステ厶間のインタ 
フェー ス機能を持つユーティリティ。セットアップ 
ユーティ I 」ティを使用して、 BIOS で、曰時ゆシステ 
ムパスワードなどのユーヴー定義可能なオプションを 
設定でさます。このユーティリティの設定を変更する 
揚合は、コンピュータじどのよラな穀響びあるか巧握 
してから行って < ださい。 


そ 

ソフトウェアーコンピュータファイルゆプ□グラ厶 
など、電子的におさでさるすベてのちの。 


ご 

通知領域ーコンピュータの時計、音量調節、および 
プ I 」ンタのが;兄など、プ□グラ厶やコンピュータの機 
能に素早くアクセスでさるアイコンび表示されている 
Windows タスクバーの領域。「システ厶トレイ」と 
ち呼ばれます。 


て 

ディスクのストライピングー複数のディスクドライ 
ブじまたびってデータを分散させる巧術。ディスクス 
トライピングは、ディスクストレージからデータを取 
り出す動作を高速化します。通常、ディスクストライ 
ピングを利用しているコンピュータではユーヴーび 
データユニットサイズまたはストライプ幅を選巧こと 
びでさます。 


テキストエディター Windows のメモ帳など、テキ 
ストファイルを作成および編集するためのアプ|」ケー 
ションプ□グラ厶。テキストエディタでは、通常、 
ワードラップ機能ゆフォーマット機能（下線やフォン 
卜の変更オプションなど）は提供されません。 

デパイスーディスクドライブ、プ I 」ンタ、キーボ ー 
ドなどコンピュータじの蔵または外付けされた八ード 
ウェァ。 

デバイスドライバー「ドライバ」を参照してく 
ださい。 

デュアルディスプレイモードーお使いのディスプレ 
イの拡張として、2台目の モニターを 使えるよラにす 
るディスプレイの設定。「拡張ディスプレイモード」 
とち呼ばれます。 


と 

ドッキングデバイスー 「 APR 」 を参照してくださし、。 

ドメインーネットワーク上のコンピュータ、プ□グ 
ラ厶、およびデバイスのグループで、特定のユーヴー 
グループじよって使用されるな通のルールと手順のあ 
る単にとして管理されます。ドメインに□グスンする 
ことで、 I 」ソースにアクセスでさるよラになります。 
ドライパープ I 」ンタなどのデバイスび、オペレー 
ティ ングシステ厶じ制御されるよラじするためのソフ 
トウエア。多くのデバイスは、コンピュータじ正しし、 
ドライバびインス!ルされてないと、正常に動作し 
ません。 

トラベルモジュールーノートブックコンピュータの 
重量を減らすためじ、モジュールベイの中に設置でさ 
るよラ設計されているプラスチック製のデバイス。 


な 

巧嵐一通常、コンピュータのシステ厶基板上に物理 
的に搭載されているコンポーネントを指します。「ビ 
ルトイン」とち呼ばれます。 
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ね 

ネットワークアダプターネットワーク機能を提おする 
チップ。コンピュータのシステ厶基板にネットワーク 
アグプタび巧蔵されていたり、アダプタび巧蔵されて 
いる PC 力ードもあります。ネットワークアダプタは、 
「 N に」（ネットワークインタ フエー スコント□-ラ）と 
ち呼ばれます。 


は 

バーティシヨンー八ードドライブ上の物理ストレー 
ジ領域。 1つまたは複数の論理ストレージ領域（論理 
ドライブ）じ割り当てられます。各バーティシヨンは 
複数の論理ドライブを持つことびでさます。 

八ードドライフー八ードディスクのデータを読み書 
きするドライブ。八ードドライブと八ードディスクは 
同じ意なとしてどちらかび使われています。 

バイトーコンピュータで使われる基本的なデータ単 
位。1バイトは8ビットです。 

バスーコンピュータのコンポーネント間で情報を通 
信する経路。 

パス速度ーバスびどのくらいのまさで情報を輯送で 
さるかを示す、 MHz で示される速度。 

バックアップーフ□ッピー、 CD 、 DVD 、 または八一 
ドドライブなどじプ□グラ厶やデータファイルをコ 
ピーすること。不測の事態に備えて、定期的にハード 
ドライフをバックアップすることをお勧めします。 

バッテリ——ノートブックコンピュータび AC アダ 
プタおよびコンセントじ接続されていない揚合に、コ 
ンピュータを動作させるためじ使われるの蔵の巧電型 
電源。 

バッテリー動作時間 ーノートブックコンピュータの 
バッテリーびコンピュータじ電源をな給でさる時間 
(分または時間数）。 

バッテリーの寿命 ーノートブックコンピュータの 
バッテリーび、消耗と再巧電を繰り返すことのでさる 
期間（年数)。 

パラレルコネクターコンピュータじバラレルプ I 」ン 
夕を接続する揚合などじ使巧される I / O ポート 。 「LPT 
ポート」とち呼ばれます。 


ひ 

ヒートシンクープ□セッヴじ取り付けられて、 

放熱の役目をする金属板。 

ピクセルーディスプレイ画面の単一の点。画像は、 
ピクセルを縦横に配置することで作成されます。ビデ 
スの解像度 （800 x 600 など）は、上下左ちじ曲の'ピ 
クセルの数で表します。 

ビットーコンピュータじよって認識されるデータの 
最小単に。 

ビデオ解像度 一「解像度」を参照してください。 

ビデオコント□-ラービデオカードやシステム基板 
(の蔵ビデオコント□-ラを持つコンピュータ）にあ 
る回路。モニターと組み合わせることで、コンピュー 
夕 じ ビデオ機能を提なします。 

ビデオメモリービデオ機能専用のメモ I 」チップで構 
成されるメモリ。通常、ビデオメモ I 」はシステ厶メモ 
I 」よりち高まです。ビデオメモリの容量じよって、プ 
□グラ厶で表示でさる色数び乂さく左ちされます。 

ビデオ モードー テキストゆグラフィックを モニター 
に表示する際の モー ド。 グラフィックをべースにした 
ソフトウェア （Windows ス ペレーティングシステ厶 
など）は、水平ピクセル数、 y 垂直ピクセル数、 Z 色 
数で表されるビデオモードで表示されます。义字を 
ベースじしたソフトウェア（テキストエディタなど） 
は、刻 X 行の义字数で表されるビデオモードで表 
示されます。 


'い 

フスーマットーファイルを保さするためじドライブ 
ゆディスクを準備すること。ドライブまたはディスク 
を フォーマッ トするとデータはすべて消失します。 

フ3ルダーディスクゆドライブ上のファイルを整頓 
したりグループ化したりする入れ物。フォルダ中の 
ファイルは、名前ゆ曰巧やサイスなどの順番で表示で 
さます。 

プラグアンドプレイーデバイスを自動的に設定するコ 
ンピュータの機能。 BIOS 、 オペレーティンヴシステ厶、 
およびすベてのデバイスびプラヴアンドプレイ巧丽の 
揚合、プラヴアンドプレイは、自動インストール、設 
定、既存の八ードウてアとの互換性を提巧します。 
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プログラムー表計算ソフト、ワープ□ソフト、デー 
タベースソフト、ヴー厶ソフトなどデータ地理をする 
ソフトウェア。これらのプ□グラ厶は、オペレーティ 
ングシステ厶の実行を必要とします。 

プロセッサーコンピュータの部で中齡的に演算を行 
ラチップ。プ□セッヴは 、 「CPU (中央演算赃理装 
置)」とち呼ばれます。 

フロッピ ——電磁おおのデータ格細媒体。「フ□ッ 
ピーディスク」や「デイスケット」とち呼ばれます。 
フ□ッピー ドライフーフ□ッピーディスクじデータ 
を読み書さでさるディスクドライブ。 


ヘルプファイルー製品の説巧ゆ各種手順を記した 
ファイル。ヘルプファイルの中には 、 Microsoft 
Word のヘルプのよラに特定のプ□グラ厶じ適用され 
るちのびあります。化じち単独で参照でさるヘルプ 
ファイルちあります。通常、ヘルプファイルの拡張子 
は、 .hip または .chm です。 


ま 

マウスー画面上の力ーソルを移動させるポインティ 
ングデバイス。通當は、マウスを硬くて平らな面で動 
かし、画面上の力ーソルゆポインタを移動します。 


め 

メモリーコンピュータの部じある、一時的にデータ 
をおさする領域。メモ I 」じあるデータは一時的に格細 
されているだけですので、作業中は時々ファイルを保 
さするよラお勧めします。また、コンピュータを 
シャットダウンする時ちファイルを保をしてくださ 
い。コンピュータのメモ I 」じは、 RAM 、 ROM および 
ビデオメモ I 」など何種類かあります。通當、メモ I 」と 
いうと RAM メモ I 」を指します。 

メモリアドレスーデータを一時的に RAM におをす 
る特定の揚巧。 

メモリマッピングースタートアップ時に、コン 
ピュータび物理的な揚巧にメモ I 」アドレスを割り当て 
る化理。デバイスとソフトウェアび、プ□セツヴびア 
クセスでさる情報を識別でさるよラになります。 


メモ U モジュールーシステ厶基板に接続されている、 
メモ I 」チップを搭載した…型回路基板。 


を 

モジュールベイーオプティカルドライブ、セカンド 
バッテリー、または Dell Travel Lite ™ モジ;！ールな 
どのよラなデバイスをヴポートするベイ。 

モデ厶ーアブ□グ電話回線を通じて他のコンピュー 
夕とコミュニケー シヨンをとるためのデバイス。 モデ 
厶じは、外付けモデ厶、 PC 力ード、およびの蔵モデ 
厶の3種類びあります。通當、モデ厶はインター 
ネッ 卜への接続ゆ E - メールの送受信に使用されます。 

モニタ——高解像度のテレビのよラなデバイスで、 
コンピュータの出力を表示します。 


ぶ 

読み取0専田一表示することはでさますび、編集し 
たり削除したりすることびでさないデータゆファイ 
ル。巧のよラな揚合に読み取り専用じなります。 

•フ□ッピーディスク、 CD 、 または DVD を書き込 
み保護じしている揚合 

• ファイルびネットワーク上のディレクト I 」じあ 
り、システ厶管理音びアクセス権限に特定の個人 
だけを許可している揚合 


リフレッシュレートー画面上のビデスイメージび再 
描画される周波数。単位は Hz で、このリフレッシュ 
レートの周波数で画面の水平走査線（または垂直周波 
数）び再描画されます。人の目には、 I 」フレッシュ 
レートび高いほど、ビデオのちらつさびみなくな 
ります。 


ろ 

□一カルバスーデバイスじプ□セツサへの高まス 
ループットを提おするデータバス。 
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